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				　七大王暦一七三五年・九月十六日（ファルの日）

				

				　レヴェン国王の暗殺、大量のシグルによる王都襲撃。リヴェティア王国の転覆だけでなく大陸を落下せんとしたグラトリオ・ウィディールの計画は、かくして彼の死によって幕を閉じた。

				　あれから十日後。

				　同事件においての復興手続きや、それに伴う財政の調整があらかた終わり、リズアート・ニール・リヴェティアはようやく一息つくことができた。

				　ここは王城第二階層に設けられた会議室。余分な空間は削られ、必要な調度品だけが置かれた殺風景な場所だ。部屋の中央には机が矩形に並べられており、王であるリズアートの席は最奥に設けられている。

				「細々したのもまだ残ってるけど、やっとって感じねー」

				　会議に参加した政務官たちはすでに退室しているため、体面を気にする必要はない。リズアートはだらしなく背もたれに身を預けた。

				　いくら若輩者であっても王として国政に参加している限り妥協は許されない。なにより最終的な決断はリズアート自身が行わなければならないのだ。

				　大勢の人間の未来を預かっている。その事実が重く背にのしかかり、会議中に気を緩める機会を見つけられなかった。

				「本当におつかれさまです。姫様」

				　そう労いの言葉をかけてくれたのは専属で護衛を務めてくれている騎士エリアス・ログナートだ。

				　会議中、彼女はこちらが不快にならない程度の距離を保ち、ずっとそばで控えてくれていた。もっとも、彼女が近くにいることを不快と感じるのは国政に関する会議中だけだ。それ以外において、彼女の存在が不快になることはいっさいない。

				　エリアスとは幼少の頃からの付き合いだ。立場があるので口にも態度にも出すことはしないが、リズアートはエリアスのことを姉のように慕っている。父親であるレヴェンが亡くなってしまった今では、寂しさのせいかエリアスを家族だと想う気持ちが一層強くなっている自覚があった。

				　こうした想いがエリアスに伝わっているのかはわからない。だが、伝わっていると思わざるを得ないほどエリアスは丁寧な口調のわりに遠慮が無かった。

				「ただ、このあとすぐにフォーリングス卿……団長が来られる予定ですから。まだ気を緩めずにいたほうがよろしいかと」

				「もう、せっかく良い気分だったのに」

				「も、申し訳ありません……」

				「まあ、その通りだからいいんだけど。って、来たみたいね」

				　こんこん、と扉が叩かれた。

				　リズアートが許可を出すと、予想通りの人物が入ってきた。

				　ユング・フォーリングス。前団長のグラトリオに代わり、新たにリヴェティア騎士団の団長を務めることになった騎士である。

				　彼は白皙(はくせき)の美青年といった言葉がこれ以上ないぐらい似合う風貌をしている。女性からの人気が非常に高く、眼鏡をかけた知的な印象がたまらない、と侍女たちもよく口にしている。

				　実力社会である騎士団において団長の座につくのは豪の者が多い。

				　そんな中、ユングは切れ者と言われた異端児である。

				　エリアスより戦闘能力で劣っていながら序列において彼女を上回っていたのは、ひとえに狡猾さも兼ね備えたその知能の高さがあったからに他ならない。

				「本日はお疲れのところ、お時間を頂いて誠に申し訳ございません」

				「いいわよ。あとこれだけって思えば、なんとか乗り切れそうだしね」

				　深々と頭を下げたユングに、リズアートは肩をすくめてわざとおどけて見せた。

				　腰を下ろすよう促し、ユングがそれに従う。

				「それで騎士団のほうの相談って言っていたけれど……私の所まで来たってことはそれなりに大事なのかしら」

				　ちょっとした人事異動であればリズアートがわざわざ関与することではない。なにからなにまで国王に許可を求めていたのでは時間効率が悪いからだ。

				　そもそも騎士団の内情を把握しようにも外部からでは限界がある。把握しきれていない部分にまで指示を求められても適切な答えを出せるはずがない。そのため、大部分は任せてしまう形になるのだが、こうして伺いを立てにくるということは決して小さくない案件なのだろう。

				　……大方、予想はついているけれど。

				「お察しの通りです。先の事件において十八人の王城騎士がグラトリオ・ウィディールの手によって殺されました。これには序列七位から九位の騎士も含まれます。加えて外縁部での防衛戦が長時間に及んだ影響で死傷者が多数。被害は甚大であり、後の《災厄日》に備えて騎士団の立て直しが急務である、と私は判断しました」

				「フォーリングス卿！　そのような言い方っ！」

				「いいのよエリアス。事実なのだから」

				「で、ですがっ……」

				　ユングの身も蓋もない言い方はリズアートの責を問うているともとれるものだ。

				　グラトリオが起こした事件の折、《運命の輪》から《飛翔核》にアウラを注ぐのが遅れたがために大陸の上昇も遅れてしまった。結果、外縁部での防衛線が長引き、少なくない被害が出た。

				　いかなる理由があろうともリズアートに責任があるのはたしかだ。

				　王という立場柄、また若輩者ということもあってか、リズアートの失敗について責を問う人間などいなかった。だから、ユングのように戒めてくれる存在は貴重だった。

				　ユングの意図を真摯に受け止め、リズアートは言葉を促す。

				「けれどユング、立て直すと言っても優秀な騎士は湧いて出てこないわよ。どうするつもり？」

				「さしあたって訓練校の最上級生、及び実力者を《災厄日》のみ外縁部遠征部隊に組み込むことを考えております」

				「言ってはなんだけど、訓練生でも今すぐに実戦に加われるのはごくわずかだと思うわよ。首席だったイオル・アレイトロスもいなくなってしまった今ではね」

				　リズアートの言う実戦とは、外縁部の防衛線にて防壁外側でシグルと戦えるか──王城騎士並みの実力があるかどうか、だ。

				　訓練校を卒業したのち、王城騎士に組み込まれる訓練生は毎年多くて三人ほど、と極めて少ない。

				　今期の最上級生は優秀な者が多いと騒がれていたが、イオル・アレイトロスというずば抜けた才能を持つ訓練生がいたからそう見えただけだ。

				　実際は、おそらく例年よりも少し多い程度でしかない。

				　つまりユングが〝表面上〟で提案してきた主な内容は『防壁上で戦う一般騎士の役割を早期から訓練生に経験させ、即戦力にまで引き上げたい』ということになる。

				「もちろんそれは承知の上です。ただ長い目で見れば悪い案ではないと。上手くいけば今後の授業過程に組み込むよう調整するつもりでいます」

				　表情をまったく動かすことなく答えたユングにリズアートは思わず眉をひそめる。

				　まったく……武官よりも文官のほうがよっぽど似合ってるわね。

				　そう心の中で嫌味を放ちながら、リズアートは呆れ気味に答える。

				「いいわ。許可します」

				「ありがとうございます」

				「それで、本当の目的は？」

				「わかっていてお聞きになるとは陛下も人が悪い」

				「あなたに言われたくないわよ。わざわざそんな案まで持ち出して」

				「お手を煩わせてしまい申し訳ございません。なにぶんイオル・アレイトロスの件がありますから、こうでもしなければ実現は難しかったので」

				　ユングは人差し指を眉間に持っていくと、くいっと眼鏡の位置を直した。

				　ふんだんに時間を使い、もったいぶるように口を開く。

				

				「彼を……ベルリオット・トレスティングを王城騎士に迎えたいと思っています」

			

	








			
				　九月十七日（ロンドの日）

				

				　陽の光が燦々(さんさん)と降り注ぐ中、リヴェティア騎士訓練学校の訓練区にて、最上級生の第三教室による実技訓練が行われようとしていた。

				　総勢五十一人にも及ぶ訓練生が教師の前に乱れなく整列する。

				「これから一対一の模擬戦を行ってもらう。但し、序列上位者から順に選んだ五人組での総当たり戦だ。わかっていると思うが各組での成績は序列の評価にも影響するからな。手は抜くなよ」

				　教師の指示に従って訓練生たちが五人組を作りはじめた。組み終えたところから他の組と場所が被らないよう散らばっていく。

				　そんな中、ベルリオット・トレスティングは教師の前にぽつんと一人取り残された。

				　なんの嫌がらせだよ……。

				　そう心の中で悪態をつきながら肩をすくめる。

				　約二千人に及ぶ訓練生の中においてベルリオットの序列は千四百九十七位だ。

				　ただ、第一学年は序列制度がまだ導入されていない。加えて全校生徒から第一学年を抜いた数にベルリオットの序列は等しい。つまり、実質最下位というわけである。

				　五十一人いる訓練生が五人ずつ序列の上から順に組んでいけば、最下位のベルリオットが余るのは必至だった。それを教師がわかっていないはずがない。

				　ベルリオットは腹部をさする。

				　グラトリオが引き起こした事件の折、負った傷の痛みはもうない。

				　こんなにも早く完治したのはなによりアウラのおかげだった。アウラは体内に取り込むことにより身体機能を活性化させるため、治療においても絶大な効果を発揮するのだ。

				「いつもみたいに走れってことですか？　一応、アウラは使えるんですけど」

				　他の訓練生が演習に取り組む姿を眺めながら走っていた、あの頃とは違う。《帯剣の騎士》と呼ばれていた頃とはもう違うのだ。

				　たしかに序列は最下位かもしれない。

				　だが、一組ぐらい六人にしてくれたっていいだろう、とベルリオットは思った。

				　仲間に入る資格を得たのに仲間に入れてもらえない。

				　そんな物寂しさを覚えた、その時。

				「ベルリオット・トレスティング。貴様の相手はわたしがさせてもらう」

				　教師から返ってきた予想外の言葉に、ベルリオットは思わず面食らってしまった。

				「先生が？　そんなこと今まで一度も」

				「貴様の力は未知数だ。そんな状態で他の訓練生と模擬戦をさせるわけにはいかない。ゆえに教師であるわたし自ら貴様を試させてもらう」

				　目の前にいる禿頭の教師──ボバンが真剣な表情で言った。

				　ボバンは元王城騎士だ。

				　しかも現役時は最高で序列三十二位まで食い込んだという。現在は四十六歳ということもあり若干の衰えをみせているが、それでも訓練校の教師の中では最強という呼び声が高い。

				　それほどの実力者であるボバンが直々にベルリオットの相手をすると言う。

				　異例の事態だ。

				　ただ、ベルリオットが成したことを考えればおかしいことはなかった。なにしろリヴェティア騎士団の頂点にいた、あのグラトリオ・ウィディールを倒したのだ。

				　訓練生でありながら、それだけの力を持った存在。

				　危険視するのは当然のことだろう。

				「わかりました」

				　ボバンに背を向け、ベルリオットは距離を取りはじめる。

				　すでに訓練生による模擬戦が開始していた。そこかしこから結晶の打ち合う音が聞こえてくる。

				　充分に距離を取ってから振り返り、ボバンを見据えた。途端、ボバンが一瞬で濃黄のアウラを身に纏った。《紫光階級(ヴァイオラ・クラス)》に近い《黄光階級(フラウム・クラス)》だ。

				　ボバンは長剣を模った結晶を生成後、それを合わせた両手で握り締め、正眼に構えた。

				「いつでもかかってきなさい」

				　熟練の騎士とも言うべきか。感じる威圧は目に見える力以上のものを伝えてくる。

				　いつの間にか、周囲で響いていた結晶の衝突音が止んでいた。

				　代わりに話し声が聞こえてくる。

				「お、おいっ、なんでボバン先生がアウラ纏ってんだよ！」

				「もしかしてベルリオットと闘うの？」

				「まさか、そんなことあるわけが……」

				「いくらなんでもボバン先生が相手じゃ勝ち目ないだろ」

				「いや、でもあいつ、だんちょ──元団長を倒したんだろ？　だったらわからないぜ」

				　他の訓練生たちが模擬戦中だということも忘れ、こちらを注視していた。

				　ひどくやり辛かったが、ボバンの鋭い眼光が雑念を振り払ってくれる。

				　いつもの生徒に向ける眼とは違う。

				　相手を本気で倒さんとする眼だ。

				　生半可な対応はできないな、とベルリオットは覚悟した。

				　すぅと深く息を吸い、吐き出す。肌に触れる風、さらに遠く離れた場所を流れる風にまで意識を向ける。こちらに引き寄せる感覚と共にアウラを体内に取り込んでいく。

				　初めは静かに、ゆっくりと。

				　身体の輪郭がうっすらと青く光りはじめる。肉体が馴染んだのを感じた瞬間、アウラを勢いよく取り込み、放出する。

				　風が吹き荒れた。

				　ベルリオットを中心に渦巻くようにして外側へと風が流れていく。あまりの風圧に周囲の訓練生たちが驚きの声を上げた。中には尻餅をついた者もいる。

				　ボバンも目を瞠っていたが、それ以上の動揺は見られない。

				　やがて風が静かになったのを機に、ベルリオットは両手を合わせた。頭の中で描いた通りにアウラを凝固、結晶の長剣を生成する。

				　両手がぴったりと収まる柄、極限まで薄く削られた左右対称の刃。

				　青いアウラを使えるようになって以来、何度も何度も造っては砕きを繰り返して洗練した、斬るためだけに特化した剣だ。

				　ベルリオットは中段に剣を構え、ボバンを見据える。青く透明度の高い結晶武器は視線の先にいるボバンの服装までくっきりと映し出していた。

				　ボバンがわずかに右足を引き、身構えた。それを見計らい、ベルリオットは構えていた剣を左脇に流し、深く腰を落とす。

				「いきます」

				　地を踏み切った。

				　爆発的な加速と共に土が抉れる。地に足をつけず、滑るようにして突き進む。更なる加速に伴い空気の壁を突き破る。

				　一瞬の内にボバンに肉薄。踏み込んだ右足で勢いを止め、重心を腰に移動する。

				　その間、ベルリオットの纏っていた空気が突風となってボバンに吹きつけていた。まぶた、口の中に風が入り込み、皮膚が波打つ。身体も仰け反り、剣を持った両腕も後方へ流されそうになっていた。

				　しかし教師としての意地か。

				　ボバンは咆哮と共に剣を構え直すと、ベルリオットの顔面目掛けて振り下ろしてくる。

				　だが、遅い。

				　すでにベルリオットは攻撃の準備を終えていた。自分に振り下ろされる黄色結晶に向かって剣を左から右へと薙いだ。さらに別の軌道を描いて斬り返す。

				　乱れなく切断された黄色結晶が剣撃から生まれた風圧によってばらけ、柄部分を除いて砕け散る。

				「くっ──」

				　顔を歪めたボバンがとっさに飛び退こうとするが、ベルリオットはそれを許さなかった。振り抜いた剣を静止させることなく、そのまま流れるようにしてボバンの喉元に突きつける。

				　刹那の静寂。

				　ボバンがごくりと喉を鳴らし、突きつけられた剣先を見つめる。

				「み、見事だ」

				　ベルリオットはどう返したらいいのかわからなかった。

				　無言で剣を引いたのち、放り投げて霧散させた。纏っていたアウラも散らし、静かに息を吐く。

				　緊張を解いたからか、自然と視野が広くなり、周囲の訓練生たちの顔が鮮明に映り込んだ。直後、ベルリオットは心臓を強く掴まれたような感覚に襲われた。

				　多くの訓練生が口をぽかんと開け、目を見開いていたのだ。

				　圧倒的な力を前にして恐怖しているのか。それともただ驚いているだけなのか。

				　訓練生たちの顔がどんな感情のもとに作られたものかはわからない。ただ、以前に経験したものと酷似していた。

				　そう、国王暗殺事件の折、モノセロス五体を倒した時に騎士たちから向けられた顔だ。

				　また同じ過(あやま)ちを犯してしまったのか……？

				　いつになく真剣なボバンに触発され、つい本気で戦ってしまった。だが、誰一人として傷つけていないはずだ。どうしてあんな目で見られなければならないのか。

				　居たたまれなくなった。

				　この場から早々に立ち去ってしまいたい。

				　授業中だが関係ない。

				「あの、ありがとうございました」

				　ベルリオットがボバンに頭を下げ、飛び去ろうとした、その時──。

				　周囲の訓練生たちから一斉に歓声があがった。

				「す、すげー！　ベルリオットのやつ、ボバン先生にも勝っちまいやがった！」

				「いや当然だろ！　なんせあいつ元団長に勝ったんだぜ！　訓練校の教師じゃ相手にならねぇよ！」

				「元団長に勝ったとこ、俺は実際に見てなかったからにわかに信じられなかったけど……やっぱり本当だったのか！」

				　予想外の反応にベルリオットは呆然としてしまう。

				　これはいったいどういうことなのか。

				　訓練生たちは怖がっていたのではないのか。

				　ふと上位者ばかりが集まった組の中、なぜか得意気にうなずく訓練校序列六位のモルス・ドギオンの姿が目に入った。その側では同序列四位のナトゥール・トウェイルが嬉しそうに微笑んでいる。

				　ナトゥールの口が「良かったね」と動く。

				　そこでようやくベルリオットは自分が賞賛されていることに気づいた。

				　肩の力が抜けたとき、ボバンから声をかけられる。「ベルリオット・トレスティング」

				「は、はい」

				「以前とは違い、どうやら貴様はその力を制御できているようだ。少々、いやかなり強大で危険ではあるが……過(あやま)って他の訓練生を傷つけてしまうことはない、とわたしは判断した」

				「……先生」

				「これからは貴様が皆を引っ張る番だ。期待しているぞ」

				　ボバンから期待の眼差しを向けられた。

				　ベルリオットは何かが全身を駆け抜けたような気がした。

				　その正体が何なのかはわからない。

				　ただ一つ言えることがある。

				　赤のアウラを使っていた時とは違う充足感が心の中に満ちあふれているということだ。

				「はい」

				　ベルリオットは力強くうなずいた。

				　ただ、覚えた充足感に比例して大きくなったものがあった。それは青のアウラに対する恐怖だ。

				　これは努力で得た力ではない。

				　未知の要素が多く、そして底が知れないほど強大な力を秘めた、青いアウラ。

				　使い方を少しでも間違えれば簡単に仲間を傷つけてしまう力。

				　レヴェン国王暗殺事件の折、五体のモノセロスを相手に自分勝手な戦いをしてしまった。あの時の自身の姿が脳裏に蘇り、一つの疑問が生まれる。

				　力を使ったから化け物なのではない。

				　力を持っているから化け物なのではないか。

				　答えが出ないまま、それは心の奥底に深く突き刺さった。ベルリオットは言い得ぬ不安に見舞われ、かすかに視線を下げる。と、地面に差した人影が目に入った。

				　見れば、一人の青年が空から下りてくるところだった。

				　身に纏っているのは白基調の制服。胸元には二本の剣を包み込む翼の紋章が描かれている。それはリヴェティア騎士団の中でも極めて優秀な者にしかなれない王城騎士の証だ。

				　そばまでやってきた青年が口を開く。

				「ベルリオット・トレスティングだな。これから騎士団本部まで一緒に来てもらおう」

				

				　　　　　　　

				

				　王城騎士に連れられるがままベルリオットは騎士団本部を訪れた。王城騎士専用の待機場所を抜け、二階の執務室前まで通される。

				　王城騎士が扉の向こうへと声をかける。

				「団長、ベルリオット・トレスティングを連れてまいりました」

				「入ってもらって下さい」

				「はっ」

				　返事をした王城騎士が部屋の中に入るよう目で促してきた。

				　ベルリオットは躊躇うことなく扉に手を伸ばしたが、そこで無意識に動きを止めてしまう。騎士団本部に連れてこられた理由をいっさい聞かされていない。それが引っかかっているのだ。

				　この王城騎士に訊いても知らないの一点張りなのだから、仕方ないと言えば仕方ないのだが……しかし、だからと言って理由もわからず騎士団の、それも団長から呼び出されたとなれば否が応でも不安をかき立てられる。

				　罪人とは言え前団長グラトリオ・ウィディールを殺したことへの制裁か。

				　あるいはベルリオットの力──青のアウラを危険視しての追放か。

				　嫌な予感が脳裏を過ぎったが、ベルリオットは頭を振って隅へと追いやった。おずおずと扉を開け、足を踏み出す。

				　部屋の中には二人の騎士しかいなかった。

				　一人は執務机の奥側に座っている新団長ユング・フォーリングスだ。両肘を机に乗せ、組んだ両手の上に顎を乗せている。眼鏡の奥にある瞳にはいっさいの揺らぎを感じられない。

				　騎士団一の切れ者。彼のことをそう呼ぶ者は少なくない。

				　そして、もう一人は右側の壁に背を預けている女性騎士だ。入室してきたベルリオットにまったく興味を示さず、自らの爪ばかりをいじっている。

				　目に付いたのは、まるで織物のように複雑に編まれた赤みの強い髪。前髪は左眼を覆うように下ろされ、後ろ髪は高めに結い上げられている。

				　またつり上がった眉毛、くりっとした大きな瞳も特徴的だ。薄い唇には淡紅色のルージュが引かれ、爪にも唇と同色のものが塗られている。

				　身に纏った赤の衣服は肩や胸元、へそが丸見えという開放的なもの。下は長めのスカートを履いているものの、切り目がつけられているために太腿が見え隠れしている。

				　そんな垢抜けた風貌をしていながら、女性騎士は訓練校の下級生と見間違えてもおかしくないほど小柄で華奢な体型をしていた。しかし胸元に刻まれた紋様はまぎれもなく王城騎士を表すものだ。

				　それだけでなく序列一桁台しか許されていない独自の騎士服を纏っている。訓練校を卒業しているのは間違いなく、また有名な騎士であるのも疑いようがない。

				　だが、ベルリオットは女性騎士のことをまったく知らなかった。

			

	








			
				　訓練生にとって王城騎士は実質的な上司といっても過言ではない存在だ。本来ならすべての王城騎士の名前を覚えて然るべきである。それが序列十位以内ともなれば尚更だ。それにも関(かか)わらずベルリオットが名前を覚えていないのは単純に不勉強のせいだった。

				　さすがにこれじゃダメだよなぁ……。

				　そんなことを思いながらベルリオットが後ろ髪をかいていると、ユングが口火を切った。

				「急に呼び出してしまって申し訳ない」

				「い、いえ」

				「単刀直入に言いましょう。ベルリオット・トレスティング。きみを王城騎士に迎えたい」

				　どうして呼び出されたのかを訊こうとした矢先のことだった。

				　あまりにも突拍子のない発言だったために、ベルリオットは思わず唖然としてしまう。

				　視界の端で我関せずを貫いていた女性騎士が、ぴくりと反応したのが見えた。

				「おや、いきなりで驚かせてしまったかな」

				「そりゃあ……」

				　なにしろ王城騎士である。

				　一般騎士と比べて給金は段違いに多い。それだけではない。一般騎士は爵位で言うところの准騎士位……つまり未熟者扱いだが、王城騎士は騎士位として貴族の格を持つことができるのだ。

				　当然、序列が上がれば格はさらに上がる。

				　家に爵位が与えられる文官とは違い、騎士は退役後、個人に爵位が与えられる。

				　一見して文官のほうが得という見方はできるが、実際はそうとも限らない。騎士であれば、平民であっても一代で成り上がれるからだ。

				　シグルという人類の敵と常に命を張って戦っていることから騎士の重要性は高い。そのため、活躍に応じての見返りは大きいのである。

				　平民から成り上がった最たる例として、ベルリオットの父親であるライジェルが挙げられる。

				　退役後は伯爵位を約束され、その名声を鑑みれば公爵以上、国王未満の格を持っていた。

				　馬鹿げているとしか言いようがない規格外の功績である。

				　とにもかくにも、その成り上がるための第一歩を同年代の誰よりも早く踏み出すことが出来、さらに二歩目から開始していいと言われているのだ。これほどおいしい話はない。

				　だが、だからこそベルリオットにとって現実味がなかった。

				　なにしろ今まで《帯剣の騎士》として落ちこぼれ街道をひた走っていたのだ。

				　つい裏を勘ぐってしまう。

				「そう身構えないでくれると助かります」

				　どうやら表情に出てしまっていたらしい。

				「すみません」

				「いいんですよ。きみが疑うのも無理はありませんから。簡単にですが順を追って説明しましょう」

				　言って、ユングは目を一度伏せてからゆっくりと話しはじめた。

				「前団長が引き起こした事件によって騎士団が被った損害は少なくありません。はっきり言って《災厄日》も余裕がない。近く、訓練校の最上級生にも一般騎士として防衛線に加わってもらう手はずを整えていますが……正直に言ってこれも気休めにしかならないでしょう」

				　体験と称して訓練生が防衛線の戦闘に加わることはある。しかし、正式に加わることは知っている限りでは前代未聞の事態だ。

				　それほどまでに騎士団の損耗は激しいのか、とベルリオットは思った。

				　同時に訓練生たちの身を案じる想いが胸中に湧き起こるが、すぐにそれは収まった。一般騎士としてということならば防壁上が持ち場となるため、よほどのことがない限り危険にさらされることはないからだ。

				　もったいぶるようにたっぷりと間を空けたのち、ユングが話を続ける。

				「そこで我々は即戦力が欲しいと考えた。そして選ばれたのがあなたというわけです」

				　話が繋がった。

				　しかし解せない部分がある。

				「言っちゃなんですけど、俺より序列が上の奴なんてわんさかいますよ」

				　ナトゥールやモルス、さらにその上にも成績優秀者はいるのだ。彼らを差し置いてベルリオットが選ばれるというのはいささか疑問が残る。

				　というか俺、最下位だしな……。

				「それはもちろん知っています。ですが、あなた以上の実力を持った訓練生はいない。ましてや前団長を上回るほどの力を、ね」

				　ユングの眼鏡の奥にある瞳が鋭い光を放ったような気がした。

				　ベルリオットは思わず息を呑んだ。

				　そんなこちらの心境など意に介さずにユングが話を継ぐ。

				「ただ、きみを危険視する者も少なくない。まあ、それについてはきみが一番理解していると思いますが」

				　国王暗殺事件の時のことを言っているのだろう。

				　ベルリオットはモノセロスを斃すことばかりを考え、周りをまったく見ていなかった。結果、多くの人を傷つけることになってしまった、あの時のことを──。

				　ずきりと胸が痛んだ。

				「そこで他の騎士たちの疑念を払拭するためにも、そちらにいる騎士団序列十位リンカ・アシュテッドの指揮下に入ってもらい、融和を図ってもらうことにしました」

				「なっ！」

				　声をあげたのは壁に寄りかかっていた女性騎士──リンカ・アシュテッドだ。様子から察するに、どうやら彼女も話を聞かされていなかったらしい。

				　彼女が声をあげたことで、ベルリオットの驚きはどこかへ吹き飛んでしまった。

				　これまで我関せずを貫いていたことが嘘のようにリンカは怒りの形相でユングに詰め寄った。右手で執務机をばんっと叩いたのち、自身の胸元に左手を当てる。

				「ちょっと、なに言ってんのっ!?　あたしは一人のほうが力を出せるってユングさんだって知ってるでしょ！」

				　ユングはなにも答えず、じっとリンカに視線を向け続けている。

				　と、リンカが勢いよくベルリオットを指差してくる。

				「それにこいつとだなんて……こんな化け物と一緒に戦うなんて絶対に嫌よ！」

				　感情の篭ったその叫びは広くない室内によく響いた。

				　そして、ベルリオットの心を的確に抉った。

				　化け物……か。

				　ユングは騎士団内にベルリオットを危険視する者がいると言っていたが、おそらくその内の一人がリンカなのだろう。彼女の態度を見れば一目瞭然だった。

				「アシュテッド卿」

				　ユングが低い声で言った。

				　その迫力に気圧されてか、リンカがたじろぐ。

				「な、なに……」

				「これはお願いではありません。命令です」

				「──っ！」

				　騎士団長であるユングからの警告はベルリオットが思っている以上の効果をリンカにもたらしたようだった。

				　反論したいのに、できない。

				　そんな気持ちが後ろからでも見て取れるほどリンカが全身を震わせる。

				「好きにしたら。あたしは知らないから」

				　そうリンカは吐き捨て、ユングに背を向けた。

				　必然的にベルリオットは彼女と向かい合う形になり、目が合った。ぎりっと眼光鋭く睨めつけられる。しかし言葉は放たれず、ふんっと鼻を鳴らされるだけに終わった。

				　そのまま脇を通り過ぎていくと、リンカは荒々しく扉を開け、執務室をあとにした。

				　一連の様子をベルリオットは呆然と見ていることしかできなかった。

				「少しわけありでね。彼女を悪く思わないでくれると助かります」

				　ため息混じりに出された言葉だった。

				　ベルリオットはユングへと向き直る。

				「それはいいんですが……その、大丈夫なんでしょうか」

				　序列十位という名声もある上に、あれほどベルリオットを敵視している。そんなリンカとの融和を果たせたなら、たしかにベルリオットを危険視する他の騎士たちの見解が変わるかもしれない。

				　だが、ベルリオットに向ける彼女の嫌悪は尋常ではなかった。とてもではないが部下として付き合っていく自信がない。

				「なに、王城騎士として動いてもらうのは今のところ《災厄日》のみということにしていますから。それ以外は今まで通りですよ」

				「いや、そういうことじゃなくて」

				「わかっています」

				　眼鏡の位置を直してから、ユングが粛々と言い放つ。

				「一つだけ、私から言わせてもらいます。これはきみにとっても通らなければならない道です。見えたものから目をそらさず、しっかりと歩きなさい」

				「はあ……」

				　なんだか要領を得ないユングの言葉に、ベルリオットは生返事をするしかなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				　その日の夜、トレスティング邸の夕食はいつになく静かに終わった。

				　原因はわかっている。ベルリオットが帰宅して早々、メルザリッテに放ったある言葉のためだ。

				　知っていることをすべて教えて欲しい、とそう言った。

				　メルザリッテが赤のアウラ使いであったこと。誰も知らないシグル──ベリアルについて詳しかったこと。それらから察するに、メルザリッテの持つ情報は底が知れない感じがあった。

				　グラトリオが起こした事件の折、メルザリッテは「終わったらすべてを話します」と言っていた。

				　しかし、事が終わってからも彼女は自ら話そうとはしなかった。

				　ベルリオットもまた訊こうとしなかった。

				　なぜなら怖かったからだ。

				　知ってしまうことで、なにかが変わってしまうと直感的に思ったのだ。そうした不安が付きまとっていたせいで今の今まで訊くことが出来ずにいた。

				　だが、このままではどれだけ時間が経っても前には進めない。

				　その想いからベルリオットはようやく決意し、本日、すべてを話してもらうことにしたのだ。

				　そして、長い話になるので先に夕食をすませてしまいましょう、というメルザリッテの提案に乗り、今に至る。

				　ベルリオットはそのままリビングに居座り、メルザリッテが食器を洗い終わるのを待っていた。

				　食器の触れ合う音。水の流れる音。それら以外、部屋に響くものはない。おかげで空気が静謐なものに感じた。

				　やがて食器を洗い終わったメルザリッテがベルリオットの向かいの席についた。

				「お待たせしました」

				「いや、いつも悪いな」

				「ベル様に仕える身として当然のことですから」

				「今日も美味かったよ」

				「ありがとうございます。そう言っていただけてわたくしも嬉しいです」

				　いつもの彼女なら全身で喜びを表現していたに違いないが、今日に限っては淑やかな女性のそれであった。

				　さて、とメルザリッテが話を切り出す。

				「なにから話しましょうか。なにしろ話さなければならないことがあまりに多いので」

				「メルザが話しやすいようにしてくれればいい」

				「そうですね……では順を追って説明していきましょうか。ベル様は浮遊大陸の起源をどのように把握していますか？」

				「えっと、地底に住んでいたシグルたちからの侵攻を受けて人は地上を追われた。けど神から《運命の輪》を与えられて空へと逃げ延びることができた、って感じだ」

				「おおむねその通りです。ただ、幾つか補足があります。ベル様は人が言う神とはなにを指しているかご存知ですか？」

				「天上にいるアムールのこと、だよな」

				「はい。ですがアムールは決して神などではありません。もちろん人から崇められる対象すべてを神と呼称するならば、その限りではありませんが」

				「じゃあ、なんでアムールが神として崇められてるんだ？」

				「それは人が地上でシグルからの侵攻を受けた際、アムールが人に加勢したからです」

				「てことは《運命の輪》を人に与えたのは、アムールじゃない別のなにか？」

				「はい。《運命の輪》を造り出し、人に与えたのはこの世界を創った神……創造主といっても差し支えないでしょう」

				「創造主……」

				　明らかにされた事実が想像の範疇を遥かに上回っていた。

				　ベルリオットは思わず口を噤んでしまう。

				　そんなこちらのことなど構わずにメルザリッテが話を続ける。

				「少し話を戻します。《運命の輪》はその創造主から人に与えられましたが、この時ある条件が課せられました」

				「条件？」

				「はい。《運命の輪》が動くのは二千年、と」

				　創造主とやらは、何を持って二千年としたのか。

				　またなぜ条件を課したのか。

				　疑問は尽きないが、ベルリオットにはなによりも気になることがあった。

				「ちょ、ちょっと待ってくれ。それが本当なら今が一七三五年だから……あと二六五年しか残ってないってことになるぞ？」

				「ベル様、それは七大王暦で、ですね。七大王暦が始まったのは大陸が浮遊してから七大陸の王が初めて会合した日であって大陸が浮遊した日ではありません」

				　その通りだった。

				　七大王暦が制定される前から大陸は浮遊しているのだ。

				　歴史では《天才芸術家》ベッチェ・ラヴィエーナの手によって飛空船が発明された翌年、七大陸の王が初めて会合。その日より七大王暦が始まったとされている。

				　一週を構成するのはリーヴェ（日曜日）、ファル（月曜日）、ロンド（火曜日）、ティーグ（水曜日）、ガラト（木曜日）、シェト（金曜日）、ディーザ（土曜日）の計七日間。

				　これらの呼称は該当日が《安息日》である大陸名が由来となっている。

				　一年十二ヶ月。一月が二十八日……四週間で構成された暦である。

				「二六三年」

				「え？」

				「それが大陸が浮遊してから七大王暦が作られるまでにかかった年月です」

				　七大王暦が一七三五年と九ヶ月。

				　それ以前が二六三年。

				「……冗談じゃない。あと一年ぐらいしか残ってないじゃないか」

				「ですが真実です。すでに《運命の輪》に異変は起こっており、その兆候としてディザイドリウムの平均高度が下がりはじめています」

				「いや、それはディザイドリウムの常循環アウラが多いせいだろ？」

				　常循環アウラとは、端的に言ってしまえば使用中のアウラのことだ。

				　そして常循環アウラは〝無い〟ものとして扱われ、大陸の浮遊に影響しないと言われている。これは全大陸中、もっとも常循環アウラの多いディザイドリウム大陸の高度が他大陸より明らかに低いことから浮上した説である。

				「常循環アウラの説は間違いではありません。ですが、それでも本来の《飛翔核》が発生させるアウラの量は常循環アウラをものともしないほどに膨大です」

				「じゃあ、どうしてディザイドリウムだけに影響が出てるんだ？　常循環アウラの多さ以外で説明がつかなくないか？」

				「詳しい仕組みはわかりませんが、おそらく《運命の輪》もアウラを補充していて、その補充する時期というのが、ディザイドリウムを過ぎたあと……つまりリヴェティアの前だとわたくしは推測しています。そして補充できる最大量が徐々にではありますが減っているため、最後に供給されるディザイドリウムが影響を受けている、ということです」

				「もしディザイドリウムが落ちたら……」

				「わたくしの考えが正しければ次はシェトゥーラ。その次はガスペラント、と《運命の輪》が回る順番とは逆に落ちていくでしょう」

				　そして最後に残ったリヴェティアすらも──。

				　落ちる。

				　ディザイドリウムや他大陸が落ちる、と聞いてもどこか他人事のような気がしていた。だが、幼い頃から自分がずっと立っていたリヴェティアの大地が落ちるところを想像した途端、ベルリオットは戦慄を覚えた。

				　言葉が出ない。

				　すがるような想いでメルザリッテを見やると、そこには不安をたたえた瞳があった。

				「信じられませんか……？」

				「いや、メルザのことは誰よりも信頼してるんだ。だから、メルザが言うことは信じる。信じるが、こうも色々と突きつけられるとな……」

				　あまりに話の規模が壮大だったため、頭の処理が追いついていなかった。すべてを知ることを自ら願ったというのに受け入れるまで少し時間がかかりそうだ。

				　そんな頭がごちゃごちゃになっている中、ずっと激しく主張してくる疑問があった。それはここ最近、ベルリオットの胸中を支配し続けているものだった。

				「一つ……いや、二つか。本当はこっちが訊きたいことだったんだが」

				　メルザリッテの話してくれた内容とはまったく関係がないかもしれない。だが、直感的に繋がっているとベルリオットは確信していた。

				「一つはメルザリッテ、お前のことだ。今、話してくれたことや、赤のアウラを使えることとか……色々」

				　メルザリッテが知っている情報は人間の知り得る域を超えているとしか言いようがない。

				　赤のアウラにしたってそうだ。今までその力を隠していたことには疑問が残る。

				「そしてもう一つは……」

				　自然と視線をさまよわせてしまう。

				　これほどまでに勇気がいるとは思わなかった。

				　だが、訊かなければ前に進めない。どんな事実が待っていようとも、それを知らなければ、ベルリオットは自分が自分でいられないような気がしていた。

				　搾り出すように言葉を紡ぐ。

				「俺は……人間なのか？」

				　胸がすっきりしたと同時に、恐怖という名の感情が一気に押し寄せてくる。

				「先にお答えしますが」

				　心臓が跳ね上がる。

				「ベル様は人間ではありません」

				　頭が真っ白になった。

				　なんのためらいもなく告げられた事実に全身の力が抜ける。椅子に座っていなかったら崩れ落ちていたに違いない。

				　だが、なぜだろうか。

				　やっぱりという気持ちが強かった。

				「ベル様……」

				「いや、いいんだ。俺だってそこまで馬鹿じゃない。アウラを使えなかったり、使えたと思ったらおかしいぐらい強い力が出たり。自分が普通じゃないってことは薄々気づいてたんだ。けど、いざこうして人間じゃないってわかると、結構くるものがあるな」

				　俺は大丈夫だ、とメルザリッテに伝えるためにベルリオットは笑みを浮かべるが、無意識に頬が引きつってしまう。

				　だが、人間ではないと言うのなら。

				「教えてくれ。俺はいったい何者なんだ？」

				　聞くのが怖い、という感情はもうない。

				　自分の正体を知りたい。

				　ただそれだけだった。

				　メルザリッテが目を伏せ、静かに語りはじめる。

				「およそ二千年前。シグルとの大戦の折、人は己の利権を優先するあまり勢力ごとに協力し合うことが困難となっていました。アムールと人が共闘してもシグルに打ち勝つことが出来なかったのは、それが原因です」

				　一拍置いてから言葉が継がれる。

				「《運命の輪》がその効力を無くし浮遊大陸が落ちれば、シグルとの大戦が再び始まるでしょう。しかし、その時また同じ過ちを繰り返せば今度こそ人は滅びます。いえ、人だけではありません。人を食らったシグルはアムールへとその矛先を向け……世界は破滅の一途を辿るでしょう。そしてそのような未来にならぬよう、アムールの長であるベネフィリア様は一つの希望を……自らの子を人の住まう狭間の世界へと送りました」

				　伏せられていたメルザリッテの目がゆっくりと開かれる。

				「そのお方こそが、ベルリオット様です」

				　あまりに予想外な答えにベルリオットは唖然とするしかなかった。

				　俺が女神ベネフィリアの子だって……？

				　自分の正体がまさか人に神として崇められているアムールなどと誰が予想できただろうか。しかもアムールの長、ベネフィリアの子だという。

				　もうなにがなんだかわからなかった。

				「願わくは、人の希望となり導いてくれると信じて。またアムールと人の架け橋になってくれると信じて、あなた様を狭間の世界へとお送りになられたのです。そしてわたくしは送られてくるベル様をお守りするため、大陸が浮遊してから折、狭間の世界でずっと待ち続けていました」

				「じゃあ、もしかしてメルザも……」

				「はい。ベル様と同じアムールです。今まで隠していて申し訳ありません。ベル様がアムールの力に目覚めるまでできる限り手を出さないようにとのご命令でしたので……」

				　ベルリオットの青い力。

				　メルザリッテの赤い力。

				　この強大な力を使えるのはアムールだから、ということなのだろう。

				　そしてメルザリッテがいついかなる時もそばを離れようとしなかったのは、ベルリオットを護るためだったからという。思い返してみれば、なるほどと思い当たる節が幾つもある。

				　次々に明かされていく真実の中、どうしても解せないことがあった。

				　ベルリオットが人々を導くという話だ。

				　無理だ、と思った。

				「わざわざ俺がしなくても、その……大陸が落ちるのとか全部、誰かに教えたら解決できるんじゃないのか？」

				「神から与えられた《運命の輪》が壊れるなどと人は誰も考えていません。おそらく、その身で実際に体験しなければ信じることはないでしょう」

				「けど……だからって人の希望になれとか、導くとか。そんなこと俺には……そもそもすべてを知ってるメルザのほうがよっぽど適任だろ」

				　滅びるのがわかっていて足掻かないのは性分ではない。

				　だが、先頭に立って導くとなると話は別だ。

				　自分みたいな奴が、という気持ちがどうしても先立ってしまう。

				「アムールとして生きてきたわたくしでは、人の気持ちを本当の意味で理解することは出来ません。そしてそんな者に人々を導く資格などありません。人に育てられ、人として生きてきたベル様だからこそ可能なのです」

				　そう信じて疑わないといった様子のメルザリッテに、ベルリオットは反論したくとも上手く言葉が出てこなかった。

				　人に育てられ、人として生きてきた。

				　その言葉を受け、ベルリオットの脳裏にある人物が浮かんだ。

				「親父は知ってたのか？」

				「はい。人間でもっとも強く、清らかな心を持っていたライジェル様にすべてを話した上でベル様の親となっていただくようお願いいたしました」

				「……そうか」

				　だろうな、とは思っていた。

				　ずるいよな親父の奴……俺がアムールって知ってたら、そりゃあ強くなるって自信満々に言えるだろうよ。

				　ベルリオットは自分より強くなる、とライジェルが言っていたという話をリズアートから聞いた時、素直に嬉しいと感じた。しかし、その言葉には裏があったというわけだ。

				　残念な気持ちはある。ただ、もう親父だから仕方ないか、と思えるほどにはベルリオットは父のことを悪く思えなくなっていた。

				　とにもかくにもメルザリッテから聞いた話に対して答えを出さなければならないが──。

				「正直、戸惑ってるってのが本音だ」

				「ベル様……」

				「だって、ついこの間まで《帯剣の騎士》なんて言われてたんだぞ。アウラすらも使えなくて、誰よりも弱くて……そんな俺がいきなり人を導く？　なんの冗談かって思うよ」

				「決して冗談などでは」

				「わかってる。わかってるから、こうして戸惑ってるんだ」

				　机に肘をつき、頭を抱えた。

				　その行為が逃げでしかないこともわかっている。

				　急かしているわけではないのだろうが、メルザリッテからさらなる材料が投下される。

				「人間の強い負の感情がシグルを浮遊大陸へと誘うようです……グラトリオ様がそうだったように。そしてディザイドリウム大陸の平均高度が下がっていることで足場となり、シグルの動きが活発になってきました。先の事件の折、黒導教会が自らの肉体を媒体にして上位のシグルに成り代わったことも、また多くの下位のシグルを呼び出せたことも、これが原因かと思われます」

				　そして呪いともとれる言葉が紡がれる。

				「滅びの時はすでに始まっています」

				　突きつけられた事実はたしかな意図を持ってベルリオットの胸に響いた。

				「少し……時間が欲しい。本当はそんな悠長なこと言ってられないんだろうけど、でもやっぱりまだ頭が混乱してて考えが上手くまとまらない」

				「申し訳ありません……」

				「なんでメルザが謝るんだよ」

				「このような……ベル様に全てを背負わせるようなことを」

				「別にそれはメルザのせいじゃないだろ。もし誰かのせいっていうなら、俺の……母親なんじゃないのか？」

				「そ、そのようなことは決してありません！」

				　慌てて否定するメルザリッテに、ベルリオットは思わず目を丸くしてしまった。彼女がそこまでうろたえるとは思いもしなかったのだ。

				　少しだけ興味がわいた。

				「人が崇めてる神が自分の母親とか、まったく実感わかないんだが……その、どんな人なんだ？」

				「聡明でとてもお優しいお方ですよ。お顔もベル様とよく似ておられます」

				「……そうか」

				　滅びの時が迫っているだとか、人々を導くだとか。そんな問題など関係なくベルリオットは素直に母の姿を一目見てみたいと思った。幼い頃から母はいないものだと思って育ってきたのだ。本当はいると知れば、やはり気になるに決まっている。

				「メルザ、話してくれてありがとうな」

				「……いえ」

				「辛かっただろ」

				「え？」

				「その……俺が生まれるずっと前から俺を待っててくれたんだろ」

				「いいえ、辛くなどありませんでした。将来仕えることになるだろうベル様のことを毎日考えていたら、あっという間でした」

				　言いながら、メルザリッテは目を瞑って胸に両手を当てた。

				　過ぎ去った時間をしのんでいるのだろうか。

				　とても温かな空気を纏った彼女にあてられてか──。

				「ありがとう」

				　ベルリオットは驚くほど自然にその言葉を口に出していた。

				　どうやら意表をついてしまったらしく、メルザリッテが何度も目を瞬かせていた。だが、それは一瞬だった。彼女は頬を緩め、ついには弾けるような笑みを浮かべた。

				「……はいっ」

				　いつまでも見ていたい。

				　そう思うほどの良い笑顔だった。

				　まだまだ頭の中の整理はできていないが、メルザリッテの笑顔のおかげで焦りはいくらか和らいだ気がする。

				「とにかく今日は話を聞けて良かったって思うよ。知らなくちゃこうやって悩んで選ぶこともできないしな」

				「ベル様……」

				「それに一つだけすっきりしたことがあるし」

				「すっきりしたこと、ですか？」

				「いや、メルザって俺が子どもの頃からずっと若いままだったろ？　それがずっと引っかかっててさ。でも人間じゃなくてアムールだからだったんだなって。ってか、アムールってかなりの長命だよな。少なくとも大陸が浮遊してからってことは二千年ぐらい生きてることになるんだし。なあ、メルザって──」

				「ベ・ル・さ・ま？　今、なにを言おうとしていましたか？」

				　本当は何歳なのかを訊こうとしていた。

				　などと言ったら、いくらメルザリッテにとって主であるベルリオットもただでは済まなかったかもしれない。そう思うほどの迫力がメルザリッテから感じられた。

				「あ、い、いや……ほら、メルザってなんでそんなに綺麗で可愛いんだろうな、って言おうとしただけだ。あー、俺は幸せだなー、メルザみたいなメイドに仕えてもらって」

				　棒読みだ。

				　それでもメルザリッテには関係なかったらしい。

				　瞬く間に怒りの形相からだらしない笑みへと変貌する。

				「も、もーっ、ベル様ったら！　恥ずかしいじゃないですか〜っ。メルザのことをいつもそんな風に思ってくれていたのですね。はぁ、メルザは今、嬉しすぎて胸が破裂しそうです。ベル様、この想いを確固たるものにするためにも今すぐに熱い抱擁をっ」

				　机を飛び越えてきたメルザリッテをベルリオットは立ち上がり難なく避けた。

				「よ、避けました！　今、ベル様避けましたね！　嘘つきです！　卑怯です！　接吻の刑です！」

				「嘘つきって誰も抱擁まで許した覚えはない。あとさり気なく接吻を求めるなっ」

				「ばれちゃいました」

				「たくっ……」

				　床に座り込んで可愛らしく舌を出したメルザリッテを見て、ベルリオットは思わず口元を緩めてしまった。

				　いつまでもこうして笑い合っていられたら──。

				　そんなことを考えてしまった自分は、すでに滅びの時を意識しはじめているのだろう。

				

				　九月十八日（ティーグの日）

				

				　翌日の訓練校は大騒ぎだった。それもベルリオットを中心にしての盛り上がりだ。

				　席の周りはもちろんのこと、教室の出入り口まで他学年の訓練生が押しかけてきている。

				　それだけならまだいい。いや、決して良くはないが、ベルリオットの周りを囲んでいるのがほとんど女生徒であることのほうが問題だった。ひどく居心地が悪い。

				　どこから情報が漏れたのか。

				　周囲の訓練生の間で語られる内容はもっぱら「王城騎士になるって本当？」に集約されていた。

				「だから、まだ決まったわけじゃないって言ってるだろ」

				　先ほどからそう付け足しているのだが、まったく効果がない。

				「そんなこと言っちゃって。本当はもう確定してるんでしょー？」

				「まだ言っちゃダメとか言われてるんじゃない？　だとしたら余計に信憑性あるよね」

				「あぁ〜、いいなぁ。王城騎士になれたら引退後は貴族として悠々自適に過ごせるのよー」

				「ちょっと。あんたもう引退後のこととか、いくらなんでも早すぎでしょ。あ、でも今の内にベルリオットに唾つけとけば将来安泰かも？」

				　女生徒の間で色めいた歓声が上がった。

				　ベルリオットはなんだか頭が痛くなってきた。

				　赤のアウラを使い、ナトゥールやモルスを倒したことで脚光を浴びた時期があった。あの時も色んな女生徒から好意の目で見られたが、今回はその比ではない。おそらく〝王城騎士〟という騎士訓練生にとって絶対的な言葉が理由に違いない。

				　女生徒たちだって本気で好意を寄せてくれているわけではないだろう。そうでなければこんなあけすけな言い方はしないはずだ。大方、話の種にされているといったところか。

				　とにもかくにも今の状況をどうにかしたい。

				「別に誰にも言うなとか言われてないって。ただその……アシュテッドって人の下で《災厄日》ん時だけ王城騎士として動くだけで」

				「あ、アシュテッドって、まさかあのリンカ・アシュテッド様っ!?」

				　話を聞いていた全員が口をあんぐりと開けた。騒がしかった教室が一気に静まり返っている。

				　まずいことを言ってしまったのだろうか、とベルリオットは思わず不安になってしまう。

				「あの人って、やっぱ有名なのか？」

				　そうベルリオットが訊いてみると、モルスが群集を割って勢いよく顔を出してきた。

				「有名もなにも超有名だろうが！　《紅炎の踊り手》リンカ・アシュテッド様って言やぁ、えろ可愛いでリーヴェじゃ最高クラスの女だぜ！　男なら知ってて当然だろうがよ！　ベルリオットおめぇ、本当にタマついてんのかぁ!?」

				「そんな目で見てるとか、ほんとモルス気持ち悪い」

				「ちょっと、下品なこと言わないでくれる？」

				「モルスは黙っててよ」

				「お、おめぇらひでぇよ……」

				　興奮するモルスに、すかさず女生徒から批難の声が浴びせられた。

				　相変わらず不憫な男だ。

				　それにしてもえろ可愛い、か。

				　たしかに顔の造りは相当に良かったが、身長が低いこともあり綺麗より可愛い印象のほうが強かった。そのわりに、あの布の面積が少ない衣装と垢抜けた雰囲気だ。えろ可愛いとは言いえて妙だな、とベルリオットは心の中でうなずいた。

				　周囲が静まったのを見計らい、ナトゥールが説教交じりに声をかけてくる。

				「でも、ベル。モルスを肯定するわけじゃないけど、知らないのはさすがにどうかと思うよ」

				「トゥトゥまでそんなこと言うのかよ」

				「だってリンカ様の家ってリヴェティアの名家だよ。アシュテッド伯爵家って聞いたことあるでしょ？」

				「あ、あ〜……あったような気がしなくもないような」

				　ぼやけた記憶の中を漁りながら、そんな適当なことを口にした。途端、だめだこいつは、という目を四方から向けられてしまった。

				「ベルってば興味のないことにはほんと疎いんだから」

				「わかった、わかったよ。俺が悪かった。これでいいだろ」

				「もうっ」

				「それで、そのアシュテッド家がどうしたって？」

				　ベルリオットは空気を一新するため強引に話題を切り替えた。

				　そんな思惑をわかっているのだろう。ナトゥールが呆れながら話しはじめる。

				「アシュテッド家がどうってわけじゃないの。ただ文官の家系なのにリンカ様は騎士の道を選んだってこと。そっちのほうが性に合ってるからって」

				「とんだ物好きだな」

				「でも、家の反対を押し切って騎士を選んだだけあって実力は相当だって聞くよ」

				「あんな小柄なのにか」

				「最高だよなぁ」

				「モルスは黙ってて」

				　大人しいナトゥールから淡々と注意されたのがよほどこたえたのか、茶々を入れたモルスが「おぅふ」と膝をついてうな垂れていた。

				「だからその、それだけすごい人にベルは見てもらうってこと。わかった？」

				「まあ、なんとなく」

				「ほんとかなぁ……」

				　というナトゥールの心配する声が聞こえてきたが、ベルリオットにとってリンカの家柄などはどうでもよかった。それよりも自分に向けられるリンカの辛辣な態度が、今もっとも解決しなければならない事項だと思っていたからだ。

				　またリンカに会わなければならないと思うと憂鬱で仕方ない。

				　ふいに教室の出入り口が騒がしくなった。なにごとかと見やれば、一人の男子訓練生が教室に入ってくるところだった。細身の体型や切り揃えられた前髪、細い目が特徴的な男だ。

				　彼の名はラハン・ウェルベック。

				　イオルと比べられるほどの実力を持ちながら、ついに首席の座を奪うことができなかった序列二位の訓練生だ。またエリアスのログナート家ほどではないにしろ、代々多くの王城騎士を輩出してきた名家の子である。そのためか矜持が半端ではない。

				　避けるように割れた集団の間を縫い、ラハンがベルリオットの前に立った。瞳に侮蔑の色を宿しながら見下ろしてくる。

				「ベルリオット・トレスティング。貴様が王城騎士になるというのは本当か？」

				　ラハンの不遜な振る舞いにベルリオットは虫唾が走った。

				　まともに答えてやる義理はないと決め込む。

				「だったらなんだって言うんだよ。お前には関係ないだろ」

				「僕に関係がないだと……？」

				　ぎりりと歯を噛みしめ、ラハンが全身を震わせたかと思うやいなや、いきなり右手を突き出してきた。その手で胸倉を掴まれる。

				「ふざけるな！　僕は訓練校の首席なんだぞ！　本来なら僕が選ばれるべきなんだ！　それが……どうして最下位のお前なんかが選ばれるんだ！　おかしいだろ！」

				　まるで積年の恨みを吐き出すかのような叫びだった。

				　ラハンの心中が穏やかでないのはわかる。なにしろ現状で言えば、首席の人間が序列最下位の人間に先を越されたのだ。これまでの努力をないがしろにされたも同然と言っていい。

				　その気持ちを否定する気はさらさらないし、むしろラハンに同情しさえする。だが、彼の叫びは本当は別の誰かに向けられたものだとベルリオットは悟っていた。

				　そう、ラハンがずっと勝てなかったイオル・アレイトロスだ。

				　それを意識した途端、ベルリオットは急速に頭が冷えていくのを感じた。抵抗することなく、ただじっと睨み返すだけに留めた。

				　ふと誰かがぽつりと言葉をこぼす。

				「首席って言っても、イオルがいなくなってのくり上げだよな」

				「言わせてやれよ。イオルがいる間はずっと二位だったんだから」

				「それもそうか。でも、それで首席を名乗るのもむなしい話だよな」

				　続いてラハンを否定的、あるいは同情的に捉える声がそこかしこで上がりはじめる。それがラハンには気に食わなかったらしく、周囲に鋭い視線を送った。途端、声が止む。

				　どれだけラハンの態度が最悪であっても彼の訓練校での序列は現在一位だ。彼に睨まれれば押し黙るのも無理はなかった。

				　ふんっと鼻を鳴らし、ラハンがベルリオットの胸倉から荒々しく手を放した。

				「僕と決闘しろ」

				　周囲がざわついた。

				　無理もない。片や首席、片や最下位という組み合わせだ。

				　こんな対戦はおそらく過去に例がないだろう。

				　決闘では序列の低いほうが勝てばそっくりそのまま序列を入れ替えられる。序列下位側には美味しいことしかない話だが、序列上位側には形として得られるものはない。他に価値があるとすれば己の強さを誇示できることだろうか。

				　つまり、ラハンはただ証明したいのだ。

				　王城騎士に選ばれたベルリオットよりも自分のほうが強いのだ、と。そこまで考えてから、ベルリオットはさして悩むことなく答えた。

				「悪いが断る」

				「なっ！　貴様……それでも騎士か！」

				　連日に渡って続く執拗な宣戦でなければ決闘は受けてしかるべきだ。拒否したことは、騎士にあるまじき行為と言われてもおかしくはない。

				　別に負けるのが怖いからではなかった。むしろその逆だ。

				　最近、周囲の評価が変わった。訓練生でありながら王城騎士候補になるほどの激変だ。ただ、すべては自分がアムールであり、青いアウラという強大な力を持っていたからに他ならない。

				　もはや戦闘能力は訓練生の域を遥かに超えている。ゆえに、このままラハンと闘えば訓練校最強の名を得るのは必至だ。

				　だが、これでいいのだろうか。

				　力を得るまでは誰かに認められたいという気持ちが強かった。だが、力を得てからはそんな気持ちがひどく空虚なものに思えてきたのだ。

				　この変化はいったいなんなのだろうか。

				　力を得たことで生まれる、ただの傲慢なのだろうか。

				　わからない。

				　ただ、訓練校最下位という序列が今の気持ちを戒めてくれるような気がした。序列を上げられる力を持っていながら上を目指さなかったのはそのためだ。

				　とうとつにラハンの嘲笑が部屋に響いた。彼は片頬を引きつらせながら詰め寄ってくる。

				「そうか怖いんだろう。僕に負ければ、せっかくの王城騎士入りがなくなるかもしれないからな。そもそも貴様が元団長を倒したっていうのもなにかの間違いだったんだ。ボバン先生だって生徒だから手加減していたに違いない。なあ、そうなんだろう？」

				「なんとでも好きに言えばいい。俺はお前とは闘わない」

				「くっ、この腰抜けがっ！」

				　浴びせられた罵声を無視し、ベルリオットは立ち上がった。

				　このまま自分が教室から去れば、ひとまず騒ぎが収まると思ったのだ。

				　なおも睨みつけてくるラハンの横を通り過ぎ、教室の外へと向かう。

				「待って、ベルっ」

				　心配そうな声をあげながら、ナトゥールが追いかけてくる。

				　彼女のことだ。きっといつものように気遣ってくれるのだろう。

				　別にラハンの言葉で傷ついたわけではないが、そうしたナトゥールの気遣いはくすぐったくもあり、同時に嬉しくもあった。

				　だから、次にラハンから放たれた言葉が許せなかった。

				「良い身分だなベルリオット！　訓練校に奴隷を連れてくるなんて貴様ぐらいのものだぞ！」

				　ベルリオットはすぐさま振り返り、ラハンに飛びかかった。彼の襟首を両手で掴みながら押し倒し、馬乗りになる。

				　周囲の訓練生たちが騒然とする中、怒気を込めて言い放つ。

				「さっき言ったこと、今すぐに取り消せ」

				　ラハンが息苦しそうにしながら醜悪な笑みを浮かべる。

				「こんな安い挑発に乗るとはな。さすがに僕も驚いたよ」

				「安いだと？　ふざけんな……あいつがどんな気持ちでいるかわかってんのか！　さっさとさっきの言葉を取り消せ！」

				　あいつ、とはナトゥールのことだ。

				　人の世界には、彼女の種族であるアミカスのことを蔑む者たちが少なからず存在している。

				　アムールの眷属であれば、なぜ天上ではなく浮遊大陸にいるのか。

			

	








			
				　必要がないから置いていかれたのではないか。

				　そうした説から彼らはアミカスがアムールの眷属であることを否定し、さらに人間よりも劣る種として位置づけているのだ。

				　そして〝アムールの奴隷〟と蔑んでいる。

				　かくいうナトゥールも訓練校に入ったばかりの頃は何人もの訓練生から馬鹿にされていた。

				　人前でこそ平気な顔をしていたが、ひと気のない所でずっと泣いていた。

				　いつも、声を押し殺しながら泣いていた。

				　その姿を知る者として、ベルリオットはラハンを許せなかった。

				「貴様が決闘で僕に勝てば、その時は取り消してやる」

				　ラハンから要求が出された直後、ナトゥールが駆け寄ってきた。

				「ベルっ、わたしは大丈夫だから！」

				「トゥトゥは黙ってろ！」

				「っ──」

				　普段、ナトゥールに対して怒鳴ったことがないからか、彼女は想像以上に驚いているようだった。

				　ラハンに飛びかかった時点ですでに答えは決まっていた。いや、ラハンがあの挑発の言葉を使った時点で決まっていたと言っていい。

				　──これ以上、自分が変わりたくないから。

				　そんな気持ちよりも大事なものがある。

				「お前の望み通りやってやる。但し、俺が勝った時は必ずトゥトゥに謝れ」

				「いいだろう。まあ、そうはならないだろうがな」

				　ベルリオットがわずかに力を弱めると、ラハンが飛び退くようにして立ち上がった。

				　服についた埃を払いながら、「この馬鹿力め」と舌打ちする。

				「明日の放課後だ。異論はないな？」

				「ああ」

				「せいぜい僕と決闘することを後悔するんだな」

				　そう吐き捨て、ラハンは教室から退室した。

				　他の訓練生たちが「感じ悪すぎ」や「最低」などといなくなったラハンへと罵声を飛ばしていた。

				「ベル、ごめんね」

				　しゅんとしながらナトゥールが言った。

				　大方、自分のせいで決闘を受けるはめになったと思っているのだろう。だが、それは断じて違う。

				「トゥトゥは悪くないだろ。それより変なことに巻き込んで悪かったな」

				「ううん。ベルが怒ってくれて嬉しいって思っちゃったし、実は得してるかも」

				　へへ、とはにかむナトゥールからは、つい先刻ラハンから放たれた心無い言葉の影響などいっさい感じられなかった。そればかりか、いつもより何倍もご機嫌の様子だ。

				　ナトゥールが頬を染めながら淑(しと)やかに微笑む。

				「ありがと」

				　その笑顔と言葉をもらえただけで、ベルリオットは救われた気分になった。

			  

				　　　　　　　

				

				「さて、どうしたもんかな……」

				　ベルリオットは騎士団本部を見上げながら、そう呟いた。

				　昨日、遠くない未来にすべての浮遊大陸が落ちることをメルザリッテから聞かされた。その事態に対応するため、ベルリオットがこの浮遊大陸に送られてきたことも。

				　誰かを導くなんて出来るはずがない。

				　その思いは今も強くあるが、断ろうにもメルザリッテから向けられる期待が尋常ではなかったため、返事は保留にしている。が、大陸落下の件については別だ。

				　保留にしている暇なんてない。

				　ただ、大陸落下について話したところで誰も聞いてくれないだろう、というのがメルザリッテの見解だ。これはもっともで、神から与えられた《運命の輪》が壊れるわけがない、と人は信じて疑わない。

				　そんな人間界にあってベルリオットは自分の話を信じてくれるかもしれない人物に心当たりがあった。その人物は権力も持ち合わせているので、これ以上ないくらいの適任者と言える。

				　リズアート・ニール・リヴェティア。

				　この国、リヴェティアの女王である。

				　だが、問題があった。気軽に会えないのだ。

				　訓練校の帰りに大城門に立ち寄ったのだが、当然の如く門衛に追い返されてしまった。

				　内容が内容なので事情を話しても馬鹿にされるとわかっている。だから、濁して女王に大事な話があると門衛に伝えたのだが、やはり取り合ってくれなかった。

				　瞳に警戒の色が強く宿っていたのは間違いなくベルリオットがこれまで仕出かしてきたことが原因だろう。門衛の対応は正当なものであって批難されるべきものではない。

				　しかし、どうすればリズアートと話ができるのだろうか。

				　改めて考えた時、つい先日に会った城の警護を統轄している人物が頭に浮かんだ。

				　リヴェティア騎士団の団長であるユング・フォーリングスだ。

				　感情が読めなくて食えない印象はあったものの、纏う空気自体は柔らかく話がしづらいということはなかった。それにベルリオットを強引に王城騎士に引き入れようとしている張本人である。

				　もしかすると多少の無理なら聞いてくれるかもしれない。

				　そんな淡い期待を抱いて騎士団本部にやってきたのだが……。

				　おそらく中に入れば、こちらを警戒している騎士から敵意の目を向けられるのは間違いない。それを思うと憂鬱で仕方なかった。

				　まあ、どうにかなるだろ。

				　そう自分に言い聞かせ、騎士団本部の重厚な鉄扉を開けようとした、その時。内側から鉄扉が開け放たれた。

				　現れたのは眼鏡をかけた美青年だった。

			  

				　　　　　　　

				

				「ちょうど城のほうに用事がありましてね。出ようとしていたところだったのですが……いや、きみが訪ねてくるとはわたしも予想外でしたよ」

				　ベルリオットは執務室で直立していた。向かいではユングが執務机についている。

				　先ほど騎士団本部の入口で偶然にも彼と鉢合わせたので駄目もとで話をしたいと願い出たところ、意外にもあっさりと承諾をもらえたのだ。

				「あの……用事のほうは良かったんですか？」

				「待ち合わせをしていたわけではありませんから。少しぐらい遅れても文句は言われませんよ」

				　なにしろ相手は騎士団長だ。

				　用事一つとっても自分には及びもつかないほど重要なことではないのか。

				　そんなことをベルリオットは思ったが、そもそもユングに声をかけると決めた時点で彼の時間を削ることはわかっていた。今さら臆することはない。

				「それで話とは？　察するにあなたにとってはとても大事なことのようですが」

				「リズ……女王陛下に会わせて欲しいんです」

				「それはまた」

				　ユングは目を見開いているが、さほど驚いていないようだった。

				「理由を教えてくれますか？」

				「言っても信じてもらえないと思います」

				「その言葉でさらに知りたくなりました。是非、聞かせて下さい」

				　隠す必要はない話だし、メルザリッテからも他言してはいけないとは言われていない。

				　もちろん、むやみやたらに話せば混乱をまねく可能性のある内容なので注意は必要だ。しかし、その点において、何事にも動じなさそうなユングは問題ないと言える。

				　わずかな逡巡のあと、ベルリオットは話すことにした。

				「あと一年ぐらいで《運命の輪》が機能しなくなります。そしたらもう大陸は全部落ちるしかなくて。だから早く対策を練るためにも、そのことを陛下にお伝えしなければと思っていました」

				「たしかにきみの言うとおりでした。信じられませんね」

				「ですよね」

				「しかしあなたは陛下なら信じる、と。そう思っているのですね」

				「はい」

				「その自信はどこからくるのですか？」

				「自信っていうわけじゃないんですけど……なんていうか、勘っていうか」

				「答えになっていませんね」

				　あっさりと切り捨てられてしまった。

				　ただ、馬鹿にしているといった印象はない。

				「その情報の出所についても気になるところですが……今は置いておきましょう。とりあえず陛下への謁見が可能かどうかについてですね。率直に言わせてもらいますが、それは無理です」

				「どうしてですか？」

				　ベルリオット自身、謁見が非常に難しいことはわかっていた。わかっていたが、ユングならもしやという気持ちがあったのだ。

				　勝手に抱いていた期待ではあるが、裏切られた気分だった。

				「まず第一に理由が正当ではないこと。そして第二に陛下への謁見をわたし個人が訓練生であるあなたに取りつけることは体裁的に無理があること。他にも多々ありますが、大きな理由はこの二つでしょう」

				「じゃ、じゃあせめて団長から陛下に、このことを伝えてもらえないでしょうか？」

				「言ったでしょう。理由が正当ではない、と。つまりわたし自身が信じられない……いえ、誰もが信じないような話をわざわざ陛下に伝える必要はありません」

				　なにか他に方法はないだろうか。

				　ベルリオットは脳漿(のうしょう)を絞ってなんとか食い下がる。

				「一応、今の俺って王城騎士候補ですよね。それで城に入れたりしませんか？」

				「あなたの当面の任務は《災厄日》の外縁部遠征だけです。城内での任務は予定していません」

				「そんな……じゃあ、どうすれば」

				「そうですね」

				　言って、ユングが眼鏡の位置を直した。机に両肘を置き、組んだ両手の上にあごを乗せる。

				「どうしても、というのでしたら王城にしのび込んでみてはいかがですか？」

				「は？」

				　思わず素で訊き返してしまった。

				　この騎士団長は、いったいなにを言っているのだろうか。

				「ですから城にしのび込んで陛下のもとまで行けばいいのでは、と提案しているのです」

				「いやいやいや、おかしいでしょう！　城には騎士が一杯いるし、第一その警護を統括する立場の団長が勧めてどうするんですかっ!?」

				「たしかにそうですね」

				「そうですね、じゃなくて。それだと俺、みすみす捕まりに行くようなもんじゃないですか」

				　これでは泥棒が「これからお宝を盗みに行きますよ」と相手に知らせているようなものだ。

				　捕まるのは必至と言っていい。

				「最近、物騒なことが頻発しているでしょう。ですから、また同じことが起きないよう城の警護を見直したいと思っているんです。ただ、城にしのび込む輩なんてそうそういませんから一面的にしかほころびを見つけられず困っているのですよ」

				「そのしのび込む役を俺にしろってことですか」

				「ええ」

				「遠慮します」

				「おや、あなたならやってくれると思ったのですが」

				　この人は俺のことをいったいどんな目で見てるんだ……。

				「捕まったらどうするんですか。死罪どころじゃ済まないでしょう」

				「わたしが勧めているのですよ。そうならないための根回しはしておきます」

				　たしかに王城警護の統括者であるユングなら、ベルリオットが捕まっても罪に問われないようにすることは可能だろう。ただ、そうだとしても……。

				「仮に罪に問われないとわかっていても、潜入するのは容易じゃないと思うんですが」

				　城には少なくとも二十人以上の王城騎士が常時警護に就いている。

				　しかも序列一桁の騎士が二、三人は待機しているはずだ。誰にも見つからずにリズアートの所まで辿りつくのははっきり言って無理だろう。

				　せめて騎士の配置場所がわかっていれば、その限りではないかもしれないが。

				「少し待っていて下さい」

				　ユングが身を引いたのち、執務机の引き出しを漁りはじめた。

				　どうやらすぐに目当ての物が見つかったらしい。「これですこれ」と取り出した一枚の紙に今度はペンでなにかを書き込んでいく。

				「これをどうぞ」

				　ユングから差し出された紙をベルリオットは受け取る。

				　紙にはなにかの建物の見取り図が描かれていた。何十箇所に渡って印がつけられている。

				「それは夜間の王城での騎士配置場所です」

				「え、そんな物、俺に渡しちゃっていいんですか？」

				「どうせ見直すつもりですから問題ありません。とはいえ、たしかにそれを外部に知られるのはまずいのでここで覚えていってください」

				「いや、覚えるって……そもそもまだ行くとは言って──」

				「ベルリオット・トレスティング。今夜、お待ちしていますよ」

				　訓練生であっても立場上は騎士である。

				　その騎士の頂点に君臨する団長からの〝お願い〟は命令と同じ意味を持っていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　王都リヴェティアは夜の闇に包まれていた。

				　昼間は賑やかだったストレニアス通りも今やすっかり静まり返っている。人の姿もほとんど見られず、せいぜい露店を引き払う商人がいる程度だ。

				　今、地上から空を見上げれば満天の星が綺麗に輝いて見えることだろう。そしてその中に一つ、小粒程度の光が混ざっていたとしても気づく者はいない。

				　リヴェティア王城の遥か上空。人が生身で空を飛べる限界高度にベルリオットは微量なアウラを纏いながら待機していた。格好は濃紺の訓練校服。余計な物はいっさい持ってきていない。

				「さすがにきつくなってきたな……」

				　昼間からずっと浮遊しているせいか、体がひどくだるかった。またアウラは想像力、つまり脳で制御している面が大きいこともあって精神的な疲労も蓄積していた。

				　なぜこんな場所で、そんなにも前から待機しているのか。

				　ユングからの命令とも言える提案のせいで王城に潜入することになったのは数刻前のこと。当然ながら騎士たちによる厳重な警備が待ち受けているため、誰もが思いつくような方法で潜入を試みても見つかるのは必死だが……。

				　城内には一箇所だけ広範囲に渡って騎士が配置されていない場所があった。

				　天空の間だ。おそらく神聖な場とされているからだろう。穴らしい穴は天空の間をおいて他になく、踏み入るにはそこしかなかった。

				　ただ、天空の間を足がかりにするとしても城壁にて騎士たちが待ち構えている。城壁を飛び越えようにもアウラの光ですぐに気づかれてしまう。となれば残された道は一つしかない。

				　遥か上空からの垂直落下だ。

				　ベルリオットが使うアウラは幸いにも青色。昼間の青空を背景にすれば比較的見つかりにくいと言える。そのため、昼間のうちに王城の上空に移動し、待機していたのだ。

				　昼間の内に行動に移らなかったのは陽の光がある内では王城の白壁がそのまま背景色となり、落下中に青の光を纏ったベルリオットが異物として他者から視認されやすいからである。

				　とはいえ、陽の光がない夜なら夜でアウラの光が目立つ。だが、ある方法を使えば、アウラを使わずに天空の間へと下り立つことができる。

				　これからすることをあらためて想像すると股間が縮み上がった。

				　王城を視界に収めながら、ごくりと唾を呑みこんだ。

				「いまさらためらっても仕方ないしな……行くか」

				　ベルリオットは意を決し、纏っていたアウラを四散させた。直後、ぐんっと下方へと引きずられるように体が落ちていく。

				　アウラを使わずに落下すればいい。

				　それがベルリオットの導き出した答えだったが、想像以上の恐怖に己の決断を即座に後悔した。

				「──ッ!!」

				　叫びそうになった口を必死に閉じた。切り裂くような風が耳をついてくる。眼球に空気がぶつかり、まともに目を開けていられなくなる。ほんの少しの辛抱だ。そう思いながらなんとか堪える。

				　すでに天空の間は目前に迫っていた。

				　このまま落下すれば命はない。

				　視界が天空の間の床で埋め尽くされた瞬間、ベルリオットはアウラを纏った。がくんと頭が、手が、足が天へと跳ね上がる。数瞬だけ慣性が働いたが、勢いはすぐに収まった。

				　アウラの取り込みを即座に止める。その後、地に這う獣の如くうつ伏せの格好で下り立った。大した音が出なかったことに安堵するが、頭を振ってすぐさま気持ちを入れ替えた。

				　一瞬でもアウラの光を見られていたら怪しまれる。

				　いくら暗闇と言えど目を凝らせば見つかる可能性は低くない。音をたてないよう細心の注意を払いながら、小走りで玉座の間側へと向かう。

				　天空の間と玉座の間を隔てる壁には重厚な鉄扉があった。式典や祭典時以外は閉められているのか、はたまた夜間だからか、やはり鉄扉は閉まっていた。

				　壁上部にある窓硝子からは光が漏れていない。夜遅くに誰かが謁見に来るなどありえないし、わざわざ玉座の間を使う必要もない。中に人がいる可能性は低いだろう。

				　ベルリオットは壁に背中を預け、座り込んだ。天空の間は腰ほどの高さを持った石塀で囲われているため、しゃがんでしまえば他の場所から姿を見られることはない。

				　耳をすましてみる。

				　静かなものだった。もし侵入時に発見されていたら、今頃騎士たちの慌しい足音が響いていたことだろう。

				　ふぅ、とひと息つく。

				「ひとまず侵入はできたが……こっからが本番だな」

				　今の時間帯、ユングの情報によればリズアートは居住区の自室で休んでいるらしい。

				　居住区は王城の北側、つまり大城門とは反対側にある。王族関係者や警備を任された騎士以外は立ち入ることを許されていない、王城の中でもっとも警備が厳重な区域である。

				　ユングが見せてくれた資料のおかげで騎士の配置はすべて頭に入っている。だからと言って簡単にリズアートの所まで行けるかといえばそういうわけではない。

				　なにしろ正規の通路はすべて騎士たちの監視が行き届いているのだ。およそ道とは言えない場所を通って行かなければならない。

				　無茶だとわかっているが、ここまで来てしまえばもう前に進むしかない。

				　ベルリオットは音をたてないよう両頬を叩き、気合を入れなおした。四つん這いになって玉座の間の外壁を右回りに進んでいく。が、玉座の間の裏側まで道は続いていなかったため、すぐに立ち止まるはめになった。

				　石造の欄干から顔を覗かせて辺りの様子を探る。今いる第三階層には玉座の間と天空の間しかないため、必然的に見下ろす形になった。

				　目についたのは回廊から漏れる燭台の光だ。城内の一、二階層には回廊が入り組んでいる。そこを通る騎士の姿もちらほらと窺えた。

				　灯りがある中、騎士の目を逃れて三階層から一階層へと下りるのは至難の業だ。無事に下りられたとしても再び上がるのは困難なうえ行動範囲も限定される。よく考えなければならない。

				　とりあえず騎士に見つからないよう移動するには二階層に巡らせてある回廊の屋根を通るのが安全そうだ。しかし、一番近い玉座の間の背面側と繋がる回廊まで今の場所からでは距離があった。

				　アウラを使えない今、とても飛び移れる距離ではない。かといって玉座の間の壁を伝って行くのも厳しそうだ。平らなわけではないが、足場となる出っ張りがほとんどないのだ。

				　ただ、上への移動ならできそうだった。壁に施されたレリーフのおかげで手足をかけられそうな凹凸がいたるところに見られる。玉座の間の頂上部まで一旦登ったのち、背面側から下りれば二階層の回廊まで辿りつけそうだ。

				　ベルリオットは移動経路を決めると、さっと辺りを確認してから壁を登りはじめた。

				　下から確認した通り、そこかしこにある凹凸のおかげで身体を運ぶこと自体はそう難しくない。だが、吹きつけてくる風が予想以上に強く、気を抜けば身体が飛ばされそうだった。

				　背中に嫌な汗が流れる中、慎重に進んでいく。焦る必要はない。そう自分に言い聞かせながらひたすらに手足を運んでいき──ついに頂上部へと辿りついた。

				　頂上部は四角錐状になっており、縁には膝高の突起物が伸びている。その突起物を支えにベルリオットは座り込んだのち、ふぅと息を吐いた。

				　額の汗を拭うと、視界一杯に広がる王都の夜景が映り込んだ。

				　どこか優しく感じられる家々から漏れる山吹色の灯り。それらを反射して光を帯びたレニス広場から伸びる川。王都を囲む城壁に等間隔で置かれた篝火。

				　アウラを使えるようになったおかげで、もっと高い所まで行けるようになった。なのに、今、視界に広がる景色はこれまでに見たどんな景色よりも綺麗だと思えた。

				　どうしてなのかはわからない。

				　自分の手で、足で辿りついた場所だからだろうか。

				　大事なのは高さではなく、自分の力でどこまで登れるか。

				「……なんてな」

				　そんな柄にもないことを口にして、ベルリオットは思わず自嘲してしまう。

				　吹きつけてきた冷たい風に乗じて気持ちを一新したのち、頂上部の背面側へと回った。直後、再び股間が縮み上がった。真下に見える回廊の屋根が想像以上に小さく見えたのだ。王都を眺望した時には感じなかった高さへの恐怖が一気に押し寄せてくる。

				　だが、ためらっても仕方ない。ベルリオットは今一度、背面の外装を確認する。

				　側面のような彫刻が施されていないため、足場になりそうな出っ張りはない。その代わりちょうど人がすっぽり入る程度の幅を持った溝のような縦線が幾つか彫られている。

				　ベルリオットは予め上着にしのばせておいた革の手袋をはめたのち、溝の中へと身体をはめこんだ。

				　手足を外側へ突っ張りながら、ゆっくりと身体を滑らせていく。時折、ずり落ちそうになったが、手袋をはめていたおかげで皮膚を擦りむくことはなかった。

				　やがて回廊の屋根に足がついた。

				　手袋はあちこちに穴が空いてしまっていてもう使い物にならなさそうだった。外して、ポケットにしまい込む。と、どこからか話し声が聞こえてきた。

				　ベルリオットはすぐさまその場に這いつくばる。この回廊に配された騎士はいなかったはずだ。少なくともユングから渡された騎士配置図では。

				　団長、話が違うんですが！

				　そうユングに恨みをつづるも虚しく、声は段々と近づいてくる。

				　ベルリオットは心臓音がはっきりとわかるほど聞こえてきた。もしかしたら心臓の鼓動で存在を知られてしまうのではないか。そんなありえない考えが脳裏を過ぎり、焦りが増していく。

				　足音と共に声が真下までやってきた。緊張が最高潮に達する。

				　騎士の数はおそらく二人だ。呑気に話している。そこに侵入者が居たなどという物騒な雰囲気は感じられない。ベルリオットは唾をごくりと呑みこみながら騎士たちの動きに注意を向けつづける。

				　やがて騎士たちの話し声は通り過ぎ、小さくなっていく。

				　ベルリオットはほっと息をつくが、すぐに気を引き締めた。まだ安心はできない。

				　どうやら先ほどの騎士たちは巡回していたようだが、玉座の間のほうへと向かっていた。そちらはもちろん行き止まりなので、また戻ってくる可能性が高い。すぐにでも移動を再開するべきだ。

				　上下左右に気を配りながら、ベルリオットは小走りで移動を開始した。それから幾つもの回廊の屋根を伝って移動したが、騎士と遭遇することは一度もなかった。序盤こそ予想外の事態に見舞われたが、あとはユングから教えてもらった騎士の配置通りだったのだ。

				　ベルリオットはようやく居住区前に辿りついた。

				　とはいえ、まだ二階層の回廊屋根上である。居住区へは回廊の中からしか入れないので屋根上から下りなければならない。だが、この真下の回廊には見張りの騎士が一人だけ待機している。顔を出せばたちまち見つかってしまう。

				　古典的な方法だが、どこかに小石などを投げて音で別の場所に注意を向ける、という手がある。だが、実際は音で釣られる間なんて一瞬だ。仮にその一瞬でベルリオットが行動したとしても足音で感知される可能性が高い。

				　では、どうすればいいのか。

				　ベルリオットは改めて辺りを見回した。

				　先ほどまでは騎士の視線に四方から注意しなければならなかったが、今はすぐそばに居住区の巨大な壁があるおかげで視線の数が減っている。ほんの一瞬であればアウラを使っても気づかれにくいはずだ。

				　アウラを使って中空を飛べば足音は鳴らない。使用時に空気が乱れるが、それも取り込む量を絞れば最小限に抑えられるので心配はいらないだろう。

				　小石については代わりになる物があった。ベルリオットは先ほど使い物にならなくなった手袋をポケットから取り出す。丸めた片方をもう片方の中に入れて口を縛った。これで空気の抵抗にも負けずに飛んでいってくれるだろう。素材が布なおかげで音も最小限に抑えられる。

				　早速、騎士を挟んだ反対側の壁へと丸めた手袋を投げた。騎士の注意がそちらへ向いた。その瞬間を見計らい、ベルリオットは屋根上から回廊の中に身を投げる。地に足がつく前にアウラを取り込み、居住区へと浮遊する身体を潜り込ませる。

				　中に入ると長い通路に出た。装飾は簡素に収められており、どこか落ちついている。

				　たしか、ここは騎士の巡回経路だったはずだ。左側にある手前の通路に入れば、巡回経路だけでなく視界からも外れられる。ベルリオットは騎士の配置図を思い出しながら左側の通路に身を隠した。

				　先には扉があった。用途まではわからないが、小さめの部屋だったことは覚えている。

				　纏っていたアウラを四散させたのち、壁に背を預けながら座り込んだ。

				　一息ついたところで居住区の温かい空気を感じられた。花の甘い香りもする。とても心地よい。潜入中でなければ長く堪能したいと思うほどだ。

				　今のところ騎士の声は聞こえてこない。慌しい足音も聞こえてこない。先ほど通ってきた回廊の様子をこっそり窺ってみたが、警備の騎士はその場から動いていなかった。

				　少なくともあの騎士が、ただ様子を探るためだけに居住区に来ることはない。なぜなら騎士がどの区域を担当するかは序列による影響が大きいらしいのだ。中でも居住区の担当は序列二十位以内の騎士しか立ち入りを許されていないのだと言う。

				　すべてユング談だ。

				　あの人、穴が見つかってないとか言ってたけど絶対わかってるだろ……。

				　そうベルリオットが心の中で独りごちた瞬間、すぐ側の扉が開いた。中から侍女と思しき少女がワゴンを引いて出てくる。

				　ベルリオットは見上げる形。

				　少女は見下ろす形。

				　目が合った。

				　ベルリオットは顔を引きつらせながら口元に人差し指を当てる。

				　目を瞠りながら、少女がゆっくりと首を振る。

				　直後、居住区に悲鳴が響いた。

			  

				　　　　　　　

				

				「あー、もう疲れたーっ」

				　リズアートは大きなため息をつきながらソファに身を預けた。深く沈みこんだ体が柔らかな感触に包まれる。凝り固まった体がほぐれ、心も安らいでいく。

				　今いるのは寝室だが、王城に設けられた他の部屋に比べるととても狭い。調度品が数個しかないにも関(かか)わらず、ゆったりとした空間がなくなってしまうぐらいだ。

				　広々とした部屋が嫌いなわけではないが、寝る時には狭いほうが落ちつくのだ。

				　幼い頃、リズアートは一人で寝ることが多かった。あてがわれた部屋はとても広く、調度品ごとの間にはかなりの距離感があった。それがどうしようもなく物寂しく感じてしまい、父であるレヴェンが公務を終えるまで待つのが苦痛で仕方なかった。

				　それが理由で物置部屋を改装し、反抗とばかりに居座ったことがあった。そうすることでレヴェンが早く公務を終えるようになると思っていたのだ。

				　しかし予想以上に住み心地が良く、一人でもすぐに寝られるようになった。その時を境に親離れをし、また就寝時は狭い部屋でなければ落ちつかなくなってしまったというわけである。

				「姫様、あまりご無理なさいませんよう」

				　そう声をかけてくれたのはエリアスだ。彼女は扉の側で控えている。

				　寝室に入ることを許している騎士はエリアスだけだ。彼女以外は世話役の侍女しか入れたことがない。それだけ寝室はリズアートにとって特別な空間だった。

				「ま、大体は片がついたし、あと少しの辛抱よ」

				「ですが、今、姫様に倒れられでもしたら、それこそ国が立ち行かなくなります」

				「自分がどれだけ重い責を担っているかは先の事件で痛いほどわかったわ。だからこそ一日も早くもとのリヴェティアに戻して、奴らをどうにかしないといけないって思うの」

				「黒導教会……ですか」

				「ええ」

				　グラトリオ・ウィディールが起こした事件に黒導教会が関わっていたことは明白だ。

				　現騎士団長ユングの働きの甲斐あって各大陸に潜んでいた多くの黒導教会関係者が捕まったが、それも全てではないと思っている。

				　おそらく捕まったのは末端も末端だろう。黒導教会はもっと大陸の深いところに根付いている。

				　そう。迂闊には手を出せない、あの場所に──。

				　と、リズアートが思考を巡らせはじめた時、エリアスが弾かれるようにして通路側へと目を向けた。

				「どうしたの？」

				「いえ、慌しい足音が聞こえたので」

				　ここは王城の中でも最奥の区画、王族の私的な空間だ。普段は音をたてないよう騎士や侍女たちは細心の注意を払っている。よほどのことがあったと判断して間違いないだろう。

				　先ほどまで黒導教会の話をしていたからか。

				　ぞくり、と背筋に悪寒が走った。

				　エリアスも同じことを考えているのか、険しい表情をしている。

				「確認して」

				「ですが」

				「逃げるにしても早くわかるに越したことはないでしょう？」

				「……わかりました」

				　答えるや、エリアスが扉を開けた。

				　直後、どんっという音が鳴った。扉になにかがぶつかったようだ。

				　リズアートは確認がてら、また自分も事情を知るために顔を覗かせ、様子を窺う。

				「いたたぁ〜……」

				　部屋前の廊下で一人の少女が尻餅をついていた。

				　彼女は先日の事件に収拾がついた折から世話役を務めてくれている侍女だ。まだ十二歳と若い彼女は貌にもあどけなさが残っている。ぎゅっと目を瞑りながら尻をさする様は、まるで小動物のようだった。

				　エリアスが侍女に手を差し伸べる。

				「も、申し訳ありません。まさか扉の前に居るとは思わず……お怪我はありませんか？」

				「は、はいっ。大丈夫です！　って、わ、わたしこそ申し訳ありませんでした！」

				「いえ、あなたが謝る必要はありません。こちらの不注意で──」

				「いえいえ、わたしが──」

				「もうっ。あなたたちなにやってるのよ」

				　あまりにもどかしかったので、リズアートはつい口を出してしまった。

				　侍女が飛び跳ね、直立する。

				「ひ、姫様っ」

				「なんだか外が騒がしいようだけど、なにかあったの？」

				「そうなんです！　城に侵入者がっ！」

				　黒導教会という言葉がまた脳裏を過ぎった。だが、まだ他の可能性だってある。

				「相手の素性はまったく掴めていないの？」

				「えっと、実はわたしが最初に見つけたんです」

				「大丈夫だったの？　よね。ここに居るのだから」

				「はい。大声をあげたら、ぴゅーんって飛んでいっちゃいました。でも、あの人が着ていた服、訓練校の物だったような……あとあれはアウラだったのでしょうか。青い光を纏っていました」

				　侍女の言葉に、リズアートとエリアスはそろって顔を向き合わせた。

				「ひ、姫様……」

				「え、ええ。そんなの、一人しかいないわ」

				　思わず片頬が引きつった。

			  

				　　　　　　　

				

				　暗闇に青の光を引きながら、ベルリオットは王城の敷地内を翔けていた。

				　幾つもの尖塔や回廊、城壁によって作られた空中の道はひどく入り組んでいる。曲がった先が行き止まりだったことは少なくない。

				　後方へ向かって叫ぶ。

				「ちょ、ちょっと待ってくれって！」

				「この状況で待てと言われて待つわけがないだろう！」

				　王城騎士に追われていた。

				　数は五人。内、三人の纏うアウラが紫色なことから騎士の質の高さが窺える。

				　侍女に姿を見られ、叫ばれてしまったのがつい先ほどのこと。やましいことをしている自覚があったため、ベルリオットは反射的に外へと逃げてしまった。

				　このまま王城の外まで逃げることもできるが、侍女に顔を見られているのでそうもいかなかった。釈明せずに逃げれば立場が……命が危うい。

				「話せばわかる！」

				「ならばしのび込む必要はないだろう！」

				　まったくもってその通りだ。

				　素直に捕まって釈明の場を作ることも考えた。だが、騎士たちの手に力強く握られた結晶武器のせいで逃げを選択せざるを得なかった。

				　捕まっても問題無いようユングが根回しをしてくれているはずなのに目の前の騎士たちは本気で殺しにきているとしか思えない。もしかすると暗がりでこちらの身元が掴めていないのだろうか。

				「俺は別に怪しいもんじゃ──」

				　ない、と言いかけた時、頭上で激しい空気の乱れを感じた。

				　とっさにベッリオットは右方へと自身の体を移動させる。直後、暴風を纏った騎士が上から降ってきた。先ほどまでベルリオットが浮遊していた場所を通過し、すぐに止まる。

				「知ってるさ。《蒼翼》のベルリオットだろ？　お前を知らん奴なんて今のリヴェティアの騎士にはいねえよ」

				　巨体の騎士だった。

				　後ろへ流した針のような短い髪、はだけさせた胸元から覗く大量の毛。なにより白基調ではない独自の服が目につく。間違いなく序列一桁の騎士である。

				　それにしても《蒼翼》とは……。

				　自分が知らないうちに大層な二つ名をつけられたな、とベルリオットは思った。

				「ちょ、ちょっとオルバさんっ。いきなり殴りかかったら危ないですよ！　殺しちゃったらどうするんですか！」

				　新たに翔けつけてきた女性騎士が言った。

				　肩にかかる程度の髪、ほっそりとした体。垂れたまなじりは柔和な印象を与えてくるが、その上にある細やかな眉は逆立っていた。

				　彼女も独自の制服を着ている。一桁台の騎士だ。

				「おい、ホリィ……殺しちゃったらどうするってお前、奴は城に侵入したんだぞ。んなもん殺すしかねえだろうが」

				「それは最終手段です！　背後関係を調べるためにも可能な限り捕縛して下さい」

				「面倒くせえ。大体、こいつはそんな余裕のある相手じゃねえってのはお前もわかってんだろ」

				「そ、そうかもしれませんけど」

				　巨体騎士はオルバ。女性騎士はホリィと言うらしい。

				　序列一桁の騎士は大半が防衛線か王城内にいるため顔を合わせる機会がない。そのため、彼らのことを知らなくても仕方ない、とベルリオットは自らの不勉強を正当化した。

				　ただ、今はそんなことよりも彼らが殺す殺さないなどと物騒な議論をしているほうが問題だ。

				　おかしい。

				　ユングは根回しをすると言っていた。当然、現場を取り仕切る序列一桁の騎士であれば、今夜ベルリオットが潜入することは事前に知らされているはずだ。しかし、オルバたちからは事情を知っている様子はいっさい見られない。

				　もしかすると知らされたのは彼らではないのか。

				　他にユングから事情を聞かされた者がいるのだろうか。

				　それらを確かめるためにも、釈明の意味を込めてベルリオットは叫ぶ。

				「警備の見直しをしたいから試しに潜入してくれってユング団長から頼まれたんだ！　誰か聞いてるだろ!?」

				「団長が……？　そんな話は聞いてねえな。ホリィは？」

				「いえ、そのような話はなにも。他のみなさんはどうですか？」

				　気づけば、ベルリオットは四方を王城騎士に囲まれていた。

				　数は全部で十五人ほど。その騎士たちがホリィの問いに首を振って答えた。

				「そんな……」

				「仮にも騎士団長なのですから。いくらあのユングさんでも、そんなふざけた命令をしたりはしませんよ。もう少しましな言い訳を考えたらどうですか？」

				「いや、だから本当に頼まれたんだって！」

				　必死に抗議してみたものの、呆れた顔を返されてしまった。

				　まったくもって度し難い。

				　ユング団長、どうなってるんですか……!?

				　そう心の中でベルリオットが恨みをつづっていると、オルバがにやりと笑った。

				「まぁそういうこった。観念しな」

				「んなこと言われたって」

				「納得いかねえか。じゃあ、やることは一つしかねえよなあ」

				　言うや、オルバが濃紫のアウラを背中から激しく噴出させた。胸の前で突き合せた両拳に分厚い手袋のような結晶武器が造られる。

				　かなり珍しい得物だ。

				　戦闘では武器が長ければ長いほど相手に攻撃を加えられる範囲が広がる。だが、長すぎても扱いきれず、かえって不利になることもある。

				　そのため、攻撃範囲もそれなりにあって扱いやすい剣が広く好まれている。もちろん剣の長さも種類によって異なるが。

				　つまり、人は自身が扱える中でできる限り長さのある武器を創造しようとする。そんな中にあって目の前のオルバの結晶武器はひどく異質だった。

				　だが、彼は王城騎士だ。それも一桁台の。

				　あの結晶武器を選ぶだけの理由があるのだろう。

				「前から気になってたんだよ。グラトリオ元団長を倒した青の力ってのがどんだけのものかってな。俺と闘おうぜ」

				「いやだから、俺は闘うつもりなんて──」

				「お前ら、手ぇ出すなよ！」

				　ベルリオットの抗議は、オルバが周囲の騎士に放った言葉に遮られてしまった。

				「なに勝手なこと言ってるんですか、オルバさん！　わたしも戦います！」

				　待ったをかけたのはホリィだ。

				「おいおい、それじゃ二対一になっちまうじゃねえかよ」

				「関係ありません！　相手は侵入者です！　賊です！　手を抜く必要はどこにもありません」

				「手を抜くってお前……ただ俺ぁ、一人のほうがやりやすいってだけで」

				「では、わたしなら問題ありませんね。支援ならすごく得意ですから」

				「相変わらず頑固な女だなぁ、おい」

				「し、失礼です！　誰が頑固で口うるさい女ですか！」

				「口うるさいまでは言ってねえっての。ったく、しゃあねえな。許せよ、蒼翼の」

				　そのオルバの言葉に呼応して、ホリィが両手を腰の前で重ねた。紫色のほのかな光が凝縮し、棒状のなにかを形成していく。それは彼女の身長の二倍はある。そして長い。

				　槍かと思ったが、先端から刃が現れた。刃は手前に向かって曲がった形状。先端にいくにつれ、細くなっている。

				　鎌だった。

				　オルバに続いて、またも珍しい結晶武器だ。

				　ホリィが頭上、胸の前で鎌を素早く旋回させたのち、その先端を突きつけてくる。

				「ひっ捕らえます！」

				　どう見ても捕らえる時に首を斬り落とされそうだ。

				　いつの間にやらベルリオットが口を挟む間もなく、勝手に戦うことが決まってしまっている。

				　頭が痛かった。

				「ああ、もう……！　恨むぜ団長っ！」

				　やけくそ気味に放ったベルリオットの叫びが開始の合図となった。

				　オルバが、次いでホリィが弾かれるように動きだした。オルバの右拳が轟音と共に迫りくる。

				　ベルリオットは相手の右拳の外側へと体を動かし、回避を試みる。速さにおいてこちらが遅れをとることはない。余裕だ。そう思った瞬間、オルバの口端がつりあがったのを捉えた。

				　悪寒がした。

				　とっさに回避距離を余分に取った。直後、オルバの拳が一瞬にして二倍ほどに膨れ上がった。

				　距離を取ったおかげで触れることはなかったが、顔面すれすれを煌く結晶塊が通り過ぎていった。ベルリオットは背筋が凍るような感覚に見舞われる。

				　勢いを止めたオルバが振り返りざまにどら声を張り上げる。

				「初見でこれを躱すかよ！　噂に違わなくて嬉しいぜ、蒼翼のッ！」

				　必勝の攻撃だったはずだ。

				　それを避けられたというのにオルバは嬉しそうだった。

				　人の手から近ければ近いほどアウラに心象を伝えやすくなる。当然、アウラの結晶化にかかる時間も短くなる。

				　一瞬で巨大化したオルバの拳。

				　彼が武器に長さを求めなかったのは、アウラの特性を生かすためだったようだ。

				　そんな分析をしている間にも次なる攻撃が迫ってきていた。オルバの巨体に隠れていたホリィが姿を現す。いつの間にか真横に流していた超長の鎌を猛烈な勢いで右から左へと薙いでくる。

				　ベルリオットは瞬時に軌道を予測する。腰よりもわずかに低い位置か。

				　ならば、と上方へ避けた。直後、真下でぴたりと動きを止めた鎌が刃先を天上へと転換させ、またもや迫ってきた。予想外の攻撃にベルリオットは思わず目を見開いてしまう。

				　だが、避けられないほどではない。

				　わずかだが軌道が左側に傾いていたので右側へと躱す。今度こそ攻撃が止むか、と思ったのもつかの間。通り過ぎた鎌の勢いに任せ、ホリィが自身の体を回転させ、今一度斬り上げの攻撃を仕掛けてくる。また避けたかと思うと今度は横払い。さらに振り下ろしからの二回転、と、予測しにくい攻撃を幾度も繰り出してくる。

				　どれも攻撃間隔がおそろしく短い。

				　なんだよこの攻撃はっ！　でたらめにもほどがあるだろッ！

				　ホリィの連撃はなおも続く。

				「もうっ、当たってください！」

				「んなこと言われてっ、当たる奴がっ、どこにっ、いるっ、んだよッ！」

				「そうですね！　でも──っ」

				　ホリィがそう言った直後、ベルリオットの本能が反応した。

				　なにかが背後から迫っている、と警鐘を鳴らしたのだ。即座に視線を後ろへ流すと、そこには巨大化したオルバの拳があった。瞬間、ベルリオットは悟った。

				　軌道が読みやすいホリィの攻撃は、こちらの行動範囲を限定させるためのものだったのだ、と。

				　避けられない。

				　──どうする。

				　このままでは攻撃を受けてしまう。

				　相手よりも格上のアウラで作られた薄い膜のおかげで身体に攻撃が直接届くことはないだろう。だが、衝撃自体をなくせるわけではないのだ。オルバほどの攻撃をまともに食らってしまえば気絶する可能性だってある。

				　仮にそうなってしまえば釈明の機会すらなく殺されかねない。

				　反撃するしかないのか。……いや、王城騎士と戦うために王城に侵入したのではない。リズアートに会うためだけにやってきたのだ。怪我をさせるわけにはいかない。

				　だが、相手は王城騎士だ。生半可な対応では、こちらもただでは済まないだろう。

				　少しの間だけ大人しくしてもらうしかない。

				　ベルリオットは一瞬の逡巡でそこまで決めると、両手に意識を集中させた。瞬時にアウラという名の燐光が収束する。

				「終わりだッ！」「終わりですっ！」

				　突き放たれるオルバの巨大な拳。なおも続くホリィの連撃が軌道を変え、首元に迫る。

				　ベルリオットは両腕を胸の前で交差させた。過剰なアウラを纏わせた両の掌を敵の得物へと押し当てる。激しい衝突音が辺りに鳴り響く。

				　オルバの拳を左手で、ホリィの鎌の刃を右手で受け止めた。どちらもとてつもない威力を秘めていたため、手から伝って肘、肩が軋んだ。が、耐えられないほどではない。

				「「なっ!?」」

				　オルバとホリィがそろって眼を剥いていた。

				　生まれた一瞬の隙。

				　ベルリオットはすかさず反撃を繰り出そうとする。

				「そこまでっ！」

				　ふいに凛とした声が耳をついた。

				　あまりに気丈な声だったため、そして聞き覚えのある声だったため、ベルリオットは動きを止めてしまった。オルバやホリィも同様に硬直している。

				　この声は、まさか。

				　ベルリオットは声の主を探って地上へ視線を向けると、予想通りの人物がそこに立っていた。

				　リヴェティアの女王、リズアート・ニール・リヴェティアだ。体を冷やさないためか、袖なしのゆったりとした外衣を羽織っている。

				　彼女の傍らには護衛騎士のエリアス・ログナートが控えていた。相変わらずの仏頂面だ。ただ、気のせいか以前より雰囲気が柔らかく感じた。

				「武器を収めなさい」

				「で、ですが陛下。この人は王城に侵入した賊で」

				「二度は言わないわよ、ホリィ」

				「は、はいっ！」

				「オルバも」

				「わっかりやした。陛下直々とあっちゃ仕方ないわな」

				　ホリィはてきぱきと、オルバは渋々といった様子で結晶武器を四散させた。

				　次いで、エリアスから底冷えのする声が放たれる。

				「みな、いつまでその状態でいるつもりですか。陛下の御前ですよ」

				　王城騎士たちが慌てて地上に下り立った。すぐに片膝をつき、頭を垂れる。

				　取り残されたベルリオットも遅れて地に足をつけ、纏っていたアウラを解いた。

				　それを見計らってか、リズアートが騎士たちに向かって口を開く。

				「今日、ここで彼を見たことは忘れなさい。いいわね」

				「……仰せのままに」

				　オルバが代表して服従の意を示した。

				「では持ち場に戻りなさい」

				「はっ」

				　立ち上がったオルバが周囲の騎士たちに向かって叫ぶ。

				「ってことだ。お前ら、さっさとずらかれ。おら、ホリィも行くぞ」

				「は、はい……」

				　思うところはあるだろう。だが、王の命令は絶対だ。

				　王城騎士たちは迅速な動きで飛び去っていった。

				「助かっ──」

				　た、とベルリオットが言おうとしたところでリズアートに遮られる。

				「さて、と。どういうことか説明してくれるかしら？　ベルリオット」

				　顔が笑っていなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				「陛下には感謝しねえとなあ」

				　王城のとある回廊に下り立ったオルバが言った。

				　そばにはホリィもいる。

				「あのまま続けてたら俺たちやられてたぜ。しかも素手で、な」

				「いくらなんでも素手でなんて」

				「攻撃止められたのはどこのどいつだよ」

				「オルバさんだって止められたじゃないですか」

				「ああ、そうだよ。しかも手加減なしの、全力の攻撃をな」

				　なぜベルリオットが王城に潜入したのか。

				　そんな疑問よりも、騎士として純粋に力比べの話題に花が咲いてしまっていた。

				「つまりそれだけの衝撃に耐えられる強度を、あの青いアウラは持ってるってことだ。それだけじゃねえ。お前の攻撃、あそこまで避けられたことあったか？」

				「うっ」

				「俺ぁ、最後の一瞬で悟ったよ。《蒼翼》は、いつでも俺たちをやれたってな」

				「そんな……」

				「ありゃあ、とんでもねえぜ。元団長がやられたってのもうなずけるぜ」

				　オルバは虚空を見つめながらしみじみと言う。

				「あいつが王城騎士に、か。頼もしいったらありゃしねえな」

				「ですが、〝彼女〟が許すでしょうか」

				「んなもん知らねぇよ。だが、まあ難しいだろうな」

				「ですよね……騎士としては覚悟していて当然のことですが、やっぱり割り切れることではないですから」

				　騎士は力を求められる。

				　だが、力があるだけでは騎士は務まらない。

				　ホリィの顔には同僚を憂う気持ちが浮かんでいた。

			  

				　　　　　　　

				

				「言っておくけど、お茶もなにも出さないから」

				「あ、ああ……」

				　リズアートとエリアスに連れられ、ベルリオットは王城のとある一室を訪れていた。

				　国王が使う部屋にしては狭いな、というのが第一印象だった。大きさにしてみればベルリオットの自室とそう変わらない。そのうえ調度品に派手さが見られなかった。

				　とはいえ、安物を使っているわけではないらしい。表面の艶やかな光沢がその価値をなによりも示している。

				　リズアートがソファに腰掛けながら棘付きの言葉を放ってくる。

				「あんまりじろじろ見ないでくれるかしら。一応わたしの寝室なの」

				「寝室って──」

				　そんな所に連れてきていいのか、と聞き返そうとしたところでベルリオットは慌てて口を閉じた。リズアートから鋭い目を向けられていたのだ。

				　彼女は呆れたように息を吐いたのち、対面のソファに視線を向ける。

				「いいから、さっさと座って。それで事情を説明してちょうだい。あなたがどうして王城にしのび込むなんて馬鹿な真似をしたのかを、ね」

				　そこには有無を言わさない迫力があった。

				　ベルリオットはソファに座ると、さっそく事情を話しはじめる。

				　リズアートに会うための理由はひとまず横に置いた。王城に潜入するまでの経緯を話すことがなによりも先だと本能が警告していたからだ。

				　王城に入れなかったから騎士団長のユングに相談したこと。

				　それから警備の穴を見つけるため、王城に潜入するよう言われたこと。

				　また、捕まっても罪に問われないよう根回しをすると言われたこと。

				　すべてを話し終えると、深いため息が二つ聞こえてきた。対面に座るリズアートと、その傍らに立つエリアスのものだ。リズアートに至っては指で眉間を揉むしぐさまでおまけつきだった。

				「あなた、ユングにはめられたわね」

				「騎士たちの様子から薄々は感じてたけど、やっぱりそうだったのか……」

				「大体、抜き打ちなら侵入者が来るなんて事前に知らせるはずがないでしょう」

				　まさにその通りでなにも言い返せない。

				「警備の見直しという点はたしかに私も以前から気になっていましたが。それにしてもあなたを潜入させるなんて……フォーリングス卿は一体なにをお考えに」

				「ベルリオットだからこそ、よ」

				　不満を口にしたエリアスに、リズアートがはっきりと言い切った。

				「俺だからって、どういうことだ？」

				「理由は二つあるわ。一つ目は今日の王城警備の構成ね」

				「なるほど、そういうことですか」

				　合点がいったとばかりに声をあげたエリアスにリズアートが「ええ」とうなずく。

				　ベルリオットは先ほどの説明から答えに至れず、なんだか取り残された気分に見舞われた。

				　そんなこちらの心情を察したか、エリアスが説明をしてくれる。

				「本日の王城警備の責任者であるオルバ・クノクス、ホリィ・ヴィリッシュの両名は騎士団の中でも特に実力主義者なんです。ですから、わざとあなたをぶつけたのではないか、と」

				「わざとって、なんでそんなこと」

				「フォーリングス卿からまだ話をされていないのですか？　あなたを王城騎士に迎え入れたい、と」

				「あ、ああ。そういうことか」

				　つまり、実力主義者であるオルバたちと直に戦わせることでベルリオットの実力を彼らに認めさせようとした。これがユングの狙いというわけだ。

				　たしかに支持者が多くなれば、ベルリオットの王城騎士入りが近くなることは間違いないだろう。だが、周りから懐柔していくようなやり方をしなければならないのは複雑な気分だった。なんだか自分が不要な存在であると思わされるからだ。ただ、自身が持つ強大な力のことを考えれば仕方のないことかもしれないな、ともベルリオットは思った。

				　それにしてもユングの狡猾さには驚いた。

				　リズアートに会わなければならないというベルリオットの願いから、ここまでの流れをすぐに考えついたのだ。まったくもって侮れない人物である。騎士団の中でも才知に長けているという評判は嘘ではなかったというわけだ。

				　まさか自分が策にはめられるとは思ってもみなかったが。

				「それで二つ目は？」

				「二つ目は……あなたならもし捕まっても罪に問われないという確信がユングにはあったからよ」

				　なんだか歯切れの悪い言い方だった。

				「俺なら罪を問われないって意味がわからないんだが」

				「これについては言いたくない」

				「なんだよ言いたくないって。話題に挙げるだけ挙げといてそれはないだろ」

				「言いたくないものは言いたくないの」

				「せめてわけぐらい話してくれたっていいだろ？　こっちは当事者なんだからさ」

				「自分で考えて。それに当事者と言っても、もとはといえばあなた自らが招いたことでしょう？」

				　それを言われてしまうと、ぐうの音も出ない。

				　もともとベルリオットがユングにはめられさえしなければ、このような事態にはならなかったのだ。しかし、ユングにはめられなければリズアートに会えなかったこともまた事実である。

				「姫様。一つだけいいでしょうか。彼に訊きたいことが」

				　腑に落ちないといったようにエリアスが難しい顔をしている。

				　リズアートの了解を得て、彼女は問うてくる。

				「どうやって王城に潜入したのですか？　いくら警備体制が問題視されているとはいえ、そう易々と侵入出来るとは思えないのですが」

				「ああ、実は──」

				　侵入方法について特に口止めされていないため、ベルリオットはためらうことなく話していく。

				　ユングが王城騎士の配置情報を漏らしていたことはリズアートたちも予想していたようだ。さして驚かれはしなかった。だが、昼間からずっと王城の遥か上空で待機していたことや、アウラを使わずに天空の間に落下したことなどを話すと、唖然とした反応が返ってきた。

				「たしかに天空の間の警備はしていませんが……まさかそんな方法があったなんて」

				「いや、むしろ王城に侵入するなら真上から天空の間に下りるしかないって俺は思ったが」

				「それにしたってそんな長時間ずっと飛行したままなんて……エリアス、あなた出来る？」

				「おそらく無理です。アウラは無限に使えますが、それを動かすのはあくまで自らの体ですから。当然、疲労は蓄積します。仮に体力が残っていたとしてもアウラを使わずに落下する気力が残っているとは到底思えません」

				「そうよね。普通はそう考えるから、そんな方法は選ばないわ」

				「まあ、俺もわりと無茶なことをしたなって自覚はさすがにある」

				「わりとって、あなたねっ！　……もう呆れを通り越してなにも言いたくなくなったわ」

				「同感です」

				　またもや呆れられてしまった。

				　この部屋に通されてからというもの、時間が経つにつれて肩身が狭くなる一方だ。

				「エリアス。参考になるかどうかは別にして一応彼の侵入方法をまとめておいて。この際、警備の見直しを大々的にするわ、って……こうして私が推進することも含まれていたのでしょうね。まったくユングってば」

				　言って、リズアートが大げさにため息をついた。

				　ユングを敵に回すことだけは絶対したくないな、とベルリオットは心の底から思った。

				「さて、本題に入りましょうか」

				　リズアートの放ったその一言で部屋の空気が引き締まった。

				「どうしてあなたがここに来たのかを、ね」

				「実はあんたに相談っていうか、話しておかなきゃいけないことがあってな」

				　そうベルリオットが口にした直後、なぜかリズアートから細めた目を向けられた。

				「どうした？」

				「なんでもない」

				　言って、リズアートがついっと目をそらした。

				　大方、名前のことだろう、とベルリオットは思った。

				　先の事件の折、これまで一度も口にしたことのなかったリズアートの名を呼んだ。夢中だったため、ほとんど無意識に出たと言っていい。だが、口にしたことには変わらない。

				　また〝あんた〟と呼ばれていることが、彼女には気に食わないのだろう。

				　訓練校の同級生に名前で呼ばれるのを望んでいたことから、彼女が名前で呼ばれるのを好いているのは間違いない。とはいえ、ベルリオットとしては、これまで〝あんた〟と呼んでいたし、今さらリズアートに変えるのもなんだか気恥ずかしかった。

				　わざと気づかない振りをしたのはそのためだ。

				　リズアートがため息をついた。

				「それで、どうしてわたしでなければいけないの？」

				「色々動かせる力を持っている人間ってのが第一」

				「権力ね」

				　せっかく濁したのに台無しだ。

				「ただ、それよりも結構っていうか、かなりぶっ飛んだ話だから信じてくれそうな人間があんたぐらいしかいないってのが本音だ」

				「そう……私しかいない、か」

				　目を瞬かせたリズアートが徐々に口元を綻ばせた。

				　大方、信頼されたのが意外だったのだろう。

				　ベルリオットも言ってから、わずかだが恥ずかしい気持ちが芽生えた。だが、彼女なら信じてくれると思ったのは嘘偽りない気持ちだ。羞恥心を取っ払って話を続けようとした、その時──。

				「聞き捨てなりませんね」

				　そうエリアスがぽつりとこぼした。

				　見れば、彼女は不機嫌極まりないといった様子だった。だが、こちらと目が合うやいなや、はっとなってあたふたと弁解しはじめる。

				「あ、いえっ、その……っ！　姫様の寛大な心は充分承知していますし、またそれを貶めるつもりもないのです。ただ、あなたの話を信じるのが姫様だけであると決めつけるのは、この場にいる者としてはいささか納得がいかないと思っただけであって、その……」

				「エリアスは仲間外れにされたくないのよね」

				「ひ、姫様っ」

				　くすくすと笑いながら、リズアートが赤面したエリアスをからかっていた。

				　そんな微笑ましい光景を前にして、ベルリオットは思わず顔が綻んでしまう。

				　エリアスが力強く弁明してくる。

				「本当に違いますから！　純粋に納得がいかなかっただけであって──」

				「俺が悪かったよ。そうだよな、話してもないのに信じてくれないって決めつけるのはよくないか。じゃあ、ちょっと長い話になるけど、エリアスも聞いてくれるか？」

				「え、ええ……もちろんです」

				　あっさりと認めたからか、エリアスが拍子抜けとばかりにきょとんとしていた。

				　今では彼女も気を許せる数少ない相手だ。信頼して話を聞いてもらおうと思った。

				　話すことは主に大陸が落ちるということに関してだ。

				　さしあたってディザイドリウム大陸の下降している理由が常循環アウラが多いせいではなく、《運命の輪》が壊れかけているからということを話した。

				　その後、メルザリッテから聞いた話を〝ベルリオットの生い立ち〟を省いて説明していく。

				　あらかた話し終えた時、部屋の空気は重苦しいものに変わっていた。

				「そ、そんなっ！　ありえません！　《運命の輪》は神から与えられたものなのですよ！　壊れるなどと万が一にもそのような──」

				　そこまで言ってから、エリアスが「あっ」となにかに気づいたように自らの口を右手で塞いだ。

				「も、申し訳ありません……」

				　おそらく、つい先刻の自分の発言を思い出したのだろう。ひどくばつが悪そうだった。

				　案の定と言うべきか、エリアスは話を信じられなかったようだ。それだけ人間にとって〝神から与えられた〟という言葉は強い意味を持っているということなのだろう。

				「ごめんなさい、ベルリオット。私もその話は信じられそうにないわ」

				　リズアートからも同じ答えが返ってきた。

				　ベルリオットは目の前が真っ白になった。

				　彼女なら信じてくれる。その思いから賊のような真似までして王城にやってきたのだ。それが、こんな結果で終わるとは思ってもみなかった。押しつけがましいのはわかっているが、信頼を裏切られたような、そんな感覚に満たされていく。自然と顔をうつむかせてしまう。

				「ただ、話は信じられないけれど……ベルリオット、あなたのことは信じているわ」

				　リズアートの力強い言葉が降ってきた。

				　ベルリオットはわけがわからず、目を見開きながらゆっくりと顔を上げる。

				「え、今なんて……？」

				「だから、信じるって言ってるの」

				　言葉の意味がすぐには理解できなかった。だが、今もなおこちらに向けられた真っ直ぐな瞳が理解するのを手伝ってくれた。

				　……俺の言葉だから信じるってことか？

				　その答えに行きついた時、ベルリオットは胸中の靄が一気に取り払われていくのを感じた。

				「私も、あなたを信じてみたいと思います」

				「エリアス……」

				　リズアートよりもやや弱い口調だったが、エリアスもまた受け入れてくれた。

				　二人に話して本当に良かった、とベルリオットは心の底から思った。

				「それで、この話を私に聞かせてどうしたいの？」

				「えーと……ここまで話しておいてなんなんだが、実は具体的なことはなにも決まってないんだ」

				「そんなことだろうと思ったわ」

				　ベルリオットは大きなため息でもつかれるだろうと身構えていたのだが、リズアートに呆れた様子は見られなかった。それどころか彼女はすぐさま難しい顔で対策を練りはじめている。

				「そうね、とりあえずディザイドリウムに注意を促す、ってところかしら。リヴェティアが最後に落ちるっていうその推測が正しければ、ディザイドリウムの民をこちらに移住させるのが最善でしょうけれど」

				「ですが、素直に話を信じてくれるでしょうか？　その、私たちがそうであったように」

				「まず無理でしょうね。それにディザイドリウムは全大陸中もっとも発展している大陸よ。不自由のない生活に慣れてしまっているわ。明確な危機にでも直面しなければ難しいでしょうね。今以上に〝大陸が下降する〟とかね」

				　それは危機に直面しなければ人間は滅びを意識しないでしょう、というメルザリッテの意見とほぼ同じだった。

				　とにもかくにも、ここまで淀みなく会話が進んだ。

				　ベルリオットを信じると言ってから、あまり時間は経っていない。にも関(かか)わらず、リズアートはもう答えを出していた。……いや、ベルリオットが話している最中に彼女はすでに答えを出していたのかもしれない。そう思えるほど、ディザイドリウム民の移住などというとんでもない発言をさらっと口にしていた。

				　まったくもって頼もしい女王である。

				「あと重要なことを一つ。この話、誰から聞いたの？」

				「……メルザだ」

				　情報の出所について話すか話すまいか、悩んだ末に話すことにした。

				　支障はないと思ったし、なにより情報源であるメルザリッテをどうにかできるとは思えなかった。

				　それに答えられる範囲ならできる限り答えたかった。それが、話を信じてくれた彼女たちへのせめてものお返しだ。

				「そう……メルザさん、か。先日の事件の折、王都を守ってくれた謎のメイドの話は報告で聞いているわ。私たちをガリオンの襲撃から助けてくれた、あの時の《赤のアウラ使い》ってメルザさんだったのよね」

				　グラトリオ・ウィディールが引き起こした先の事件の折、メルザリッテはその力を用いて王都中に蔓延っていたシグルのほとんどを殲滅した。その光景を見ていた訓練生や教師たちがメルザリッテのことを報告したのだろう。

				　ベルリオットの同級生であれば、彼女がトレスティング家のメイドであることを知っていてもおかしくはない。

				「どうして彼女がこんなことを知り得たのか。それについては話せないという見解でいいのかしら？　大陸下降の話をしてくれた時、やけに濁していたけれど」

				　どうやらこちらが意図的に一部を省いていたことにリズアートは気づいていたようだ。

				　情報源を明かすにはベルリオットがアムールであることを伝えなければならない。それだけは避けたかった。まだ心の整理がついていないこともある。だが、それ以上に人ではないと明かすことが怖いと感じたのだ。

				　それにベルリオットが人として人々を導くことがベネフィリアの思い描く台本だとメルザリッテは言っていた。実行する云々は抜きにして正体を明かすことは得策ではない。

				「……悪いが」

				「いいのよ。ただ、根拠がない状態ではディーザもまともに話を聞いてくれないと思うから、覚悟しておいてちょうだい」

				「わかった。悪いな、任せっきりになって」

				「気にしないで。少なくともリヴェティアにとっても……いいえ、全人類にとってこれは他人事ですまされない問題だもの」

				「そう、だな」

				　口調こそ軽いものの、リズアートは思った以上に重く捉えているようだった。

				　あと一年と数ヶ月で浮遊大陸は滅びる、というのだから当然と言えば当然かもしれないが。

				「とにかくディーザから返答が来たらこちらから連絡するわ。だから城にはもう潜り込まないように。また騎士たちに絡まれたくないでしょう？」

				「姫様、いくら彼でもさすがに二度は」

				「でもは余計だ。まあこっちとしても、もう追いかけられるのはごめんだからな。そうしてくれると助かる」

				　そう言って、ベルリオットは肩をすくめた。

			

	








			
				　九月十九日（ガラトの日）

				

				「逃げずによく来たな、ベルリオット！　クズの貴様のことだ！　決闘を放り出して父親の墓石にでも泣きつくんじゃないかと心配していたぞ！」

				　捻りのない言葉で煽ってくるラハンを前に、ベルリオットは大きなため息をついた。

				　昨日、ラハンと約束した決闘。

				　それを今から果たさんとしていた。

				　五階層にも及ぶ闘技場の観戦席は、すでに多くの訓練生によって埋め尽くされていた。

				　誰もが興奮を隠しきれないといった様子だ。吹き抜けになった天井から熱がまったく出ていないのではないか。そう思ってしまうほど闘技場には熱気がこもっている。

				「「ラハンくん〜！」」

				　観戦席の一角から甲高い声援が飛んできた。

				　ごく一部の女生徒にラハンは人気がある。童顔なのに強気な性格をしているという落差がなんともたまらないらしい。

				　ベルリオットにはまったく理解できない感覚だった。

				「安心しろ！　こんな奴に僕が負けるわけがないだろう！」

				　ラハンの宣言に女生徒たちがさらに大きな歓声をあげる。

				「ベルリオットぉー！　そんな奴、ぶっつぶしちまえー！」

				　しゃがれた声が甲高い声を押しのけて場内に響き渡った。モルスの声だ。続いて幾つもの野太い声が同調しはじめる。

				　ベルリオットを応援していると言うよりはラハンを嫌っているがゆえ、といったところか。

				　ラハンに向けられた声援とはえらい違いだ。それでもないよりはマシだと思った。

				　ふいに一階層の入り口付近でざわめきが起こった。なにごとかとそちらを見やると、驚愕に目を見開いた多くの訓練生が目に入った。なにやら彼らは恐れおののくように左右に分かれ、一本の道を作り出している。

				　その道から二人の騎士が姿を現した。

				　彼らが身に纏うのは訓練生のそれではなく独自の騎士服。

				　ベルリオットは目を疑った。一人は騎士団長ユング・フォーリングス、もう一人は《紅炎の踊り手》ことリンカ・アシュテッドだったのだ。

				　立会人の教師ボバンが問いかける。

				「団長？　どうしてこのような所に……？」

				「お騒がせして申し訳ありません。たまたま本日の決闘について知る機会がありまして。興味があったので見学にでも、と。よろしいですか？」

				「え、ええ。勿論です」

				　ボバンはあっさりと受け入れた。

				　そもそも訓練校自体がリヴェティア騎士団の管轄下にあるのだ。そのリヴェティア騎士の頂点に立つユングの要請を断れるはずがない。

				　それよりも気になることがある。

				　王城騎士が、それも騎士団長自ら訓練生の決闘を観戦しにくるなんてことは今までに一度も見たことがないし、聞いたこともない。

				　ではなぜ、ユングが訓練生の決闘などを観にきたのか。

				　俺の力をたしかめに来たってことか……？

				　ベルリオットの王城騎士入りを推進しているのはユングだ。しかし彼自身、ベルリオットの力を実際には目にしていないはずだった。こうして決闘を観戦しにくること自体はおかしくない。

				　だが、なぜリンカもいるのか。

				　ユングの傍らに立つリンカが今も鋭い視線をぶつけてきている。ちなみに左眼は長い前髪で隠れているため、右目だけで睨まれている格好だ。

				　目が合うと、ついっとそらされる。

				　まったくといっていいほど身に覚えがないが、あそこまで嫌悪されているのだ。よほどの理由があるのかもしれないが……理由もわからず敵意を向けられるのはあまり気分が良いものではなかった。

				　どうしたもんかな、とベルリオットは決闘もそっちのけでリンカのことを考えてしまう。

				　と、ラハンのあげた声に思考を遮られた。

				「ユング団長！　どうかわたしが勝ったその時は、ベルリオットではなくわたしを王城騎士に！」

				　場内が騒然とした。

				　ベルリオットも驚きを隠せなかった。

				　いや、王城騎士となることを強く望むラハンから、その言葉が出るのはなにもおかしくない。ただ、この場で口にするとは思いもしなかったのだ。

				　多くの者がラハンの言葉に虚を突かれる中、ユングだけは動じていなかった。淀みなく口を開く。

				「いいでしょう。この決闘の勝者を王城騎士候補とします」

				「ありがとうございます！」

				「なお、敗者は今期の王城配属ができないものとする。両者共、それでよろしいですか？」

				「はい！」

				　ラハンが威勢よく答えたのち、ユングがベルリオットへと視線を移してきた。

				　ベルリオットもうなずいて肯定の意を示す。

				　ふとユングの口の端が一瞬だけつり上がったように見えた。

				　気のせいだったのかもしれない。いや、気のせいだったのだろう。なにごともなかったかのようにユングが進行を促した。

				「では、そういうことですので。よろしくお願いします」

				「は、はい。承知しました」

				　未だ動揺を隠し切れないといった様子でボバンがベルリオットとラハンの中間地点に立った。

				　王城騎士二人の登場でなんとも言えない空気に支配されていた場内だったが、決闘の開始が間近となって再び熱を帯びはじめた。

				　ベルリオットは歓声を浴びながら観戦席をぐるりと見回す。

				　まだ来てないのか……？

				　今朝、「絶対に応援しに行くからね」と言ってくれていたナトゥールの姿が見当たらなかった。

				　彼女は理由もなく約束を破るようなことはしない。きっとなにか急用でもできたのだろう。そう心の中で解決したものの、ベルリオットはなにか違和感のようなものを覚えていた。

				「あの奴隷のことでも気にしてるのか？　底辺とはいえ貴様も騎士のはしくれだ。わかっていると思うが、気が散って負けたなんて言い訳だけはするなよ」

				　言って、ラハンが余裕の笑みを浮かべながら鼻を鳴らした。

				　ベルリオットは今の今まで決闘で本気を出すか出すまいか悩んでいた。というのも青の光は自分で努力して得た力ではないからだ。

				　アムールだから、という理由だけで手に入れられた強大な力。

				　それは昨晩、二人の王城騎士を相手にしてもまったくひけをとらないほどのものだ。

				　神聖な決闘という場にそのような逸脱した力を持ち込むのは卑怯ではないのか。そう考えていたのだが、ラハンがいましがた口にした〝奴隷〟という言葉ですべてが吹き飛んだ。

				　風を呼ぶ。

				　アウラを取り込むと同時、爆発的な勢いで放出した。同心円状に青の光が渦巻く。闘技場に薄く巻かれた砂が巻き上がり、中空を舞いはじめる。

				「心配するな。そのつもりはない」

				　ベルリオットは空気の乱れが収まったのを見計らい、静かに言い放った。

				　ラハンに動じた様子はいっさいない。

				「青の光か……ゴミのような貴様には勿体無い色だな」

				　自分のことはなんと言われてもいい。

				　慣れている。

				　だが──。

				「負けたら絶対にトゥトゥに謝れよ」

				「ふんっ、騎士に二言はない。まあ、僕が負けるなんてことはありえないがな！」

				　ラハンが濃黄のアウラを纏った。両手を合わせ、集めたアウラを結晶化させる。

				　現れたのは上半身ほどの刃を持った正統的な長剣だ。ベルリオットが普段使っている物とほとんど変わらない。

				　イオル・アレイトロスという高すぎる壁のせいで万年次席だったラハンだが、その実力は歴代の首席と比べても遜色がないと評判だった。それが嘘ではないことを色の濃さが示している。

				　ベルリオットはじっと立ったまま、ラハンを見据えた。

				　まだ怒りが頭を支配していた。右手に長剣を模った結晶武器を荒々しく造る。

				「トレスティングッ！」

				　ボバンの怒声だった。

				　彼の真剣な目がこちらを射抜いてくる。

				　──過(あやま)って訓練生たちを傷つけてしまうことはない、とわたしは判断した。

				　ボバンの言葉が脳裏に蘇る。

				　このまま怒りに任せて闘えばラハンに重症を負わせてしまうかもしれない。それはボバンが初めて向けてくれた信頼を裏切ることを意味する。

				　ベルリオットは下唇を思いきり噛んだ。深く息を吸い込み、長い時間を使って吐き出す。浮かび上がろうとしていた怒りの感情を胸の奥底へと押し込んでいく。

				「大丈夫です」

				「……よし」

				　うなずいたボバンが前に歩み出た。同時、場内の歓声が一気に大きくなる。

				「では、これより訓練校内序列一位ラハン・ウェルベック。同、一四九七位ベルリオット・トレスティングによる決闘を始める。両者、前へ！」

				　ラハンと睨み合いながら、ベルリオットは前へと歩みだした。一定の距離まで詰め、足を止める。

				　ボバンが手を挙げると場内の歓声が最高潮に達した。

				「始めっ！」

			  

				　　　　　　　

				

				　ボバンの手が下ろされ、ベルリオットは剣を持つ手にぐっと力を込める。

				　ラハンが先に動き出した。右肩に剣をかつぐ形で向かってくる。

				　決闘において初撃は魅せることを重視し、アウラによる飛行は使わないことが慣わしだ。ゆえに、地上で己の得物を撃ち合せるため、走って間合いを詰めることになる。

				　だが、ベルリオットは開始位置からまだ一歩も動かずにいた。

				「臆したかッ！　だが僕は止まらないぞ！」

				　ラハンが眼前まで迫ってきた。踏み込み足は左。右肩にかついでいた剣を勢い良く振り下ろしてくる。さすがと言うべきか、剣の流れに淀みがない。

				　だが、動きを捉えられないほど速くはない。むしろ意識を集中してさえいれば鈍重にすら思える。

				　ベルリオットは剣を右脇の後ろへと流し、両手で柄を強く握り込んだ。胸部へと迫りくる相手の刃に自身の剣を交差するように重ねる。さらに同速で左足を踏み込み、全身の捩れを利用しながら振り切る。

				　斬った感触はなかった。ただ、スッという静かな音が聞こえただけだった。

				　地鳴りのような大歓声が場内に沸き起こる。

				「み、見たかよ今の！」

				「速過ぎて見えなかったわ……なにやったの!?」

				「あいつ、剣の腕だけは一年ん時からずば抜けてただろ」

				「んな奴にあんなアウラ反則だろ！」

				「おい、ラハン。今の内に降参しとけ！」

				　訓練生たちが多様な感想を漏らしている。

				　ベルリオットは体勢を立て直し、振り返った。

				　刃の上半分を無くした剣を見つめながら、ラハンがわなわなと震えている。

				「ぼ、僕の剣が……」

				「続けるか？」

				　ベルリオットがそう声をかけると、ラハンが歯軋りをしながら睨みつけてきた。

				「ふ、ふざけるなぁッ！　まだだ！　勝負はこれからだっ！」

				　即座に剣を造り直したラハンがアウラの力を使ってふわりと浮遊した。こちらの右手側へと回り込み、一気に間合いを詰めてくる。その速さは駆けるのとは比較にならない。

				　ラハンから振り下ろしの一撃が繰り出される。

				　冷静さを失っているのか、初撃に比べて剣筋に乱れが見られる。これなら受けるのは難しくない。ベルリオットは先ほどと同じように自身の剣を迫る刃に添え、足の踏み込みと同時に振り抜いた。ラハンの結晶武器がまたも上下に裂かれる。

				　脇を通り過ぎたラハンが勢いを止め、ゆっくりとこちらに向き直った。

				「う……うぁあああああああああっ！」

				　発狂したように吼えたラハンが再び生成した結晶武器で斬りかかってくる。

				　もうそこに理性は感じられない。攻撃も勢い任せだ。前撃と同じようにベルリオットは肉薄した瞬間のみ動き、ラハンの結晶を破砕する。

				「くそっ！　くそっ！　くそぉおおおおっ！」

				　躍起になったラハンがあらゆる方向から攻撃を仕掛けてくるが、その尽くをベルリオットは難なく打ち砕いていく。

				　ようやく動きを止めたラハンだったが、その肩は大きく上下していた。

				　相反して、ベルリオットはまったくといっていいほど疲れていない。

				「もう一度訊く。続けるか？」

				「あ、当たり前だ！　誰が貴様などに降参するものか！　僕は序列一位なんだ！　ずっと二位だったあの頃とは違う！　落ちこぼれの貴様なんかとは違うんだ！」

				　どうやら意地でも降参するつもりはないようだ。

				「じゃあ、今度はこっちから行くぞ」

				「ひッ」

				　顔をこわばらせたラハンが三階層付近まで飛び上がった。さらに剣を捨てるや、自身を守る盾を造り出し、身を縮ませる。完全に受けの構えだ。

				　ベルリオットもあとを追って飛翔した。一瞬のうちにラハンとの距離を詰め、薙ぎの一撃を繰り出そうとする。が、躊躇してしまう。このまま本能に任せて剣を振るえばラハンごと両断してしまいかねないからだ。

				　とっさに握っていた柄を回し、剣の腹で撃ち込んだ。

				「かはッ」

				　衝撃を与えた箇所──腹を中心にラハンの体が軽く折れ曲がる。

				　ベルリオットは勢いを止めることなく上方へ回り込むと、ラハンの背中へと剣の腹を振り下ろした。低い呻き声を漏らしたラハンが猛烈な勢いで落下、轟音と共に地面へと激突する。

				　場内にどよめきと歓声が沸き起こる中、ベルリオットは地上へと舞い下りた。巻き上がった砂埃をかきわけながら三度(みたび)ラハンに肉迫し、最後の一撃を加えんと剣を突き出す。

				「ま、待て……！」

				　ラハンがゆらりと立ち上がり、言った。

				「今更降参か？」

				「僕が降参だと……？　なにを馬鹿なことを言ってる。降参するのは貴様のほうだ。あの奴隷がいないことに貴様も気づいてるんだろう」

				「お前、また……っ！」

				　ラハンがナトゥールのことを奴隷と蔑むのはこれで三度目だ。許せるわけがない。ベルリオットは思わず剣を押し込みそうになったが、歯を食いしばって必死に堪えた。

				　こちらの表情を見て、ラハンが愉快だと言わんばかりに笑う。それが逆に心を冷静にしてくれた。

				「それがどうした？　別にトゥトゥが居なくてもおかしなことはないだろ」

				「本当にそう思うのか？」

				　口の端を吊り上げたラハンを前にベルリオットは悪寒がした。

				　なぜナトゥールの不在を今この場で口にしたのか。思考が巡りはじめてからすぐに心臓を締めつけられるような感覚に襲われた。

				「……まさか」

				「あの奴隷は今や僕の手の中だ。これがどういう意味かわかるよな？」

				　決闘が始まる前も、始まってからもやけにラハンから余裕が感じられると思っていたが……すべてはナトゥールを人質にとっていたからというわけか。

				　しかし、疑問が残る。

				「けど、トゥトゥに勝てる奴なんて──」

				「人質を使えば馬鹿なお人好しを捕まえるぐらい造作もないだろ」

				「ラハン、お前……っ！　そんなことで俺に勝って、あとでどうなるかわかってるのか!?」

				「わかっていないのは貴様のほうだ。奴はアミカスの末裔だぞ？　誰が正しいのか、周りはきちんと公正に見てくれるだろうな」

				　アミカスの立場の弱さを考慮してということか。

				　本当に腐りきっている。このような男が騎士になろうとしていることが許せなかった。今すぐにでも斬りかかりたい。だが、できない。攻撃すればナトゥールの身に危険が及ぶかもしれない。ベルリオットは下唇を噛みながら突き出していた剣をゆっくりと下ろした。

				「なにをしている！　今は決闘中だぞ！」

				　立会人のボバンから決闘の再開を促された。

				　意識が外へ向いた途端、観戦席の騒然とした空気が伝わってくる。

				「さて……今度は僕の番だな、ベルリオット」

				　ラハンが醜悪な笑みを浮かべながら、生成しなおした結晶剣を構えた。こちらに切っ先を向けたのち、声を張り上げる。

				「すぐに降参してくれるなよ。ここに居る全員に貴様よりも僕が強いってことを証明しなくちゃいけないんだからな！」

			  

				　　　　　　　

				

				「変ですね」

				　そう声を漏らしたのは隣に立つユングだ。

				　リンカも同じ感想を抱いていた。

				　ベルリオットとラハンの決闘が始まったのはつい先ほど。開始直後はベルリオットが優勢どころか圧倒していたが、途中から防戦一方になっていた。

				　ラハンの力が戦闘中に増した様子は見られない。

				　またラハンが手加減していたなんてことも考えられない。

				　序盤に繰りだしていた攻撃からなんの進化も見られないからだ。

				　そんなリンカやユングの疑念とは裏腹に会場はラハンの猛攻に盛り上がっていた。

				「ベルリオット・トレスティングの力が相手を遥かに凌駕しているのは明白です。ですが、彼らがなにか会話を交わしてから様子が激変しました。……アシュテッド卿、あなたはこれをどう見ますか？」

				「別にどうも思わない。ただ、あいつが手を抜いてるってことだけが事実」

				「本当にひねくれていますね」

				「ユングさんにだけは言われたくない」

				　そう答えながら、リンカはベルリオットのことをじっと見つめた。

				　彼は今もラハンの攻撃をただただ受け続けている。そこに必死さはない。むしろ余裕すら感じられる。だが、そんな体の動きとは相反して顔には焦りが見て取れた。

				　ユングも言っていたとおり、ベルリオットのほうが実力で勝っているのは明らかだ。

				　なぜ決闘を終わらせないのか。

				　その疑問が再び浮かび上がってきた時、リンカは軽く頭を振った。

				　どんな事情があっても決闘では手を抜くべきではない。それが騎士としての正しい姿だ。

				「こんなの、観る価値ない」

				　そう言い残して、リンカは闘技場をあとにした。

			  

				　　　　　　　

				

				　闘技場の外は静かなものだった。教師や訓練生の姿はほとんど見られない。それほど多くの者が闘技場に出向いているということだろう。

				　リンカは訓練区から離れ、本校舎のほうへと足を向けた。

				　草原の如く広がる刈り込まれた芝、多くの訓練生に踏まれて削れた石畳、風化で所々がぼろぼろになった歴史を感じられる校舎の壁……。

				　どれもが懐かしく感じた。

				　とはいえ、卒業したのは四年ほど前のことだ。それほど昔のことではない。

				　親の反対を押し切ってまで騎士の道を選んだこともあり、あの頃は本当に必死だった。絶対に王城騎士にならなければならない。そんな強い気持ちを持ってひたすらに剣を振るっていた。

				　追いつきたいと思う人物が同期にいたことも大きな理由だった。

				　入学以来、常に先を走っていたエリアス・ログナート。そんな彼女を超えることが王城騎士になる条件のように思えたのだ。結局、訓練生の間に一度も勝つことはできなかったが。

				　今ならどうかな、とリンカは自身の手を見つめながら思う。

				「まさか、あんなあっさり騙されてくれるなんてな」

				「噂どおりのお人好しで笑っちゃったわ」

				　ふと話し声が聞こえてきた。そちらを見やると、少し離れた場所──校舎脇の小道から二人の訓練生が出てきた。男女一人ずつだ。

				　弾んだ声で話していたこともあり、耳を澄まさなくとも丸聞こえだった。おかげで興味がなかったにも関(かか)わらず頭の中に割りこんでくる。

				「それより、わかってるでしょうね？」

				「ちゃんとラハン様から受け取ってるから安心しろって」

				　人を小馬鹿にしたように笑っている。彼らは浮かれていることもあってか、こちらに気づくことなく去っていった。

				　いったいなんの話をしていたのだろうか。得た情報が漠然としていて理解ができない。ただ、彼らの下卑た顔が脳裏に焼きついて離れなかった。

				　リンカは疑心に駆られるがまま先ほどの訓練生たちが出てきた校舎脇の小道へと向かう。と、そこで目にした光景を前に思わず眉をひそめてしまった。

				　背を向けて立つ二人の男子訓練生、その奥に一人の女子訓練生が手足を縄で縛られた格好で横たわっていたのだ。褐色の肌や尖った耳から女子訓練生がアミカスの末裔であることはすぐにわかった。

				　足音で気づいたか、男たちがこちらに振り返った。途端、あんぐりと口を開ける。

				「ど、どうしてアシュテッド様がここに……!?」

				「別にあたしがどこに居たっていいでしょ。それより、これはどういう状況？」

				「こ、これはその……そ、そう！　こいつがぶつかってきてっ」

				「あなたたち仮にも騎士を目指してるんでしょ。恥ずかしくないの？」

				　男たちが閉口する。

				　そもそも縄で拘束していることから突発的な行為でないのは明白だった。

				　つまり男子訓練生たちは嘘をついている。

				　リンカは反吐が出ると思った。

				　こんな者たちが騎士になろうとしているのか。今すぐにでも斬り伏せてやりたい気持ちが湧きあがってくるが、ぐっと堪えた。

				　アミカスの女子訓練生に目を向ける。彼女は布で口を塞がれているようで声を出せないようだ。ただ、彼女の瞳は助けを求めているように見える。

				「今すぐ彼女を放しなさい」

				「……で、ですが」

				「あたしは放しなさいと言ったんだけど」

				「は、はい！　ただいま！」

				　男子訓練生たちがあわてふためきながら女子訓練生の手足に巻かれていた縄を解いていく。口を塞いだ布がとられると、女子訓練生が吐息を漏らした。

				「失せなさい」

				　リンカは男子訓練生たちに言い放った。もう顔は覚えたし、罰するのはあとでいいと思った。今はただ目の前から早く居なくなってもらわなければならない。そうでなければ怒りに任せてなにをするかわからなかった。

				　こちらの剣幕に気圧されてか、男子訓練生たちは逃げるように去っていった。

				　リンカは未だ座ったままの女子訓練生へと手を差し出す。

				「大丈夫？」

				「は、はい。あの、本当にありがとうございますっ」

				「たまたま通りかかっただけだから気にしなくていい」

				　おそるおそる手をとった女子訓練生を引き上げ、立たせる。服についた埃を軽く払い落としたあと、女子訓練生が上目遣い気味に訊いてくる。

				「あの、決闘を観に来られたんですか？」

				「……どうしてそう思ったの？」

				「ベルがアシュテッド様の指揮下に入るって言ってたので……」

				　その言葉から、彼女がベルリオットと親しい仲であることがなんとなく伝わってきた。

				「ユング団長に無理やり連れて来られたってだけ。あたしは別に興味ないから」

				「そ、そうなんですか……って、あ！」

				　女子訓練生がいきなり大声をあげたかと思うや、切羽詰った様子で顔を寄せてきた。

				「あのっ、決闘ってまだやってますか!?」

				「あ、あたしが出る時はまだ続いてたけど」

				　リンカが目をぱちくりとさせながら答えると、女子訓練生はほっと息をついた。かと思えば、次の瞬間にはなにかを決意したかのように表情を引き締めていた。

				「すぐに行かなくちゃ……！」

			  

				　　　　　　　

				

				　黄色い輝きを放ちながらラハンの剣が眼前に迫りくる。速いとは感じない。

				　ベルリオットは自身の得物をもって難なく脅威を弾いた。反撃する余裕はある。だが、ナトゥールが人質にとられているのだ。下手な真似はできない。

				　ベルリオットがぐっと柄を握り締めて踏みとどまると、ラハンも振り上げようとしていた剣を静かに下ろした。ラハンは肩で息をしているが、その顔は満足気だ。

				「もう充分だろう……わかっているだろうな？」

				　次の攻撃で決める、と言っているのだ。

				　ベルリオットは奥歯をぎりりと噛みしめる。

				　このまま黙って負けるしか手はないのだろうか。

				　別に訓練校の序列にこだわっているわけではない。ただ、この決闘はナトゥールに向けられた侮蔑を取り消すために始めたものだ。

				　負けるわけにはいかないのに……どうすることもできない。

				「これで終わりだ、ベルリオットォッ!!」

				　ラハンが高々と振り上げた剣を一気に振り下ろしてくる。

				　ベルリオットは腕を下ろし、迫る剣をじっと見つめた。迸る黄色い燐光がちらついたのを最後に目を瞑ろうとする。

				「ベルー！　私は大丈夫だからーっ!!」

				　歓声を押しのけるようにして響いたその叫びに、ベルリオットは思わずまぶたを跳ね上げた。

				　間違いない。ナトゥールのものだ。慌てて視線を巡らせたところ、五階層の観戦席から手を振っている彼女の姿を見つけた。

				　人質にとられていたはずなのに、なぜ──。

				　そんな疑問が脳裏をよぎるが、間近に迫ったラハンの剣によって思考が中断された。

				　事情はわからない。だが、ナトゥールが無事という事実だけで充分だった。

				　もうわざと負ける必要はない。

				　ベルリオットは青の剣を素早く振り、眼前まで迫っていた黄の剣を弾き飛ばした。大きく仰け反ったラハンへとさらに薙ぎの一撃を見舞う。低い呻き声を残して飛んでいったラハンが観戦席の塀を越え、奥の壁に激突した。

				　近くの訓練生たちが悲鳴をあげる中、ラハンが壁に背中を預けたままずるずると倒れこむ。

				「それまで！　勝者ベルリオット！」

				　ボバンの宣言が場内に高らかに響いた。

				　つい先ほどまでラハンの攻勢が続いていたこともあり、予想外の結果だったのだろう。観戦席は静まり返っていた。だが、その静寂は長くもたなかった。誰かが声を漏らしたのをきっかけに本日もっとも大きな歓声が沸き起こる。

				「どうしてアミカスが……あいつら、しくじったな……！」

				　意識を取り戻したのか、ラハンが震える体に鞭打ちながら立ち上がろうとしている。

				「くそ……僕はまだやれる！　やれるんだ……！」

				「もう終わりだ」

				　そう声をかけたのは立会人のボバンだ。

				　彼は歓声の中でも響き渡る大きな声で宣言する。

				「決闘の規則に基づき、序列変更を行う。これより訓練校内序列一位は、ベルリオット・トレスティング──」

				　ボバンの視線が再びラハンに向く。

				「そしてラハン・ウェルベック、きみは序列一四九七位だ」

				「こ、この僕が一四九七位だって……？　そんな馬鹿な……」

				　ラハンが信じられないとばかりにうつむき、わなわなと震えている。

				　ベルリオットにとって序列は重要なことではなかった。それよりも済まさなければならない問題がある。

				　ラハンの前に立ち、言い放つ。

				「約束だ。トゥトゥに謝れ」

				「僕がこんなやつに負けたなんて……うそだ……ありえない……そうだ、そうだよ。僕は負けてなんかいないんだ」

				「おい、ラハン！」

				「僕は負けてなんかないッ！」

				　そう叫ぶと、ラハンは四つん這いの状態から無理やりに体を起こし、アウラを纏った。ベルリオットの脇を通って決闘場に躍り出ると、そのまま天井へと飛び去っていく。

				「おい、待て！　話が違うだろっ！」

				「もういいよ、ベル」

				　そう制止を呼びかけてきたのはナトゥールだ。いつの間にやら近くまで来ていたらしい。

				「私は大丈夫だから」

				　ラハンはナトゥールを侮辱するだけでなく、人質にとるなんてことまでしたのだ。納得できるはずがない。だが、当人がこれで終わりにしようと言っている。

				　ベルリオットがこれ以上を求めるのは自己満足でしかない。

				　色々と思うことはあるが、ラハンは結果として序列を実質的な最下位まで落とされたのだ。矜持の高い者にとってそれは相当に屈辱的なことに違いない。そう自身に無理やり言い聞かせ、折り合いをつけることにした。

				「わかった」

				　ベルリオットが体から力を抜くと、ナトゥールが安心したように微笑んだ。

			  

				　　　　　　　

				

				　リンカは闘技場に戻ってきていた。

				　先ほど助けたアミカスの末裔──ナトゥール・トウェイルがラハンに人質として利用されていたことを知ったため、その報告に来たのだ。

				　決して決闘の勝敗が気になったわけではない。

				「観る価値がなかったのではないのですか」

				　傍らに立つユングがどこか勝ち誇ったかのように言った。

				　すべてわかっているなどと言いたげなその表情がひどく不愉快だった。リンカは彼をねめつけたあと、無言で視線をそらす。と、勝利者であるベルリオットが映った。

				　彼はナトゥールの無事を認めてか、ほっと息をついている。

				　──どんな事情であれ決闘で手を抜くことは許されない。

				　つい先刻に自身が放った言葉を思い出し、リンカは心がざわついた。

				　ベルリオットが決闘で手を抜いていたのはナトゥールが人質にとられていたからだった。

				　騎士が決闘で手を抜くことは許されない。その考えは変わらない。だが、リンカの中で騎士という存在は〝誰かを守る〟という前提で成り立っている。

				　そこまで考えてから、リンカは両手に拳を作った。たとえ、ベルリオットが騎士の姿を示したとしても絶対に認めるわけにはいかない。彼は以前に騎士としてあるまじき行為をしたのだ。

				「本当に素晴らしいですね」

				　そうこぼしたユングはベルリオットを見ながら瞳孔を開き、口の端をほんのわずかに吊り上げている。普段、あまり表情を崩さないこともあり、正直に言って気味が悪かった。

				　表情をすっと元に戻したユングが問うてくる。

				「やはり彼を選んで正解だったようです。そうは思いませんか、アシュテッド卿」

				「知らない。あんな雑魚相手に勝ったってどうってことないでしょ」

				「あなたも頑固ですね」

				　頑固、か。

				　そうなのかもしれない。

				　ただ、頑固の一言で済むなら、それでいいと思った。

				「強さが問題じゃないってだけ」

				　そう吐き捨てるなり、リンカは決闘場に背を向けて歩き出した。

				「今週の《災厄日》、よろしくお願いしますよ」

				　ユングが釘を刺してくる。

				　その遠まわしな言い方に嫌気が差した。

				　彼はこう言いたいのだ。

				　二日後に迫った《災厄日》。防衛線でベルリオット・トレスティングと仲良くして下さいね、と。

				　リンカは思わず舌打ちをした。

				　冗談じゃない。誰があんな奴と……。

				

				　九月二十日（シェトの日）

				

				　決闘がおこなわれた翌日。

				　名実共に訓練校一になったベルリオットはさらに注目を浴びていた。

				　王城騎士候補に挙がった時と同様、休憩時間が訪れるたびに教室の出入口は他教室の訓練生であふれかえっている。だが、今回はそれだけでなく教室に入ってきて握手を求めてくる者までいた。

				　本来なら喜び、誇るべきことなのだろう。だが、周囲が盛り上がるにつれてベルリオットは居心地が悪くなった。教室を抜け出したあと、中庭を横断する渡り廊下を歩く。

				「ベル、どこ行くの？」

				　後ろからナトゥールの声が聞こえてくる。

				　いつものごとく気にかけてくれたのだろう。

				　隣に並んだ彼女と共にあてもなく歩く。

				「教室があれだしな。次の授業までその辺をぶらぶらしようと思ってさ」

				「今回は手の平返しとかじゃなくて、みんな本当にベルのことを心からすごいって思ってると思うよ。だから、あんまり邪険にしたらだめだよ」

				「そうは言ってもな。慣れないんだよ、やっぱり」

				　力があるのはアムールだから。

				　その思いが根底に渦巻いていることもあり、自分という存在を周囲から持ち上げられることに抵抗があった。

				　結局は与えられた力だ。

				　それで威張るのはおかしいじゃないか、と。

				　では、努力して得た力だったらいいのだろうか。……いや、努力しても越えられない壁があるからこそ力を欲したのだ。それが本当に都合よく力を持っていたことに繋がっただけだ。

				「でね、隣の教室の友達が言ってたんだけど──」

				　詰まるところ、自分は頑張ったんだぞ、力がないのにここまで強くなったんだぞ、と認めてもらいたいがために剣を振り続けていただけなのかもしれない。

				　そう思うと、なんだかむなしくなった。

				「ねえベル、聞いてる？」

				「ん？　あぁ、悪い。ちょっと考えごとしてた。なんの話だ？」

				「もう、やっぱり聞いてなかった。ラハンがね、今日訓練校に来てないんだって」

				「あんなことあったあとだからな。相当きてるんじゃないのか」

				「他人事だね？」

				「同期ってだけで大した縁もなかったしな」

				「そうだけど」

				「それにあいつ、トゥトゥのこと人質にとったんだぞ。恨みこそすれ心配する必要なんてないだろ」

				「まあ、それに関しては無事だったんだし」

				　自分を危険な目に遭わせた相手のことをよく心配できるな、とベルリオットは思った。ナトゥールらしいと言えばらしいのだが。

				　唐突にナトゥールが長いため息をついた。

				「ベルが王城騎士かあ。なんだかいよいよ遠いとこ行っちゃった感じ」

				「だからまだ候補だって」

				「でも、決まったようなものだよね」

				「それがそうでもないんだよな」

				　脳裏にリンカ・アシュテッドの姿が浮かんだ。

				　睨まれているところしか記憶にないからか、想像上でも不機嫌な顔を向けられる。

				　彼女に嫌われている限り、王城騎士入りは到底歓迎されそうにない。

				　考えただけでも憂鬱だった。

				「まあ、色々あるんだよ」

				　そう言ってベルリオットがはぐらかすと、ナトゥールが首をかしげた。気になっているようだったが、彼女は問い詰めるようなことはしてこなかった。

				「そういえば、ベルが王城騎士になったら訓練校内の序列ってどうなるのかな？」

				「外れるんじゃないか？　そもそも訓練校に籍を置いとく必要もないし」

				　訓練校の目的自体が優秀な騎士を育てるため、というものだ。リヴェティア騎士の中でも特に優秀な者しかなることのできない王城騎士が最終目標と言ってもおかしくはない。

				　つまり王城騎士になってしまえば訓練校にいる意味がないのだ。

				「そっか、そうだよね……なら、一位目指してみようかな」

				　ナトゥールがぼそりと呟いた。

				　その発言にベルリオットは思わず目を瞬かせる。

				「珍しいな。トゥトゥが自分からそんなこと言い出すなんて」

				「うーん、ちょっと思うところがあってね」

				　ナトゥールはあまり自分から決闘を行おうとはしない。訓練校内序列四位という今の順位も授業での成績を教師に認められたがゆえだ。

				「トゥトゥなら一位とれるだろ」

				「ううん、まだまだだよ。もっとたくさん訓練しないと一位はちょっと無理だと思うなあ。あっ、そうそう。今ね、練習してる技があるんだ」

				「技？　どんな？」

				「内緒」

				「自分から話しといてそれはないだろ」

				「出来たら驚かせようと思って」

				　えへへ、とナトゥールが悪戯っ子のような笑みを浮かべた。

				「トゥトゥがそこまで言うならよっぽどなんだな。楽しみにしとくか」

				「あんまり期待しすぎないでね。ベルにとったらそんなにすごくないかもだし」

				「もう遅いぞ。かなり期待してる」

				「うぅ、言わなきゃ良かったよ……」

				　ナトゥールが眉尻を下げて落ち込んだ。かと思うや、「あっ」と声をあげた。

				「ベル、今日の放課後って予定ある？　ちょっと稽古つけてもらおうかなーなんて」

				「稽古って……俺は誰かに教えるとか向いてないって。てか、そもそも今日は無理だ」

				「そういえば明日、《災厄日》だったね。それでかな？」

				　王城騎士として外縁部に赴くことを言っているのだろう。

				「違う。いや、それもあるんだが……まあ、今日は先約があるんだ」

				　そう、今日の放課後は予定があるのだ。

			  

				　　　　　　　

				

				　地面を覆うのは足首まで伸びきった雑草。周りを囲む木々はどれもが力強く大地に根付いている。風が流れ、擦れ合う枝葉がざわざわと音をたてる。

				「懐かしいな」

				「そうですね、十年ぶりでしょうか」

				　ベルリオットはメルザリッテと共に浮遊島アーバスを訪れていた。

				　ライジェルが王都に屋敷を購入するまでは、この場所で日々を過ごしていた。屋敷を購入してからも、なにかと訪れることが多かったので思い出深い場所だ。

				　そう、ライジェルが死んだあの日も──。

				　と過去を振り返ろうとしたところで、メルザリッテが「さて」と話を切り出した。

				「わたくしと勝負をしたい、ということでしたね」

				「ああ」

				　望んだのは、ラハンとの決闘が終わった昨晩だ。

				　メルザリッテは自分と同じアムールだから、力について考える必要がないという理由もある。だが、それ以上に純粋に闘ってみたいという武人としての気持ちがあった。

				　つまりは腕試しというわけである。

				「非常に申し訳ないのですが、メルザはベル様と闘うことはできません」

				「どうしてだ？」

				「たとえ訓練であってもベル様に刃を向けたくはないからです」

				「んなこと俺は気にしないって」

				　こちらから望んだことだ。

				　仮に負傷したとしても、それでメルザリッテを恨んだりはしない。

				「もしです。もし仮に闘ったとしても……今のベル様ではわたくしに勝てません」

				　はっきりと言い切られた。

				　あまりに断定的だったため、ベルリオットの中に対抗心が芽生える。

				「そりゃ、メルザの力がすごいってのはわかってる。実際に目にしてるからな。でも、《青光階級(カエラム・クラス)》って《赤光階級(ルーブラ・クラス)》より質的には上なんだろ？　俺のが有利ってのはちょっとずるい気もするが、良い勝負にはなるんじゃないか？」

				「そうですね……ちょっと武器を出してもらってもいいですか？」

				　話の流れ的にどうして勝負にならないのかを説明してくれるのだろうか。

				　武器を出すことに疑問はあったが、ベルリオットはメルザリッテに従った。体の中にアウラを取り込み、放出。循環が始まったのと同時、長剣を模った結晶武器を右手に生成した。

				　胸の前で剣を持ち、切っ先を天に向ける。

				「これでいいか？」

				「はい」

				　うなずいたメルザリッテがベルリオットの造りだした剣に人差し指を当てると、つーと刃をなぞった。なにやら難しい顔をしている。

				　いったいなにをしてるんだ？

				　そうベルリオットが疑問に思った直後、メルザリッテが一歩距離を取り、赤のアウラを纏った。

				　彼女の背から奔出されたアウラが模るのは羽根の一本一本までが窺える美しき翼だ。本来、ただ放出されるだけの光翼がここまで精緻を極めることはない。

				　アムールの特性かなにかなのだろうか。だが、同じアムールであるベルリオットの光翼は周囲の人間と変わらない無骨な形状をしている。

				　なにか特別な技なのだろうか。

				　そうして新たに生まれた疑問は、メルザリッテの起こした行動にかき消された。

				「そのままじっとしていてくださいね」

				　彼女は右手に腕ほどの刀身を持った剣を造りだすや、横に払った。凄まじい速さで放たれたその一撃に付随した風がベルリオットの髪をなびかせる。

				「なっ」

				　ベルリオットは眼を剥いた。

				　青の剣の刃、そのちょうど中間を境に上下が綺麗に裂かれていたのだ。

				　結晶のすれる音がわずかに聞こえたあと、刃の上半分がずり落ち、砕け散った。

				「まだまだ造りが甘いですね」

				　言って、メルザリッテは赤の剣を手放して四散させた。

				「《青光階級(カエラム・クラス)》のが上なはずじゃ……」

				「それで間違いありません。但し、使い手の技量次第では下位の結晶でも上位の結晶を破壊することは可能です」

				「……マジかよ」

				　そう口にしてから、ベルリオットは類似した経験があったのを思い出した。

				　ただの鉄剣でガリオンを斬った時のことだ。あの時はこちらの技量がガリオンの肉体硬度を上回ったということなのだろう。

				　とはいえ、まさか青の結晶を斬られるとは思いもしなかった。

				　つまり現状、唯一上回っていると思っていたアウラの質さえもメルザリッテが相手では有利になり得ない、ということになる。

				　剣の技量でも負けているのは一目瞭然だ。

				　勝ち目がない。

				　ベルリオットは青の剣を霧散させたのち、軽く両手をあげる。

				　降参の合図だ。

				「わかった、わかったよ……メルザとは闘わない」

				「ご理解いただけてなによりです」

				「ただ代わりと言っちゃなんだが、あれを教えてくれ」

				「あれ、とは？」

				「あの地面から突き出すやつ」

				「あぁ、《戒刃逆天(エン・スァ・ハリティ)》のことですか」

				「えんさはりてぃ？」

				「この名前は、天上のとある谷底から伸びる刃に由来しています。天上にも悪さをする者はいまして。そういった者を罰する時に、そこに放り投げるのです。ぽいっと」

				「い、痛そうだな……」

				「はい。罰ですから、もちろん痛いですよ」

				　想像して思わず尻に力が入った。

				「ただ、これはわたくし独自の技なのです」

				「俺には無理ってことか？」

				「無理とは言い切れませんが、この技は少し特殊なのです。少なくとも、わたくしはこれを会得するまでに一千年ほどかかりました」

				「い、一千年……」

				　あまりに数字が大きすぎて想像がつかなかった。

				　こんなことを口にすればなにをされるかわからないが、メルザリッテは少なくとも二千年は生きている。もちろん、もっと長い時を生きている可能性もあるが。

				　いずれにせよ一千年というのは、さすがにメルザリッテにとっても短くないはずだ。

				　人間界にいた頃にも《戒刃逆天(エン・スァ・ハリティ)》を会得するために修練を積んでいたのかもしれない。

				　そこまで考えてから、ふと思う。

				　つい先日、自身もアムールであることを告白してくれたメルザリッテだが、他の誰かに告白していてもおかしくないのではないか、と。

				　ベルリオットについては人として人々を導くため、というベネフィリアの筋書きがある点から他人にアムールであることを知られないほうがいいという明確な理由がある。

				　だが、メルザリッテに関してはそれがない。もちろんメルザリッテとの関係性からベルリオットもアムールであると知られる可能性はあるかもしれないが……。

				　試しに訊いてみることにした。

				「なあ、俺たちがアムールだってこと、親父以外に知ってる奴っているのか？　メルザ、ずっとこの狭間にいたんだろ？」

				「ライジェル様以外ですと、〝今〟知っているのは……クティだけですね」

				　メルザリッテが人を呼び捨てにするのは珍しいので違和感を覚えた。だが、挙げられた人物があまりに意外だったため、思考がそちらに引っ張られる。

				「クティ？　なんであいつが」

				「いずれわかると思います」

				「全部話してくれるんじゃなかったのか？」

				「そうですね〜……これは別でお願いします」

				「ずるいな」

				「女ですから」

				　悪びれた様子もなく、メルザリッテはにっこりと笑った。

				　この顔をされるとどうにも追求しにくい。

				　まったくもって困ったメイドである。

				「そういやあいつ、最近見ないけどどうしてんだろな」

				「クティならメルヴェロンドに帰りましたよ。先日の事件後、すぐに」

				「なにも聞いてないんだが」

				「ベル様には内緒でこっそりと言っていましたから」

				「あいつ……」

				　話した時間が短いとはいえ、一応は知り合った仲だ。

				　なにも言わずに去っていくなんて薄情な奴だな、とベルリオットは心の中で愚痴をこぼした。

				「きっと近いうちにまた会えます」

				　そう意味深な言葉を口にしながら、メルザリッテは微笑んだ。その自信というより確信はいったいどこからくるのか、なんとも釈然としなかった。

				「とにかく、アウラの使い方にも向き不向きがありますから、そう悲観することはありません」

				「向き不向き？　そんなのがあるのか」

				「はい。例えばわたくしは《戒刃逆天(エン・スァ・ハリティ)》や《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》などの細かい攻撃が得意ですが、ベル様の《神の種子(メテオ・リーテース)》のような力技はできません」

				「《神の種子(メテオ・リーテース)》？　そんなもの使った覚えは──」

				「あの時にお使いになった巨大な結晶塊を落とす技です」

				　メルザリッテが言っているあの時とは、おそらく前騎士団長グラトリオ・ウィディールを倒した時のことだろう。直接的に言わない気遣いがなんともメルザリッテらしい。

				　それにしても──。

				「あれって名前あったのか」

				「ベネフィリア様の得意技です」

				　天上のアムールの長。

				　つまりベルリオットの母親のことである。

				　あの土壇場で《神の種子(メテオ・リーテース)》による攻撃方法を思いついたのは、もしかすると母親が使っていたからなのかもしれない。

				　そう思うと、今までに実感がなかった親子の繋がりをわずかにだが感じることができた。

				「もっとも、ベネフィリア様は同時に三十二の《神の種子(メテオ・リーテース)》を落とすことができますが」

				　愕然とした。

				　どうやら自分の母親はとんでもない人らしい。

				　まったくライジェルといい、つくづく親の強大さに圧倒され続けるな、とベルリオットは半ば呆れ気味にため息をついた。

				「でもあれ、当てるの難しいんだよな」

				「そうですね、素早い敵が相手では使えないでしょう。とはいえ細かい遠隔攻撃もベル様向きではありませんから。これを会得していただくのが一番いいかもしれません」

				　メルザリッテが再び生成した剣を右手に持ち、胸の前で水平に構える。と、剣の刃先が光りだした。彼女の纏う濃い赤色のアウラよりも、わずかに白味を帯びた光だ。

				　メルザリッテが無造作に剣を振り上げたと同時、切り裂くような鋭い音が耳をついた。ベルリオットの脇を凄まじい風圧が通り過ぎていく。

				　とっさに過ぎ去ったものを目で追った。ちょうどメルザリッテの剣の刀身と同程度の長さを持つ光の線が虚空を突き進んでいくのが見える。

				　遠くへ行くにつれ、その光は薄くなり、やがてふっとかき消えた。

				　信じられない光景を目の当たりにし、ベルリオットは目を瞬かせる。振り返り、メルザリッテの剣をまじまじと見つめた。刃先を光らせていたものがそのまま弧を描いた線となって離れ、飛んでいったような感じだった。

				「な、なんだ今の。《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》じゃないよな。剣撃がそのまま飛んでいったように見えたが……」

				「これは《飛閃》という技で、ベル様が仰ったとおり剣撃を飛ばしています」

				「剣撃を飛ばすってそんなことできるのか？」

				「実際にはアウラを使って大気を震わせているのです。なにも結晶化させるだけがアウラの使い方ではありません。こうして刃先にアウラを纏わせて……」

				　メルザリッテが再び剣の刃先を光らせると、

				「あとは振り切るだけです」

				　振り上げ、下ろした。

				　今度は上空ではなく地をかすめる軌道だ。しゅっという静かな音と共に放たれた《飛閃》は地を抉るではなく裂いていく。まったくといっていいほど、そこに抵抗は感じられない。

				　地面を切り裂きながら進んだ飛閃は遠くのほうで音もなく消滅した。

				　ベルリオットは思わず顔を引きつらせてしまう。

				　そしてメルザリッテとの手合わせを止めて良かった、と心の底から思った。

				「《飛閃》ならば剣の一振りを発動として位置づけられるうえ、放ったあとは勝手に飛んでいってくれるので《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》よりも制御が簡単です。慣れないうちは飛距離が出にくいと思いますが、そこは訓練あるのみですね」

				　言い終えると、メルザリッテは赤の剣を消滅させた。

				　彼女の言うとおり《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》は飛ばしたあとの制御が難しい。その点、《飛閃》ならば飛ばしたあとのことを考えなくてもいい。

				　もし会得できたなら攻撃に上手く変化をつけられそうだ。

				「わたくしは《飛閃》が苦手なのですが……」

				「いや充分すごいんだが」

				「おそらくベル様なら、訓練を重ねればわたくしよりももっと強力な《飛閃》を放つことができると思います」

				　頑張ってください、とばかりにメルザリッテが両手に拳を作った。

				　ベルリオットは新たに結晶武器を造りだした。現れた長剣の柄を両手で握り締め、構える。

				「《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》のように周囲の空間を把握する必要はありません。力まず、丁寧にゆっくりと手から柄、刃先へと向かってアウラを流してください」

				　メルザリッテの説明通りにベルリオットは体内に取り込んだアウラを剣に伝えていく。

				　手から流れ出ていく感覚。

				　剣の刃先が根元から切っ先へと向かってじわじわと光りだす。

				「今ですっ！」

				「──ッ！」

				　言われるがまま、振り上げた剣を勢いよく下ろした。刃先を光らせていた青白いアウラが一本の線となって飛んでいく。

				　メルザリッテの《飛閃》と比べると見るからに線が太い。地を抉りながら突き進んだ《飛閃》は程近い場所ですっとかき消える。

				　ふぅ、とベルリオットは息をついた。

				　メルザリッテの拍手が響く。

				「さすがです、ベル様っ！」

				「できた……けど、メルザと比べると切れ味も飛距離もいまいちだな」

				「アウラの収束具合が問題ですね。収束させればさせるほど切れ味も飛距離も上がりますから。逆に収束が甘いと、先ほどのように太くなってしまって飛距離も出ません」

				「それに発動までちょっと時間がかかりすぎる」

				「大丈夫です。そちらも慣れれば瞬時に放てるようになりますよ」

				「まあ、そんなすぐにできたら苦労しないか」

				　そもそも、つい最近までアウラによる遠隔攻撃の概念自体が頭の中になかったのだ。いきなり成功するほうがどうかしてる、と自分に言い訳をした。

				「よし、さっそく練習するか」

				「お付き合いしますっ！」

				　明日は《災厄日》で外縁部に行かなければいけない。

				　早朝の出発になるため徹夜はできないが、時間の許す限り練習しようと思った。

				

				　九月二十一日（ディーザの日）

				

				　迎えた《災厄日》の早朝。

				　ベルリオットは西方防衛線に向かっていた。空に青の線を引きながら草原の上を一人翔ける。

				　みんなが飛空船を使う理由があらためてわかったな……。

				　長時間に渡って移動する場合、人は飛空船を使う。荷物を運ぶのに便利だからという理由だけではない。飛空船は機内に滞留させたアウラを再利用するため、体内に循環させるアウラの量を抑えられ、自身の力だけで翔ぶよりも体力の消耗を少なくできるのだ。

				　もちろんベルリオットも知識としては知っていたのだが、こうして自分で体験してみるまで実感がわかなかった。

				　ではなぜ飛空船を使っていないのか。

				　使っていないのではなく使えないのだ。

				　大抵の人は飛空船を操縦できるが、つい最近までベルリオットはアウラを使えなかったため、操縦の練習すらできなかった。それに飛空船の操縦は単純そうに見えてあれでなかなか複雑だ。とてもではないが一朝一夕で覚えられそうになかった。

				　そのうち練習しないといけないな、とベルリオットは自分に言い聞かせた。

				　以前、リズアートと共に参加した時とは違い、今回は現地集合だった。

				　リンカと比べればエリアスがいかに親切だったかがわかる。……いや、これはリンカがどうこうではなく、単純にベルリオットが嫌われていることが原因だ。となれば自分のせいなのだが、如何せん嫌われている理由がわからないので釈然としなかった。

				　とにもかくにも、そのリンカとこれから顔を合わさなければならない。

				　憂鬱で仕方なかった。

				　西方防衛線が見えてきた。

				　山と同化させた南方防衛線とは違って平原に防壁が建てられている。そのせいか防壁そのものの高さに圧倒される。王城の天空の間よりもさらに高いかもしれない。

				　防壁に埋め込まれるように等間隔で建てられた尖塔。その中でもっとも大きく太い尖塔の近くにベルリオットは下り立った。

				　まだ時間が早いからか、王城騎士の紋様が描かれた飛空船は少ない。

				《災厄日》当日から参戦する王城騎士もいれば、前日から防衛線入りしている王城騎士もいる。

				　ベルリオットは王城騎士候補ということで当日入りを指示された。自力で飛んでくるという苦行を強いられたものの時間に遅れはない。むしろ早いほうだ。

				　尖塔の中に入ったのち、螺旋階段を上がり、最上階の司令室に到着する。

				　円形の広間に整然と並べられた木造の机や椅子。その中で数人の騎士が水分を補給したり食事をしたりと休憩している。

				　と、ブーツの紐を入念に結んでいる小柄な女性を見つけた。

				　リンカ・アシュテッドだ。

				「えーと……おはようございます、隊長」

				　悩んだ結果、そう呼ぶことにした。

				　彼女の態度を見る限り、呼び方に名前を入れようものなら噛みつかれそうな気がしたのだ。

				　リンカがこちらを一瞥すると、またすぐにブーツへと視線を戻す。

				「あたしより遅いなんて良いご身分ね」

				　素っ気無い口調だったが、そこには明確な敵意が感じられた。

				　これまで誰かに敵意を向けられたり、見下すような態度をとられた場合、ベルリオットは仕返しとばかりに容赦ない態度で応じてきた。だが、リンカ相手には、そのようにするのは適切ではないと本能が知らせていた。

				「一応、指定された時間より早くきたんですが」

				「あたしより早くに来るのは当たり前でしょ。ま、どうでもいいけど」

				　放たれた言葉はまたもや棘つきだった。

				　ベルリオットはこみ上げた怒りをぐっと堪える。

				　防衛線に来たのはリンカと喧嘩をするためではない。シグルと戦い、民を守るためだ。それに今は他にするべきことがあった。

				「先日、ナトゥール・トウェイルを助けてくれてありがとうございました」

				　ベルリオットがラハンと決闘していた際、人質にとられたナトゥールをリンカが助けてくれたことをあとから聞いた。以来、機会があれば礼を言おうと思っていたのだ。

				「ナトゥール……？　あぁ、あのアミカスの子」

				　リンカはブーツの紐をきゅっと結び終えると、すっくと立ち上がった。

				「たまたま通りかかっただけだし、別に助けようと思って助けたわけじゃない」

				「それでも、ありがとうございます」

				　ベルリオットがあらためて礼を口にしても、リンカは頑なにこちらを見ようとはしなかった。大きなため息をついたのち、彼女は歩きだす。

				「どうせあんたに手を出させる気はないし、今日はもう帰っていいから」

				「は？　それじゃ来た意味が」

				「そういうことだから」

				　そう言い残して、リンカは司令室から出て行った。

				　嫌われているのはわかっているし、そこに深い理由があるのはなんとなくわかる。だが、あまりに理不尽な対応にやりきれない思いが胸中に募った。

				「帰れって言われてもな……」

			  

				　　　　　　　

				

				　ベルリオットは防壁上の通路をぶらぶらと歩いていた。

				　消化不良な気持ちがあるからか、はたまたリンカへの反抗心からか王都に帰るという選択をしなかった。いっそ防衛戦に参加してしまおうかとも考えたが、それをすればさらなる文句を言われそうな気がして留まった。

				　途中、一般騎士から奇異の目を向けられたが、正規の騎士しかいないはずの防衛線で訓練校の制服を来た人間が歩いているのだから無理もないことだと思った。

				　注意をされなかったのは事前に通達されていたからか。あるいは先日、王城騎士のオルバ・クノクスが言っていたように〝リヴェティア騎士でベルリオットのことを知らない奴はいない〟とまで知名度を上げるに至った青の光を警戒してのことなのか。

				　ベルリオットにとっては、どちらでもよかった。

				　ふと視界の端に赤い騎士服を身に纏った騎士が目に入った。

				　リンカだ。

				　紫の光を纏いながら、防壁の外側で多数のシグルを相手に暴れまわっている。

				　いつの間にやら彼女が担当する区域まで足を運んでいたらしい。どうせ行くあてもないしな、とベルリオットは狭間胸壁の凸部分に座り、リンカの戦い振りを見ることにした。

				　リンカは双剣使いのようだった。

				　腕ほどの長さを持った剣が両手に握られている。

				　ただ、順手持ちのメルザリッテとは違い、逆手持ちだ。

				　逆手持ちは敵に切っ先を向ける構えを取りにくく、剣に力を伝えにくい。また足運びが難しいこともあり好んで使う者はほとんどいない。

				　真正面の敵にただ斬り込むだけでも懐まで深く潜りこまなければならないのだ。機を見誤れば命が危うい。

				　少し考察しただけでも弱点ばかり頭に浮かんでくる。が、リンカの立ち姿は弱点なんていっさいないと言わんばかりに堂々としていた。

				　とんとんと軽やかに跳ねながら、彼女は逆手に持った剣をだらりと下げる。その間にもガリオン、アビスが下方を抜いた全方位から迫ってきている。合計で十体ほどか。

				　距離が大股二歩程度になっても彼女は動かない。

				　一歩でも動かない。

				　眼前、動かない。

				　さらに極限にまで距離が詰まった、その瞬間──。

				　動いた。

				　飛び込んできたガリオンの口元に右手の剣を添え、上空から迫るアビスの腹部に左の剣を添え、体をひねるようにして回転。直後、凄まじい加速と共に包囲する黒の集団から躍り出た。すれ違いざまに斬り裂かれたシグルたちがあっけなく四散する。

				　先ほどまでリンカの立っていた場所に残ったシグルが固まっている。そこへリンカはためらうことなく飛び込むと、おそろしいほどの速さで剣を振り回した。シグルが抉れ、飛び散っていく。

				　リンカが足を止めた時、そこにはもうシグルの姿はなかった。

				「すごいな……」

				　ベルリオットは思わず感嘆の声を漏らした。

				　さすが王城騎士、序列十位と言うべきか。戦闘技術が並ではない。

				　それに足運びが尋常ではなく上手かった。直線ではなく円の動きを意識しているのか。小さな弧から大きな弧まで状況に応じて変化させている。

				　紅炎の踊り手……か。たしかに踊りみたいな戦い方だな。

				　身体の動きに武器がついてきている。綺麗だ、とも思う。

				　ただ、なにか違和感を覚えた。

				　時折り連撃に混ぜている斬り上げだ。どう見ても無駄な動きにしか見えない。

				　あの攻撃、なんか覚えがあるような……。

				　そんなことを思いながら記憶を漁ってみたものの、すぐには思い出すことができなかった。もしかしたら気のせいかもしれない。あまり深く考えないようにして気持ちを切りかえた。

				　その後もベルリオットはリンカの戦い振りを見続けていると、大地のいたる所からぽつぽつと現れた燐光が空へと緩やかに上がりはじめた。

				《運命の輪》からアウラを補充した《飛翔核》が大陸中にアウラを注いでいるのだ。

				　地鳴りと共に大陸が上昇していく。それにつれて外縁部から出現するシグルの数が見る見るうちに減っていく。

				　リンカがアウラを解放し、光翼と共に武器も消滅させる。

				　結局、ベルリオットがいっさい手を出すことなく防衛戦は終わってしまった。本当になにをしに来たのかわからない。そうして空虚な気持ちに胸が満たされた時、ベルリオットはリンカの左方上空から迫る黒い物体を目で捉えた。

				　アビスだ。

				　すーっと音もなくリンカとの距離を詰めている。

				　視界に入るかどうかの際どい角度だが、彼女ほどの技量を持った騎士なら確実に気づくはずだ。

				　先ほどのように限界まで近づくのを待っているのだろうか。それにしては無防備すぎる。もしかして気づいていないのだろうか。

				「左っ！」

				　ベルリオットは嫌な予感がして叫んだ。が、かなりの距離があるためか、あるいは大陸上昇による地鳴りのためか、声が届いてないようだった。

				　リンカはまだ敵に反応していない。

				「くそっ！」

				　ベルリオットは弾かれるようにして立ち上がった。

				　今から距離を詰めたのでは間に合わない。《飛閃》か。いや、あれはまだ練習中だ。《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》のほうがいいだろう。一本程度なら制御は難しくない。

				　そこまで瞬時に判断すると、右手に生成した刃をすぐさま放った。

				　間に合えっ！

				　虚空を斬り裂くように《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》が飛んでいく。

				　その間にもアビスがリンカのすぐ近くまで迫っていた。接近する敵に気づいたリンカが目を見開き、声にもならない呻きを上げる。

				「──っ!?」

				　直後、ベルリオットが放った刃がアビスを貫いた。鋭い刺突音のあと、刃と共にアビスが消滅する。その光景を目にしながら、リンカが地に尻をつけて倒れた。

				　ベルリオットはアウラの力を借りて彼女のもとへと翔けた。そばの地面に下りると、纏っていたアウラを解放してから手を差し出す。

				「えっと、大丈夫……ですか？」

				　リンカは差し出した手に目もくれず、自分で立ち上がった。服についた土ぼこりを払いながら低い声調で口にする。

				「なんで助けたの」

				「なんで助けたって……」

				「あんたの助けなんていらない。あんたに助けられるなら死んだほうがマシよ」

				　ぎりっと睨みながら、彼女はそう吐き捨ててきた。

				　別に感謝されたくて助けたわけではない。ただ、それにしたってあんまりな対応ではないか。ただ、そんなことよりもベルリオットはリンカの放ったある言葉が許せなかった。

				　こちらに背を向けて去っていこうとする彼女の腕を反射的に掴んでしまう。

				「死んだほうがマシとか、そんなこと言うなよ」

				「さわらないで」

				　振り向きざま、リンカに勢いよく手を払われる。反動で彼女の左眼を覆っていた前髪がふわりと浮いた。直後、ベルリオットは思わず目を見開いてしまう。

				　リンカの閉じられた左眼。そこを通過する格好で大きな切り傷があったのだ。

				　傷は塞がっているようだったが、線が太く、見ているだけでも痛々しかった。もしかすると戦闘中にもあらわになっていたのかもしれないが、遠すぎて今の今まで視認することができなかった。

				　この傷のせいで先のアビスに気づけなかったのか。

				「……それ」

				　ベルリオットは思わず訊いてしまった。

				「あぁ、これ。これはね……」

				　リンカは動じた様子もなく、左眼の傷に手を当てながら口を開いた。

				

				「あんたにやられた傷よ」

			

	








			
				　九月二十五日（ティーグの日）

				

				　ベルリオットは自室のベッドに寝転がっていた。

				　頭と枕の間に両手を潜りこませ、天井を見つめる。

				　王城騎士候補として外縁部に出向いたのは四日前のこと。その時よりリンカ・アシュテッドが口にした言葉が頭から離れなかった。

                

				　──あんたにやられた傷よ。

				　身に覚えがなかった。

				　そもそもリンカのことを知ったのはつい最近のことだ。もちろん忘れているだけで昔に会ったことがある、というのならその限りではないが。

				　とはいえ、本当に覚えがない。

				　ただ、直接的でなければ一つだけ心当たりがあった。

				　リズアートの誕生祭。前国王レヴェンが殺されたあの日のことだ。

				　突如出現したモノセロス五体を相手に、ベルリオットは周囲の人間の安否など考えず一心不乱に戦った。結果、多くの騎士を負傷させてしまった。

				　もしかすると、その中にリンカがいたのかもしれない。

				　だとしたら、どうすればいいのか。謝ればいいのだろうか。いや、謝ってすむ問題ではない。それにあのリンカの態度を見る限り簡単に許してもらえるとは思えなかった。

				　だからって、このままじゃだめだよな……。

				　なにも王城騎士になるために、リンカに許してもらいたいわけではない。ただ、自分に非があるとわかったまま放置するのは後味が悪かった。

				　どうするか、とまた同じ思考を繰り返しはじめた時、こんこんと扉を叩く音が聞こえてきた。

				　メルザリッテだ。

				「ベル様、今、よろしいですか？」

				「ああ」

				　開けられた扉からメルザリッテが一歩だけ踏み出すと、そこで止まった。なにやら表情が少しだけ困っているようにも見える。

				「どうした？」

				「はい、それが……リズアート様が──」

				　その名前が出た瞬間、大陸移住の件についてディザイドリウムから返事が来たのか、とベルリオットは予想した。ならば王城への呼び出しに違いない、と思ったその時。

				　メルザリッテの前に影が歩み出てきた。

				「お邪魔してるわよ」

				「なっ」

				　影の正体はリズアートだった。

				　彼女はゆったりとした淡紅色の布生地に身を包んでいた。肌の露出が少なく淑やかな印象を受ける。気品は感じられるものの装飾品がほとんどないため、外見からはとても女王という感じがしない。

				「あ、驚いてる驚いてる」

				　ふふん、とリズアートはしてやったりな顔をしている。

				「そりゃ驚くだろ。てか、いいのか？　城から出てきて」

				「護衛のことなら心配ないわ。エリアスもいるし、それに──」

				　リズアートが廊下へ目配せをすると、二人の騎士が顔を出した。

				「せ、先日はどうも〜」

				「よう、蒼翼の。邪魔してるぜぇ」

				「いっ!?」

				　あまりの予想外な人物にベルリオットは言葉を失った。

				　一人は騎士服の上からでもわかるほど筋骨隆々とした肉体を持つ巨体の騎士。

				　もう一人は柔和な印象を窺わせる顔立ち、ほっそりとした肢体が特徴的な女性騎士。

				　先日、王城に侵入した時、手合わせ……もとい殺しにかかってきた王城騎士──。

				　オルバ・クノクスとホリィ・ヴィリッシュが、そこにいた。

			  

				　　　　　　　

				

				「ここがかの有名な《剣聖》の屋敷ですか〜。とても興味深いです。あ、メルザリッテさん、わたしもお手伝いしますよ」

				「いえ、ホリィ様はお客様ですから──」

				「わたし、用意してもらうのってすごく落ちつかなくて」

				「そういうことでしたらお願いいたします」

				「おい、蒼翼の。《剣聖》が使ってた部屋はどれだ？　あ、あとなんかこう、秘伝書みたいのはねぇのかよ。一気に強くなれるみたいなの」

				「そんなもんあるわけないだろ。親父の部屋も今はもう物置小屋同然だ」

				「なんでぇ、つまんねぇな。陛下、ちょっくら外で訓練してきますわ」

				「あまり騒がないようにね」

				「へぇーい」

				　ばたん、と扉が閉まる音。

				「……」

				　なんの嫌がらせだ、これは……。

				　場所は移り、トレスティング邸のリビング。

				　ベルリオットはソファに腰を下ろし、頭を抱えていた。テーブルを挟んで向かいのソファにはリズアートが座り、そのすぐ後ろにエリアスが控えている。

				　台所では茶を用意するメルザリッテとそれを手伝うホリィの姿。台所事情に疎いベルリオットにはわからないが、なにやら料理の話で盛り上がっているようだ。

				　リズアートがにやにやと笑いながら訊いてくる。

				「どうしたの？　今日はやけに不機嫌ね」

				「わかってて言ってるだろ」

				「言ってくれなきゃわからないことだってあるのよ？」

				「あ、あのなぁ……もういい。さっさと話を進めようぜ」

				　文句の一つでも言ってやりたいところだが、それで大人しく引き下がるような相手でないことは充分承知していたので触れずに流すことにした。

				　残念、とばかりにリズアートが肩をすくめた。

				　ベルリオットは早速とばかりに話を切り出す。

				「ディザイドリウム関連だろ？」

				「ええ、その通りよ。……エリアス」

				「はい」

				　エリアスが気持ち一歩前に歩み出て話しはじめる。

				「先日、これまでの《安息日》に比べて大陸の高度が明らかに落ちている、との報告をディザイドリウム側から受けました」

			

	








			
				　ベルリオットは一瞬だけ思考が止まってしまった。

				　メルザリッテの話では大陸上昇の原動力を司る《運命の輪》が壊れるのは、あと一年程度ということだったが……すでに影響が出始めているということなのだろうか。

				「《災厄日》に飛翔核から大陸にアウラが注がれ、上昇自体はしたようです。ただ、その上昇がいつもより早くに終わったようで」

				「つまり、ベルリオットが言っていたとおりになっているということよ」

				　エリアスの報告に、リズアートがそう続けた。

				「あなたの言葉を信じていなかったわけではないのだけど……いよいよ現実味を帯びてきた、といったところかしら」

				「そうですね。ただ、あまりにも話の規模が大き過ぎるせいか、わたしは恐怖というより息が詰まるような……そんな感覚に陥っています」

				　言って、エリアスが自身の胸元で左手を握りしめる。

				　ベルリオットも同じような感覚だった。

				「とはいえ、ディザイドリウム側もまだ信じられないみたいで移住の話は当然の如く断られてしまったわ。ま、これについては仕方ないとしか言えないけど」

				　リズアートが吐息を漏らした。

				　ディザイドリウムは全大陸中もっとも栄えている都市だ。人口が多いだけでなく、移動手段一つとっても人々が効率的に暮らすための設備が整っている。そんな暮らしに慣れた人々に別の大陸に移住するよう勧めても素直にうなずいてもらえないのは当然のことだった。

				「ただ、黙って見てるわけにもいかないから、次の《災厄日》にこちらから部隊を送ることを提案したの。そして昨日ディーザ側がこれを受諾してくれたわ。それで……その応援に向かってもらう騎士なんだけど──」

				「俺が行く」

				　ベルリオットは即座に名乗りをあげた。

				　リズアートが目を瞬かせたあと、窺うように訊いてくる。

				「……いいの？」

				「これまで以上に大陸が落ちてるってことはモノセロスが現れる可能性があるだろ。だったら俺が行くしかない」

				　王女誕生祭の記憶が蘇る。

				　リヴェティアの王城騎士が総がかりでも倒すことは困難だったモノセロス。

				　あの時は同時に五体を相手にしていたから、ということもあるだろう。一体だけだったならば王城騎士だけでもモノセロスを倒すことは可能だったかもしれない。

				　だが、ディザイドリウムの《災厄日》はリヴェティアの《災厄日》の前日だ。そんな日に王城騎士全員が応援部隊として向かうわけにもいかない。それに現れるモノセロスが一体とは限らない。

				　こちらの決意を悟ってか、リズアートが静かに目を閉じた。

				「いつも面倒事ばかり押しつけてしまって……ごめんなさい」

				「この話自体、俺から持ち出したことだしな。だから、まあ、気にするな」

				「ありがとう」

				　リズアートが微笑んだが、そこには申し訳ないといった気持ちが窺えた。

				　ふと視界の端で、両拳をぐっと握りしめるエリアスの姿が目に入った。見れば、口元はきつく結ばれている。

				　彼女のことだ。誰かに責任を押しつけるようなことをしたくないのだろうと思った。

				　リズアートが「では」とまとめに入る。

				「ユングにはそのように伝えておくわ。おそらく明日には出発してもらうことになると思う」

				「ああ」

				　ベルリオットがうなずくと、部屋の空気が和らいだ。

				　ひとまずこれでディザイドリウム大陸の件は終了、ということだろう。

				　ちょうどよくメルザリッテとホリィが茶を持ってきてくれた。注がれた茶から湯気が沸き立ち、爽やかな香りが部屋に満ちはじめる。

				　落ちついて頭が冴えたからか、ベルリオットはあることを思い出した。

				「そうだ。エリアスに訊きたいことがあるんだが」

				「わたしに、ですか？」

				「ああ。その……アシュテッド隊長について、ちょっとな」

				　それは次にエリアスに会った時、訊こうと思っていたことだった。

				「傷のことですね。遠からずお話しすることになるだろうとは思っていましたが」

				　リンカの話題を出したことにエリアスはまったく動じていなかった。それどころか、こちらが〝傷〟について尋ねることを予想していたようだ。

				　エリアスは次の言葉を口にしようとして、止めた。なにやら気まずそうにリズアートの顔を窺っている。

				　リズアートが口を開く。

				「なんとなく予想はできたけど……わたしのことは気にしないで」

				「お心遣い感謝いたします」

				　一拍間を置いてから、エリアスが語りはじめる。

				「あのリンカの傷は姫様の誕生祭の折、襲撃してきたモノセロスによって受けた傷です。わたしもあとから報告を受けて知ったことなので当時の詳しい状況はわかりませんが」

				「やっぱりか……」

				　予想していたとはいえ、いざ明確な事実を突きつけられると心にくるものがあった。ベルリオットは腹の底に重石を置かれたような、そんな気分に陥る。

				「あなたがモノセロスを後ろへ流した時があったでしょう？　あの時、ちょうど後ろにリンカがいたんです」

				　言ったのはホリィだ。

				　当時のことを思い出しているのか、彼女の瞳は痛ましげに揺れている。

				「そうか……」

				　ベルリオットはなんと応じればいいのかわからなかった。

				　モノセロスを後ろへ流した時のことは覚えていた。頭の中で思い描けば、その場面を鮮明に再生することができる。いや、映像だけではない。悲鳴すらも思い出せる。

				　今ではリンカのことを知ってしまっている。

				　彼女が負った生々しい傷跡を思い出し、ベルリオットは胸が締めつけられるような感覚に見舞われた。思わずうつむいてしまう。

				「ただ、勘違いしないでいただきたいのですが」

				　降ってきたエリアスの声に反応して、ベルリオットは顔を上げた。

				「騎士になった時点で誰もが傷を負うぐらい覚悟しています。それはリンカだって同じ思いでしょう。ただ、傷を負うきっかけとなったのがあなただったから……」

				「俺だから……？」

				　エリアスから告げられた言葉がベルリオットには理解できなかった。

				　なにかリンカと特別な接点があるのだろうか。まったく覚えがない。

				　ベルリオットが混乱する中、エリアスが真剣な表情でホリィと目を合わせた。ホリィがうなずいたのを見るや、またこちらに視線を戻してくる。

				　そしてエリアスが言い放つ。

				「幼い頃、リンカはライジェル様に命を救われたことがあるのです」

			  

				　　　　　　　

				

				　同日夜。

				　王都西端、アシュテッド邸の自室にてリンカ・アシュテッドは出かける準備をしていた。

				　床や天井だけでなく調度品の多くが濃淡様々な赤で染められた部屋の中、端に置かれた鏡面台前に座り、髪を後ろで丁寧に結い上げていく。

				　下ろせば背中ほどまである長い髪だ。そのままでは戦い辛い。

				　だったら切ってしまえばいい、と言われたこともあるが、短い髪は似合わないと思っていた。だから、必要に迫られない限り切るつもりはなかった。

				　ちなみに出かけるといっても私用ではない。

				　これから王城の夜間警備の任に就くことになっている。

				　王城には騎士団内序列一桁の騎士が最低二人以上常駐しなければならない。そのため、騎士団長のユング、王の護衛を務めるエリアスを除いた序列一桁の王城騎士が持ち回りで担当していた。

				　リンカの序列は十位だが、先日、前団長グラトリオ・ウィディールによって序列一桁の騎士が数人殺害されたこともあり一桁扱いになっている。

				　独自の騎士服を許されているのもそのためだ。

				　髪を結い終えた。

				　次は唇にルージュを塗り、爪にも化粧を施していく。爪に塗るのは樹脂を加工した物で隣国ファルールでしか造られていない高級品だ。

				　女性の王城騎士で本格的に化粧をしている者など他にはいない。いたとしてもせいぜい軽くルージュを塗っているぐらいだ。

				　化粧をしたところで激しい戦闘の中ではすぐに落ちてしまうから、という理由が大きい。まったくもってその通りだが、幼い顔立ちに劣等感を抱く身として化粧は必須だった。

				　子どもみたいな意地っ張りであるという自覚はある。それでも他人に舐められたくない思いが勝ってのことだった。

				　腕を伸ばし、手の平をかざす。爪化粧を綺麗に塗れた。まだ乾いていないが王城に着くまでまだ時間がある。それまでにはきっと乾くだろう。

				　もう一度鏡で顔を確認した時、左眼の傷跡が目についた。

				　じっと見つめながら、左手で傷跡をなぞる。

				　この傷に思うところはない。

				　騎士を志した時点で傷を負うことぐらい覚悟している。ただ、他人に怖がられたり痛々しい目で見られたり、なにより同情されるのが嫌だった。

				　リンカは前髪をさっと下ろして左眼にかかるよう整えたのち、部屋をあとにした。

				　自室は二階にあった。二階には他に三室のみしかない。

				　他大陸の貴族の屋敷と比べればかなり狭い屋敷と言えるだろう。とはいえ、王都リヴェティアの土地は価値がひどく高いので馬鹿でかい屋敷を持つのが難しい。リヴェティア内に限ればこの屋敷でも充分に大きいほうだった。

				　階段を下りていると、わずかに軋む床の音にまぎれて一階のリビングから声が聞こえてきた。

				　リンカは足を止める。

				「あなた、やっぱりわたしもう我慢できないわ」

				「リンカのことか？」

				「また大怪我をしてくるんじゃないかっていつもいつも心配で……それにあんな顔じゃ、もうきっと相手だって」

				「帝国ならそうした医術に長けた者がいるかもしれない。伝を当たってみよう。せめて見た目だけでもどうにかできないか……」

				「でも、あの子が素直に聞いてくれるかしら……」

				　両親の声だった。

				　父の名はトリンド。母はアイシャ。

				　二人はどうやら、リンカの負った左眼の傷について話しているようだった。

				　余計なお世話だと思った。

				　そこまでして傷を治すつもりなんてないし、そもそも治せるとは思えない。第一、その傷を治すための理由が結婚のためと言うのが納得いかなかった。

				　気分が悪い。

				　聞かなかった振りをして、そのまま屋敷を出ようと思った。

				　両親がその言葉を口にするまでは──。

				「これも全部彼のせいよ……彼がいなければ、あの子も騎士を目指すなんて言い出さなかったのに」

				「まったくだ。本当に余計なことをしてくれたものだよ」

				　両親の言う〝彼〟とは、ライジェル・トレスティングのことだ。

				　リンカにとって彼は命の恩人である。

				　だからこそ両親の言葉が許せなかった。体の奥底に生まれた熱が一瞬で暴発したような感覚に見舞われる。気づいた時にはリビングに躍り出ていた。

				「あの人は関係ないでしょ！」

				　叫んだ。

				　黄金色の優しい光が灯る部屋の中、幾つもの華美な調度品が並んでいる。

				　その内のソファに隣り合って座る両親がそろって眼を剥いていた。瀟洒な衣服に身を包んだ彼らは、いかにも貴族といった装いだ。

				　父のトリンドがすっくと立ち上がる。

				「リンカ……聞いていたのか」

				「お父様だってあの人に命を救ってもらったのに、そんな言い方って──」

				「もちろん彼には感謝している。だが、それでお前が騎士になったとなれば話は別だ」

				「あの人に非はないじゃない。あたしが騎士になったのだって、あたしがそうしたいと思ったからなっただけ」

				　この話は何十回と繰り返してきたことだったが、今回ほどリンカは頭にきたことがない。

				　両親の顔が途端に険しくなる。

				「騎士にならなければ、そんな傷を負うこともなかっただろう」

				「可愛い娘が傷つくのを黙って見ていられないのよ」

				「まだ間に合う。リンカ、今すぐにでも騎士を辞めて──」

				「ふざけないで！」

				　リンカは大声を出して両親の言葉を遮った。

				　その先を言われると両親のことを嫌いになってしまうかもしれない。それだけ自分にとって騎士であることは譲れないことだった。

				　リンカはうつむきながら、右手を胸に当てて過去を思い出す。

				「あの時、あたしは騎士になるって誓った。あの人みたいに誰かを護れる立派な騎士になるんだって。そしてこうして騎士になれた。それもリヴェティアが誇る王城騎士になれたの」

				　力が物を言う騎士の訓練校では、貴族の出だからと大きな顔ができるわけではない。むしろ、なぜ貴族の家の子がいるのかと馬鹿にされた。

				　幼い顔も舐められる要因だったのだろう。

				　それでも誰より訓練して、小柄なりにどう戦えばいいのかたくさん悩んで……卒業と同時に王城騎士に配属されるほど強くなれたのだ。

				　──絶対にあの人みたいになるって決めたから。

				　ずっと諦めなかった。

				　強い想いを胸に抱きながら、リンカは両親を見据える。

				「あたしは騎士を辞める気なんてない」

				　そう言い残して屋敷を飛び出した。後ろからトリンドの怒鳴り声が聞こえたような気がしたが、足を止めることはしなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				　リンカの持ち場は天空の間だった。

				　これまで神聖な場という理由から警備区域から外されていたが、最近になって序列一桁の騎士が担当することになったのだ。

				　なんでも近々王城警備の大幅な見直しをするため、それに先駆けてのことらしい。

				　なぜ今なのか。

				　おそらく先日のグラトリオが起こした事件が大きな理由だろう。あんなことがあったのだ。敏感になるのもわかる。だが、王城騎士がひしめくこの場所に潜入しようなんて考える馬鹿はそうそう現れないだろうと思った。

				　それでも任務は任務だ。与えられたことはしっかりとこなさなければならない。

				　とはいえ、天空の間はさほど広くないので警備自体は簡単だった。加えて王城の中では一番高い場所とあって人目につきにくい。

				　少しぐらい体勢を崩したところで誰も気づかないだろう。そうリンカは決め込むと、壁に背を預けてずるずると腰を下ろした。

				　はぁ、とため息をつく。

				　先ほど屋敷で親と揉めたことが頭から離れなかった。本当に胸糞が悪かった。いくら奥歯を噛みしめてもなかなか怒りは収まらなかったが、あごが疲れてきて勝手に力が抜けた。だが、もやもやしたものは胸の中に残ったまま全然晴れてくれない。

				　リンカは自分の親が恥ずかしかった。

				　娘の安全を第一に考えることは親として当然なのかもしれない。……いや、当然なのだろう。だが、命の恩人に対してあの態度はどうかしているとしか思えない。

				　やりきれない思いが再びあふれ出てきそうだった。思わず親を憎んでしまいそうになるが、それ以上はいかないよう自制した。

				　なにがあったとしても自分を生んでくれた親だ。本心から憎むことはできなかった。

				　空を見上げる。

				　満天の空を埋め尽くすように星々が力強く輝いている。

				　あの時も、こんな風に星が綺麗な夜だった。

			  

				　　　　　　　

				

				　今から約十五年前。

				　まだ五歳の頃のことだ。

				「リンカ、もう少しだからな」

				　トリンドの操縦する飛空船に乗り、リンカはリヴェティア大陸の空を飛んでいた。

				　すでに日が落ちているため、周囲の様子はうっすらとしか窺えない。逆に星々の姿はよく見えた。まるで宝石のように輝いて空を彩っている。

				　飛空船には他にトリンドしかいなかった。

				　月に一度、母は顔見せのためにファルール大陸の実家に帰る。それにあわせてリンカはトリンドと共にアシュテッド家が所有する西方の領地で一夜を過ごすのが習慣となっていた。

				　ただ、今日は毎月の予定日から少しずれてしまっていた。

				　リンカは両足をぶらぶらさせながら隣のトリンドに尋ねる。

				「うん。でも、今日ってサイヤク日なんでしょ？　大丈夫なの？」

				「大丈夫だ。《災厄日》と言っても外縁部……大陸の外側で騎士が現れるシグルを片っ端から倒しちゃうからな」

				「じゃあ、安心だね」

				「ああ」

				　トリンドが力強くうなずいた、その時──。

				　視界が大きく揺れた。

				　さらに全身を強く叩かれたような感覚に襲われ、リンカは思わず目を瞑ってしまう。

				　再び目を開けた時、飛空船の外でうつ伏せになって倒れていた。土で擦りむいたのか、全身がひりひりする。

				　不恰好に着陸した飛空船が目に入った。前面はひしゃげ、左右の翼は折れてしまっている。

				　いったいなにが起こったのだろうか。

				「リンカ！」

				　トリンドの叫び声が聞こえた。

				　目を凝らすと、少し離れた場所で倒れている彼の姿が見えた。なにやら必死な顔でこちらに手を伸ばしている。

				　なぜトリンドはあんな顔をしているのだろうか。

				　頭がぼうっとしていて、リンカは未だ現状を理解できずにいた。

				　ふいに地鳴りのような音が聞こえてきた。リンカはつられて首を動かし、音のほうへと目を向ける。と、映った光景を前に思わず目を見開いてしまった。

				　巨大な生物がいた。

				　四足で大地に立つ様は獣のそれだが、こんなにも大きな体をしたものは見たことがない。

				　加えて、あの真っ黒な体──。

				　実際に見るのは初めてだったが、この生物がシグルだとリンカはとっさに悟った。

				　鼻上部から生やした極太の角をこちらに向けながら、シグルは猛烈な勢いで迫ってくる。大きな足が地面を叩くたびに、リンカは体が激しく揺れる感覚に見舞われる。

				　これからどうなってしまうのか。

				　やはり死んでしまうのか。

				　リンカは漠然としていた恐怖を明確に意識した途端、全身が強張るのを感じた。

				　ふと紫の光が視界に割り込んだ。

				　凄まじい轟音が聞こえたかと思うや、近くまで迫っていたシグルが地面を抉りながら不恰好に遠くへ吹き飛んでいく。いったいなにが起こったのか。

				　いつの間にか目の前に見知らぬ男が立っていた。

				「もう大丈夫だ、嬢ちゃん。お前は俺が護ってやる」

				　そう肩越しに告げられた。

				　男の大きな背中を見つめながら、リンカは問いかける。

				「おじさん、だれ？」

				「俺か。俺は……そうだな、どこにでもいる、ただのおっさんだ」

				　嘘だった。

				　ただのおっさんどころではなかった。

				　まるで激流を思わせる動きで濃紫の光を纏い、男は飛翔した。再び動き出した巨大なシグルの前にその身を躍らせる。瞬時に造りだした剣を片手で持ち、シグルの顎下に潜り込ませる。

				　全身を捻るようにして振り上げられたその一撃は、天まで届くのではないかと思うほどの凄まじい突風を起こした。

				　顎を抉られたシグルが慟哭する。静かな夜にその声はよく響いた。

				　それでも生気を失わないシグルに男はみたび斬りかかる。ぶつかっては弾かれ、またぶつかりにいく。男の一撃一撃が甲高い音を響かせる。

				　荒々しくも洗練された男の攻撃は着実にシグルの身を削っている。

				「リンカ、今のうちだ！」

				　駆け寄ってきたトリンドに手を引かれた。

				　リンカは立ち上がりながら空いた手でシグルと戦う男を指差す。

				「でも、あのおじさんが……」

				「あの人は騎士だ！　ここは彼に任せればいい！」

				　アウラを纏ったトリンドに荒々しく抱き寄せられた。空を翔け、その場から離れていく。

				　振り向けば、先ほどの男が未だシグルと戦っている。真っ暗な夜に幾つもの光の線が描かれては消えていく。

				　幼いリンカには、その光景がとても綺麗に思えた。

			  

				　　　　　　　

				

				　それから数日後。

				　リンカは自分を襲ったシグルが防衛線を突破して王都に進行中だった──のちにモノセロスと呼ばれることになった凶悪な存在であったこと。

				　そして命を救ってくれた男がリヴェティア史上最強の騎士と謳われる、ライジェル・トレスティングであることを知った。

			  

				　　　　　　　

				

				　あの大きな背中は今でも忘れられない。

				　そう思いながら、リンカは過去の記憶から意識を引き戻した。

				　ライジェル・トレスティングは自分が騎士を志すきっかけになった尊敬すべき人だ。

				　だからこそ──。

				　あの人の子が、ベルリオットであることが許せなかった。

				　ちょうどこの天空の間の下、王城前庭でのことだ。現国王であるリズアート誕生祭の折、モノセロス襲撃の記憶が蘇る。

				　突如、参戦したベルリオットが凄まじい勢いでモノセロスを斃していった。

				　素直にすごいと思った。目を奪われ、心が躍った。

				　彼がライジェルの子ではあることは有名だったし、リンカも知っていた。

				　やっぱり、あの人の子だ。

				　そんなことを思った直後だった。

				　ベルリオットが後ろへ受け流したモノセロスがこちらに突進してきたのだ。いきなりだったため、また流されることを想定していなかったため、リンカは直撃を受けた。

				　そして、左眼に傷を負った。

				　リンカは焼けつくような痛みに悲鳴を上げそうになったが、必死に堪えて身を起こした。

				　自分の不注意だ。

				　そう割り切って戦いの行方を追ったところ、残りのモノセロスと戦うベルリオットの姿を見て戦慄を覚えた。

				　彼は笑っていたのだ。周りで何人もの貴族、騎士が倒れているというのに。まるでモノセロスと戦うことが楽しいというような、狂気染みた顔だった。

				　結局、モノセロスは彼の手によってあっさり全滅した。

				　たしかに彼なくして事態は収拾できなかっただろう。だが、あれは……あんなのは自分の知る騎士ではない。

				　ライジェル・トレスティングとは似ても似つかない、ただ力に溺れただけの化け物だった。

				　当時のことを鮮明に思い出したせいか、リンカは左眼の傷がうずいた気がした。左眼の傷をそっとさすりながら空いた手で拳を作る。

				　たとえ周りの人間があいつを騎士と認めても、あたしは絶対認めない……！

			  

				　　　　　　　

				

				「ふぁ〜……」

				　夜が明けた。

				　リンカは警備の交代を終え、王城の大城門を抜ける。

				　寝不足だ。

				　帰ったらすぐに寝よう。そう考えたところで昨晩、親と喧嘩したことを思い出した。

				　このまま屋敷に帰ればこちらに非があることを認めたように思われるのではないか。そんな子どもじみた考えが生まれ、リンカはそれを尊重した。

				　寝床についてはどこかの宿泊施設を利用すればいい。ただ、その前に騎士団本部で警備の交代報告をしなければならない。

				　まったくもって面倒くさいが、それをしなければユングのねちねちとしたお叱りを受けることになる。それだけはなんともしても避けたい。

				　騎士団本部に到着した。

				　早朝とあってか、中の待機室はすかすかだった。

				　事務を担当する騎士に交代報告をしていると、そばに誰かが立った。眼鏡をかけた長身痩躯の青年。騎士団の団長であるユングだ。

				「アシュテッド卿、おつかれさまです」

				「……ユングさんっていつ寝てるの？」

				「よく寝ていますよ」

				「そんな風には見えないけど」

				「では寝ていないのかもしれませんね」

				「はぁ……」

				　この人は本当にいつもなにを考えているかわからない。

				　掴みどころがなさすぎて好きになれなかった。

				「まあ、そんなことよりも。警備のおつかれついでにひとつ頼まれてくれませんか？」

				「任務？　今眠いんだけど」

				「大丈夫ですよ。簡単な任務ですから」

				「なら」

				　仕方ないか、と思って聞くことにした。

				　そもそもユングが命令すれば、リンカは断れる立場にない。だが、この時ほど自分の軽率な判断を悔やんだことはなかった。

				　そして心の中で叫んだ。

				　どこが軽い任務なのだろうか、と。

			

	








			
				　九月二十六日（ガラトの日）

				

				　トレスティング邸の自室にて、ベルリオットは姿見の前でメルザリッテに着衣を手伝ってもらっていた。

				　身に纏うのは白い騎士服。胸元に描かれた交差する二本の剣を包み込む翼の紋様は、まぎれもなく王城騎士の証である。

				　ディザイドリウム大陸へ赴くのに格好が訓練校の制服というわけにもいかない。実力では問題ないが、相手側はそれを知らないため、軽んじているととられてしまう可能性がある。そのため、王城騎士の制服を借りることになったのだ。

				「仮とはいえ、まさかこれを着る日が来るとはな……」

				「どうしてですか？」

				「だって今まで訓練校でも落ちこぼれだったんだぞ。それが王城騎士候補に、しかも卒業前にこんなことになるなんて思いもしないって」

				「なるべくして、です」

				「でもな」

				「アムールの力のことをお考えになっているのでしたら、それは違いますよ。ベル様ならば、たとえアムールでなくとも王城騎士になるのは必然だったとメルザは思います」

				　上衣の皺、裾を伸ばしたあと、メルザリッテが手を離した。

				　こちらの後ろに立って姿見へ向き直ると、花開くような笑みを浮かべる。

				「とても似合っていますよ」

				　悪い気はしないが、ベルリオットはどうしても着心地に違和感があった。王城騎士の制服を着ることをまったく想像していなかったから、というのが一番の理由だ。

				　振り返って肩越しに自分の姿を確認してみる。やはりしっくりこないが、気にしても仕方ないかと違和感を頭の隅へ追いやった。

				　メルザリッテがぽつりとこぼす。

				「でも、本当にベル様だけで……」

				「俺が持ち出した話だしな」

				　もとはメルザリッテから聞いた話だったが、それをリズアートに伝えたのはベルリオットの意思だ。彼女に事を進めてもらうだけ進めてもらって自分は見ているだけ、というのは無責任だと思った。

				　なにより自分には青の光という強大な力がある。

				「誰かを導くとか、そういうのはやっぱ向いてないけどさ。俺がやれることはやろうと思ってる」

				　メルザリッテに向き直る。

				「だからメルザはリヴェティアを……あいつを見ててやってくれないか」

				「リズアート様ですか？」

				「ああ」

				　短く答えると、じっと見つめ返された。

				　彼女にとってベルリオットを護ることがなによりも優先すべきことなのは知っている。だが、今のベルリオットはアウラを使えなかった頃とは違うのだ。自分の身を自分で護るくらいはできる。

				　メルザリッテが、ふぅと息をつく。

				「わたくしとしてもここが落ちるのは困りますから。ベル様と二人きりの旅、楽しみにしていたのですが、今回は我慢します」

				　冗談交じりにそう口にすると、彼女は目尻を垂らしながら優しく微笑んだ。

				「悪いな」

				「いいえ、ベル様のお願いですから」

				　なんだかんだ言ってもやっぱりメルザは甘いな、とベルリオットは思った。

				　ふいにメルザリッテが難しい顔をする。

				「今のベル様であれば、モノセロス程度どうということはないでしょう。ただ、今のディザイドリウムの下降具合からすれば、さらに強いシグルが現れてもおかしくありません」

				「前にいたベリアルとかいう奴みたいなのか？」

				「あれは本来、上がってこられるようなシグルではありません。人為的な関与がなければおそらく出現はしないでしょう。それよりも、もっと厄介なシグルがいるのです。いえ、厳密にはシグルではないのですが……」

				「シグルじゃない、ってどういうことだ？」

				「アムールにはアミカスという仲間がいたでしょう。シグルにもそうした相手がいるのです。ドリアークというのですが、遠隔攻撃が苦手なベル様とは少々相性が悪いです」

				　シグルにも、アムールにとってのアミカスのような存在がいたとは知らなかった。

				　それにドリアークという名前も聞いたことがない。

				　ただ、そんなことよりも自分とは相性が悪い──つまり間接的に勝てないと言われたことがベルリオットは気になった。

				「遠隔攻撃が苦手だと相性が悪い……？」

				　こくり、とメルザリッテがうなずく。

				「《運命の輪》の周囲を取り巻く白の光はご存知ですよね」

				「ああ、近づくと切り裂かれるって奴だろ」

				「ドリアークもあれと似た物を身体に纏っているのです。ですから、《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》で攻撃するのが最適なのですが……」

				「《神の種子(メテオ・リーテース)》じゃダメなのか？」

				「ドリアークは高い俊敏性も持ち合わせているのです」

				　だから《神の種子(メテオ・リーテース)》を当てるのは難しい、と。

				　メルザリッテはそう言いたいのだろう。だが、ベルリオットにはまだ遠隔攻撃の手段がある。

				「じゃあ、この前教えてもらった《飛閃》はどうなんだ？　あれも近づかずに攻撃できるだろ」

				「もちろん《飛閃》でも攻撃は可能ですが……ベル様の《飛閃》はまだ完璧ではありませんから」

				「ま、まあそうなんだが」

				　メルザリッテに《飛閃》の存在を教えてもらって以来、練習を続けてはいるのだが、未だに収束が上手くいかなかった。飛距離も出ないうえに鋭さもない状態だ。

				「おそらく未完成のままではドリアークの身体に触れる前に消滅してしまいます」

				「一応参考までに訊くが、身体の硬度のほうはどうなんだ？」

				「そちらは大したことはありません。ギガントと同程度といったところでしょうか」

				「それぐらいか……」

				　無理をすればなんとかなりそうだな、と考えた直後、メルザリッテから低い声調で「ベル様」と釘を刺されてしまった。

				「ドリアークはモノセロスほどの巨大な体躯、その全身を包み込むほどの翼を持っています。もし遭遇してしまったら……その時は迷わずに逃げてください。たとえ、それでディザイドリウム大陸を捨てることになったとしても」

				「俺がうなずくと思ってるのか？」

				「いいえ。ですからお願いしているのです」

				　メルザリッテの憂い顔にベルリオットはひどく弱かった。

				　彼女が言うような状況になった時、自分はディザイドリウムを捨てて逃げられるのだろうか。

				　そう自問してみたものの、瞬時に無理だと思った。

				　だから──。

				「生きて帰るってことだけは約束する」

				「ベル様らしいです」

				「わかってただろ」

				「ええ。ですから、くれぐれもご無理なさらぬよう」

				　先ほどまでの張り詰めた空気はどこへやら、一転してメルザリッテが柔らかな笑みを浮かべる。

				　まったく……メルザには敵わないな。

			  

				　　　　　　　

				

				　飛空船は手配してもらっていたので無事に借りられた。

				　準備は万端と言っていい。

				　あくまで準備は、だ。

				　リヴェティア・ポータスの発着場に立ったベルリオットは目の前の飛空船を見つめた。座席が横に並んだ二人乗りの小型飛空船。傷はないどころか、新品同然の艶を放っている。

				　なにも問題はない。

				　仮に問題があるとすれば搭乗者である自分自身である。

				　──操縦ができない。

				　思わず額に手を当て天を仰いだ。

				　今からメルザリッテに頼んで同行してもらうべきか。いや、彼女にはリズアートを見てもらわなければならない。

				　他に頼めるとしたらナトゥールだけだが、彼女は彼女で今頃訓練校で授業を受けているはずだ。

				　ベルリオットは自分の無計画ぶりに嫌気が差した。

				　騎士団の誰かに頼むしかない。そう決めた直後──。

				「なにしてんの」

				　後ろから声をかけられた。

				　振り返ると、そこには赤の騎士服に身を包んだ女性──リンカ・アシュテッドが立っていた。

				　なにやらいつもよりさらに不機嫌な様子だ。なぜか目が充血しているが、そのせいで威圧感が増していた。彼女が小柄でなければ威圧だけで人を卒倒させていたかもしれない。

				「なんで隊長がここに？」

				　ベルリオットがそう訊くと、リンカが腰に手を当てながら吐き捨てるように語りだす。

				「誰かさんがディザイドリウムに行くからって、ついさっきユングさんから同行するように言われたの。徹夜で王城警護したあとだってのに冗談じゃない。これから寝ようと思ってたのに……」

				　言い終えるやいなや睨まれた。

				　リンカの言う〝誰か〟とは間違いなく自分のことだ、とベルリオットは思った。

				　徹夜明けに任務を言い渡されれば不機嫌にもなるだろう。

				「いや、俺は別に一人で」

				「あんた……今、誰の指揮下に入ってると思ってんの？」

				「えっと、あなたです」

				　単独でディザイドリウム大陸に赴くつもりでいたが、よくよく考えてみれば候補とはいえ王城騎士という組織の中に組み込まれているのだ。隊長としてリンカが同行するのは当たり前のことだった。

				　そうしたことが今の今まで頭からすっぽりと抜け落ちていたため、ベルリオットは自分がまだまだ子どもであることをあらためて思い知った。

				「すみません」

				　素直に謝ってみたものの、リンカの表情は相も変わらず不機嫌極まりないといった様子だった。

				「もうどうでもいい……ほら、さっさとして。あたし行きは寝るから」

				　リンカが飛空船の扉を横にずらし、そそくさと補助席に乗り込んでいく。

				　その姿を目にしながらベルリオットは先ほど悩んでいた、もとい解決しなければならない問題を思い出した。今、もっとも頼みごとをしにくい相手だが、他に選択肢はない。

				　意を決して口を開く。

				「あー……すごく言いにくいんですけど、俺、つい最近までアウラ使えなかったから飛空船の操縦できないんですよね」

				「は？」

				「なので、隊長が操縦してくれると助かります」

				　リンカが目をぱちぱちと瞬かせた。

				　それから頬をひくつかせたかと思うや、すっと無表情になる。

				「……あとで覚えときなさいよ」

			  

				　　　　　　　

				

				　やっと見えたな……。

				　王都ディザイドリウム特有の高層建築群が前方に見えてきた。

				　ベルリオットはほっと息をついた。シグルに襲われるのが怖かったから、飛空船が航行中に墜落しないか心配だったから、などという理由ではない。

				　ただ、リンカとの気まずい時間に終わりが見えたことに安堵しているのだ。

				　飛空船を操縦している彼女は今もなお前方しか見ていない。充血した目を細めながら無表情を貫いている。あからさまな怒りを顔に出していないことが、その不機嫌さをいっそう表しているようだった。

				　でも、まさか親父がこの人を助けてたなんてな……。

				　──幼い頃、リンカはライジェル様に命を救われたことがあるのです。

				　先日、リズアート一行がトレスティング邸を訪れた際、エリアスから聞いた話だ。

				　リヴェティア大陸に初めて出現したモノセロスをライジェルが倒したのは有名な話だった。だが、その裏でリンカがライジェルに助けられていたとは思いもしなかった。

				　エリアスやホリィが言っていたが、リンカはその時のことがきっかけで騎士を目指したという。つまりライジェルに憧れて騎士になることを志したということだ。

				　また親父か……。

				　ライジェルが悪いわけではないことはわかっている。だが、それでも今は亡き父親に愚痴の一つでも言ってやりたいと思ってしまった。

				　ただ、人を助けたことについては彼らしいと思った。

				　ライジェル・トレスティングという男は、人を護ることをなによりも大切にしていたのだ。ベルリオットは言い得ぬ安心感に胸が満たされる。

				　その親父の息子だからこそ俺を許せない……か。

				　リンカから直接聞いたわけではないが、エリアスの話から推察するにそういうことなのだろうと思った。とはいえ、それがわかったところでどうにかなるような問題でないことは理解している。

				　だからこそ、このリンカとの二人きりという状況に息苦しさを感じているのだ。

				「なに」

				　まじまじと見ていたわけではないのだが、視線を感じたらしい。

				　リンカに睨まれた。

				「いえ、なにも」

				　そうベルリオットが返すと、興味がなさそうにまたリンカが前を向いた。

				　王都ディザイドリウムが間近に迫るにつれ、その巨大さが徐々にあらわになってくる。

				　林立する建築物は一つ一つが相当な高さを持っている。王都リヴェティアの時計塔が一つ混ざったところでおそらく見つけるのは困難だろう。それほどの高層建築群だ。

				　また建物間の距離がほとんどないため、巨大な壁のように見えるのも特徴の一つだ。

				　王都リヴェティアとは違い、王都ディザイドリウムの中は飛空船での移動が可能になっている。規模が巨大ゆえ、ただのちょっとした買い物だけでも飛空船を使う者が多い。そのため、定められた経路である上、中、下の三層すべてが普段から混雑している状態だ。

				　王都ディザイドリウムの中からは、今もその三層に分けられた経路から多くの飛空船が絶え間なく出入りを繰り返していた。出て行くほうが多いように見えるのは明日がディザイドリウム大陸の《災厄日》だからだろう。

				　リンカが中層に飛空船を向かわせた。

				　多くの高層建築物が並んでいることもあり、中は陽の光が当たりにくくて薄暗かった。その代わりあちこちに街灯が設けられている。中には芸術的に灯を飾っている洒落た店も見られた。

				　上中下の三層を移動経路に使っているのはなにも飛空船だけではない。すべての階層の端──建築物に面する形で歩道が設けられ、多くの人に利用されている。人口の多さゆえか、その往来の激しさは小さな生き物がうごめくさまを彷彿とさせる。

				　他にもう一つ、移動手段が用意されている。

				　航路固定式移動船。通称、固定船と呼ばれる物だ。

				　これは言ってしまえば、単に従来の飛空船を軌条に引っ掛け、移動経路を限定させただけのものである。王都の内周、外周に軌条は敷かれ、一定間隔で設置された停留所に、ある程度決まった時間に固定船が停まる仕組みだ。

				　飛空船を動かすのが面倒な人や、目的地までの時間を安定させたい人が好んで利用している。

				「相変わらずごみごみとしてるな……」

				　雑踏とした外の景色を目にしながら、ベルリオットはぽつりと呟いた。

				　小さな声だったこともあるが、当然ながらリンカからの相槌はない。

				　目的地は王都の中心部にある王宮だ。

				　王宮は王都内でもっとも高く、今も見上げればその姿を目にすることができた。円柱型だが、塔と呼ぶには少し横幅がある。外壁に凝った模様は彫られていないが、多用された硝子が単純ながらも優雅さをかもし出している。

				　いくら王都が巨大と言っても王宮までは飛空船で飛べばすぐにつく距離だ。にも関(かか)わらず一向に到着する気配がないのは前を行く飛空船の多さゆえである。

				　おかげでリンカの機嫌がいっそう悪くなったのは言うまでもない。

				　ほどなくして王宮に到着した。王宮前に設けられた専用の立体発着場に飛空船を停め、王宮へと向かう。

				　巨大な正門には多くの人々が押し寄せていた。門衛が一人一人確認をしてから中へ通している。

				　なんでも簡単な行政事務は王宮内ですませてしまったほうが効率的だ、という理由から最下層の大広間まで一般に解放されているのだという。

				　ベルリオットはリヴェティア国王より遣わされた騎士である証明、王印の入った文書を門衛に提示することで王宮内へと通された。ディザイドリウムの政務官が王宮内を案内してくれる。

				　中はどこも光沢のある石材が床に敷かれていた。わずかに黄色みを帯びたそれは石そのものの模様を利用しているため、柄に均一性がない。それがまた良い味を出していて移動するたびに目を楽しませてくれた。

				　円形の床に乗る。

				　政務官が隅の水晶に手を当てアウラを注ぎ込んだ。ベルリオットたちを乗せたまま床が上へと昇っていく。こうした昇降式の床は王都ディザイドリウムのいたる所に設置されている。

				　最上階にほど近い階層で床から降り、応接間らしき場所に通された。

				　広くはない。調度品は向かい合うソファ、それに挟まれるように置かれた低いテーブルのみ。華美な装飾もないあっさりとした部屋だ。

				「ここでお待ち下さい」

				　そう言い残して、政務官が部屋から退室した。

				　リンカが早速とばかりにどすん、とソファに座る。

				「眠い」

				「じゃあ寝たらどうですか？」

				　無言で細めた目を向けられた。

				　時と場所を考えろ、と言いたいのだろう。まったくもってその通りで、ベルリオットは自分の安易な発言を悔いた。

				　それから待たされること半刻程度。

				　慌しく扉が開けられた。リンカが弾かれるようにして立ち上がる。

				　誰が来たのか、とベルリオットも身構えたのだが──、

				「お、お待たせしてしまって申し訳ありませんっ」

				　入ってきたのは少年と思しき者だった。

				　背はリンカよりもほんの少し低いぐらいか。あどけなさを残した顔立ち。ゆったりとした緑基調の長衣に身を包み、短髪の上にはふんわりとした大きな帽子を被っている。

				　がばっと勢いよく少年が頭を下げる。

				「あ、申し遅れました。わたしはディーザの宰相を務める、ラグ・コルドフェンですっ」

				　ずり落ちそうになった帽子を押さえながら、再び頭を上げた。

				　リンカと共にベルリオットは唖然とした。

				　言葉が出ない。

				　そんなこちらの反応を見て、ラグと名乗った少年が恥ずかしそうに語りだす。

				「あの、こんな体型ですが、わたし一応二十二歳なんです」

				「う、うそだろ……」

				　この少年、もとい青年の実年齢を知り、ベルリオットは思わず耳を疑ってしまった。

				　これで俺より年上だって……？

				　おそろしいまでの童顔だ。

				　ふと視界の端で、リンカがわずかに口元を緩めたのが見えた。

				　明らかに勝ち誇った顔だ。

				　身長で勝ったことに優越感を覚えたのだろうか。そうだとしても、あまり変わらないというのが第三者の率直な感想だった。

				「あはは……よく子どもと間違われます。ですが正真正銘、わたしがディーザの宰相です」

				　グラトリオが起こした事件後。

				　ディザイドリウムの宰相を務めていたビシュテーは黒導教会と繋がっていたことから刑に処されたと聞いた。つまりラグはビシュテーの後任ということか。

				「なんかすまなかった……いや、失礼しました」

				「お気になさらないでください。宰相とは言っても、まだ就いたばかりの若輩者ですから。それよりも、どうぞお掛けになってください」

				　促され、リンカ共どもベルリオットはソファに座った。

				　それを確認してから、ラグも座る。

				「このたびは、我がディザイドリウムのために応援に駆けつけて下さってありがとうございます。お二人は屈強と名高きリーヴェの王城騎士様とお見受けしますが」

				　そう言えば名乗っていなかった。

				　ただ着ている騎士服のためか、リンカだけでなくベルリオットも王城騎士と勘違いされていた。ベルリオットは王城騎士ではなく、まだ候補の身だ。とはいえ、王城騎士でもない者が応援に来たとなればいい気はしないだろう。

				　嘘はつきたくないし、どう答えたものかと考えていると、

				「はい。自分はリヴェティア騎士団序列十位のリンカ・アシュテッドです。あと、この者はわたしの部下です」

				　とってつけたような紹介をリンカにされた。

				　なにか不当な扱いを受けている気もしたが、候補であることを知らせずにすんだのだ。結果的に良かったと思うことにした。

				　と、なにやらラグが目をきらきらと輝かせている。

				「《紅炎の踊り手》と呼ばれている、あのリンカ・アシュテッド様ですか？」

				「そう呼ぶ人もいるみたいです」

				　リンカの答えに、ラグが「おぉ〜」と感嘆の声をあげた。

				　容姿のせいで子ども扱いをされるとラグは言っていたが、この性格が勘違いされる一番の原因ではないだろうか。それにしても他大陸の騎士の二つ名まで知っているとは、さすが宰相といったところか。情報は持っているようだ。

				　それに比べてベルリオットは自国の王城騎士名すらろくに覚えていないという体たらく。我ながら情けなかった。

				「これはなんと心強い。リヴェティアも《災厄日》が近いというのに、これほどの方を送って下さるとは……」

				　ラグが未だに感動していた。

				　ベルリオットは初め、リンカが同行することに不安を覚えていた。だが、このラグの態度を見ていると、彼女がついてきてくれて本当に良かったと思えた。

				　少しばかり……いや、かなり気まずいが。

				　ふいに、ラグが視線を落とした。

				「大陸の上昇量が弱まって以来、シグルが頻繁に現れるようになったため、ディーザ騎士団の損耗が目に見えてひどくなっています」

				　ディザイドリウム騎士団の団員数はたしか四万を超えている。リヴェティア騎士団が一万であることから、その規模の大きさは想像しやすい。

				　当然、防衛線に配置されている騎士の数も相応に多いが、それでも宰相の顔をかげらせるほどの被害が出ているのだ。相当、切羽詰っているのだろう。

				「ですから、あなた方のような優秀な騎士様のお力添えをとても心強く思います」

				　いつの間にか、ベルリオットも優秀な騎士に含まれていた。

				　少しばかり良い気になってしまった自分は本当に小さい人間だな、と思った。

				　気を引きしめると同時、あることを訊いてみる。

				「やっぱり移住は無理なんですか？」

				「現状、難しいですね。大陸の高度が下がってはいるものの、幸い王都そのものには被害は出ていません。ですから騎士団幹部を初めとして高官の皆様も問題ない、と」

				　ディザイドリウム騎士団の頑張りが逆に仇となってしまっているのか。

				　王都が平和であればあるほど移住は遠のいていく。その間にも大陸はどんどん下降していき、事態は深刻化。ついには移住する間もなく……。

				　そうならないためにも、一刻も早く移住計画を進めなければならない。

				　ラグが話を続ける。

				「わたしは移住について肯定派です。リズアート女王陛下の仰る《運命の輪》に異変が起こっているという話は、今のディザイドリウム大陸の下降について説明できます。確たる証拠はないと仰ってはいましたが、それでもわたしはなんとなく感じているのです。ディーザがもう長くないことを。本当は他の方たちも感じていることと思います」

				　言って、ラグがうつむきながら合わせた両手を握りしめた。

				「もちろん、すべてが嘘であって欲しいという思いはあります。ですが、それ以上に本当の危機に瀕した時、命を奪われるのはディーザの民であることを考えると、わたしは今すぐにでも動くべきだと思っています」

				　いつの間にやら顔を上げたラグが熱のこもった目でじっと見つめてきた。

				　その迫力に気圧され、ベルリオットはほんのわずかに身構えてしまう。

				「あっ……失礼しました。あはは……わたし、どうも自論を語りだすと熱が入ってしまう癖が昔からありまして。お見苦しいところをお見せしました」

				　恥ずかしいとばかりにラグが後ろ髪をかく。

				　このラグ・コルドフェンという男。

				　誰もが信じないような話を……《運命の輪》の異変やそれによって生じる大陸落下説について理解を示している。身なりは子どものそれだが、内に秘めたものは相当なものなのかもしれない。

				　ラグがゆっくりと立ち上がる。

				「とりあえず騎士団本部のほうへご案内いたします。防衛戦の配置については騎士団の方々が管理していますから」

			  

				　　　　　　　

				

				　ラグに続いて、ベルリオットはリンカと共に王宮内を歩く。

				「《運命の輪》に異変が起きてるとか移住とか。まったく聞かされてないんだけど」

				　リンカがぼそりと呟いた。

				　そういえば彼女には諸々の事情を話していなかった。というより、ユングが任務を言い渡した時点でリンカにも伝わっていると思っていた。

				　いずれにせよ事情は話すべきだろう。ただ、信じてもらえるだろうか、という不安が先行して思わずためらってしまう。

				　その一瞬の躊躇にリンカが言葉を割り込ませてくる。

				「ディーザがこれまで以上に下降してるから《災厄日》はもっと厳しい状況になるかもしれない。だからあたしたちが応援に来た。この背景が、それってことでいいの？」

				「……おおむねそれで合ってます。てか、信じるんですか？」

				「陛下の名前が出てる時点で信じるもなにもないでしょ」

				　王城騎士の主君であるリズアートの意思は絶対だ。そこに議論の余地はない。

				　だが、それにしたってあまりにもあっさりと受け入れすぎだろう。そんなことをベルリオットが思っていると、リンカが「それに」と話を継いだ。

				「状況がどうなったって騎士がやらなきゃいけないことは変わらない」

				　無表情で放たれた言葉だったが、瞳には強い意志が宿っていた。

				　リンカのただならぬ雰囲気にベルリオットは思わず気をとられ、足を止めてしまう。が、前方から聞こえてきた話し声にすぐさま意識を引き戻された。

				「これは宰相閣下殿。こんな所で会うとは奇遇ですな」

				「四騎士様！　ちょうど良かった。これから騎士団本部へ向かうところだったんです」

				　ラグの前に四人の男が立っていた。

				　見た限りでは全員が三十歳以上といったところか。ディザイドリウム騎士団の基本色である緑の騎士服を着込み、大層なマントを肩から後ろへとなびかせている。

				　リンカと共にベルリオットが様子を窺っていると、ラグが思い出したように振り返った。

				「紹介します。こちらはディーザが誇る《四騎士》の皆様です」

				　ラグの紹介を受けた《四騎士》たちが、一斉にベルリオットとリンカを値踏みするように頭のてっぺんから足の先までじろじろと見つめてきた。

				「長兄のジャノ・シャディンだ」

				「俺は次男のヴェニ」

				「三男のドルーノ」

				「四男、カルージ」

				　兄弟ゆえか。

				　全員、目の彫りが深いという共通点があった。

				　長兄のジャノは顎鬚と後ろに流した髪、ヴェニは禿頭と眉毛なし、ドルーノはふさふさのもみあげ、カルージは割れた顎がそれぞれ特徴的だ。

				　名前こそ覚えていなかったが、ディザイドリウム騎士団の《四騎士》はさすがに聞いたことがあった。その呼び名は四人が実の兄弟であることが由来だったはずだ。

				　数の多いディザイドリウム騎士団の中でも彼らの能力が飛びぬけて高いとのことで、東西南北の防衛線を一人ずつ分担して守護しているのだという。

				　立ち居振る舞いだけでなく、覚える威圧から彼らの強さのほどはひしひしと感じていた。実際に戦っているところを見てみなければはっきりとは言いきれないが、おそらくリヴェティアの序列一桁の騎士にも引けを取らない実力を持っている。

			

	








			
				　中でも長兄のジャノは別格だ、とベルリオットの本能が告げていた。

				　それにしても彼らのやつれた顔が気になった。ディザイドリウム大陸の高度低下によってシグルとの戦闘が激化しているせいだろうか。

				　次男のヴェニが一歩前に出てきた。

				「して宰相閣下殿。そちらは？」

				「リヴェティア騎士団より応援に駆けつけてくださいました。リンカ・アシュテッド様と──」

				「我らがいる限り、このディザイドリウムに危害が及ぶことはない。他大陸の応援など不要だ」

				　ジャノが低い声調で言い放った。

				　この反応を見る限り、リヴェティアからの援助を承諾したのは宰相であるラグの独断だったということか。少なくとも《四騎士》に歓迎されていないのはたしかだった。

				「ですが、大陸の高度低下により騎士の皆様方に疲労がたまっていることはまぎれもない事実でしょう。《四騎士》の皆様も顔色があまり優れないご様子。ここはリーヴェの温情をありがたくお受けすることが──」

				「若造が。勝手な真似を」

				　ジャノが吐き捨てるように言った。

				　うつむいたラグが続きを口にすることはなかった。下唇を噛みながら両拳を握りしめている。

				　ディザイドリウムは全大陸中もっとも平均高度が低いことから常に過酷なシグルとの戦いを強いられているため、騎士団の影響力が大きい。

				　ラグが宰相を務めることになったのは、もしかすると騎士団との間に生まれる厄介事をすべて彼に押しつけるためではないか。

				　そう思ってしまうほど、目の前の光景から明確な力関係が見て取れた。

				「応援に来た騎士が、かの《剣聖》であったならば我らも顔を立てるのもやぶさかではなかったが」

				「いやいや、兄上よ。《剣聖》が亡くなってからと言うもの、もう十年は経っているのだ。今や我らのほうが格はもちろんのこと、実力は上だろうて」

				「亡き者になったから余計に美化されているのだろうな」

				「それもそうか」

				　ジャノが納得したように鼻を鳴らした。

				　彼らの言う《剣聖》とは、もちろんベルリオットの父親であるライジェルのことだ。そして父親のことを蔑ろにされているのだが、別段馬鹿にされているわけではないので怒りは生まれなかった。

				《四騎士》たちの会話はなおも続く。

				「そう言えば、最近は《蒼翼》とかいうのも出てきたそうだな」

				「乱心したグラトリオを倒したとかいうやつか」

				「グラトリオを倒したともなれば相当な実力なのだろうが」

				「しかしグラトリオも《剣聖》についぞ敵わなかった男ではないか。結局はその程度よ」

				　他のことだったならば、まだ堪えられたかもしれない。だが、ライジェルとグラトリオを比較したそしりだけはどうしても許せなかった。

				　グラトリオを殺した張本人である自分が怒る資格なんてないのかもしれない。

				　ただ、彼がどんな悩みを持っていたのかを嫌と言うほど知ってしまっているから。

				　どれだけ苦しんでいたのかも知ってしまっているから。

				　彼らの放った何気ない言葉にベルリオットは感情を激しく揺さぶられた。

				「あんたらになにがわかるっていうんだよ……」

				「ん？　なにか言ったか？」

				　ジャノが凄みを利かせた声で聞き返してくる。

				　先の言葉ははっきりと聞き取れているはずだ。だから、その挑発的な物言いはわざとしているのだとわかった。上等だとばかりに食いかかろうとした、その時。

				「抑えなさい」

				　リンカの静かな声が思考に割って入ってきた。

				「けどっ！」

				「あたしたちはリヴェティアを代表して来てるのを忘れないで。今ここで怒りに任せた行動でもしてみなさい。陛下に迷惑がかかるでしょ。ていうか……あたしだって我慢してるのよ」

				　言われて、リンカが全身を震わせていることに気づいた。

				　彼女もなにかに耐えているのだ。元同僚のグラトリオを罵られたことか、はたまた彼女が命を救われたというライジェルを引き合いに出されたことか。

				　怒っているのは自分だけではない。

				　それを知って、ベルリオットは少しばかり気持ちが落ちついた。

				　やりきれない思いはある。だが、リンカの言うとおり今の自分の立場を考えれば暴走することで多くの人に迷惑がかかってしまう。そう思うと急速に頭が冷えていった。

				　面白くない、とばかりにジャノが息をつく。

				「ふむ……まあ聞かなかったことにしておこう。とにもかくにも、ディーザに我ら《四騎士》がいる限り手助けは無用ということだ。わかったら早々に帰られよ」

				　そう告げるや、ジャノはラグに向き直る。

				「では宰相閣下殿。我らはこれより外縁部へ向かうので失礼する」

				「は、はい。ご武運を」

				　マントをひるがえして歩き出したジャノに続き、弟たちも去っていく。

				　彼らの姿が見えなくなると、ラグがこちらに向き直って勢いよく頭を下げた。

				「ご無礼をお許し下さい。そしてわたしの手違いでお二方に無駄足を踏ませることになってしまって……なんとお詫び申し上げてよいか」

				　ラグによって受諾されたリヴェティアの援助は、大陸の防衛戦を管轄するディザイドリウム騎士団によって拒否された。つまりベルリオットとリンカは応援に駆けつけたのに防衛戦に参加できないということになる。

				　その辺りの手違いに思うところはある。だが、明日の《災厄日》まで日数があまりなかったことや、ラグの騎士団を心配する気持ちを思えば理解できた。

				「いや、まあ事情は大体わかったし、あれじゃ仕方ないでしょう」

				「お恥ずかしいところをお見せしました。はぁ……今は上辺を気にしている場合ではないのに」

				　しゅんっとラグが肩を落とした。

				　苦労しているな、とベルリオットは他人事のように思った。

				　なんとか立ち直ったラグが申し訳なさそうに提案してくる。

				「せっかく来て下さったのです。今日のところはゆっくり休まれてから明日お帰りになってはいかがでしょうか。もちろん部屋のほうはわたしが手配しておきます」

				「いや、防衛戦に参加しないのにそこまでしてもらっちゃ悪いですって」

				「言い方を変えさせていただきます。このままですと我らディーザがあなた方を追い返した形になってしまいますので」

				　つまり、応援部隊を派遣した本人であるリズアートに泥を塗る形になってしまうので、それだけは避けたいというわけだ。

				　リンカが肩をすくめる。

				「まさしくその通りなんだけど……そういうことなら」

				「ご慈悲、感謝いたします」

				　ラグが深々と頭を下げた。

			  

				　　　　　　　

				

				　──夜までには部屋を手配しますので、それまで王都を観光なさってはどうでしょう。

				　そうラグに勧められ、ベルリオットは街に繰り出したのだが……。

				「なんでついてきてんの」

				　前を歩くリンカが振り返り、ぎろりと睨んできた。

				　ここは王都内周の中層通路だ。近くに固定船の停留所があるため、人の往来に波がある。今は比較的少ないほうだが、それでも道行く人は多い。

				　ベルリオットは足を止め、答える。

				「いや、一応任務で来てるから離れるとあれかな、と」

				　正直に言うと、どう時間を潰せばいいかわからなかったのだ。

				　時代の先を行く王都ディザイドリウムにベルリオットは憧れのようなものを抱いているが、同時に居心地の悪さも感じていた。

				　周囲を見回せば若者が多く、服装は洒落た色合いの物が多い。中にはベルリオットには到底理解できない不可思議な格好をしている者もいる。

				　全大陸で流行るものは大半がディザイドリウム発信と言っても過言ではない。それゆえ、流行に疎い身としては、ただ歩くだけでも取り残されているような感覚に見舞われてしまうのだ。

				　まだ数えるほどしか訪れたことがないのも馴染めない理由かもしれない。

				　初めて訪れたのはライジェルが生きていた頃……つまりベルリオットがまだ幼い頃だった。身長が低かったからか、林立する巨大な建築物たちが今よりももっと大きく感じて心躍ったものだ。

				　はぁ、と呆れたようにリンカがため息をついた。

				「いらないところで任務の話を持ち出さないで。もうほとんどあってないようなものでしょ。ていうかあんた、あたしに嫌われてる自覚あるの？」

				「……まあ一応」

				　リンカの直接的な物言いに、ベルリオットはわずかに淀みながら答えた。

				　もちろん自覚はある。こちらに非があることも理解している。だからこそ彼女との関係をどうにかしなければならないと思っているのだが、如何せん明確な解決策が思いつかないため、頭を悩ませるだけに留まっていた。

				「荷物持ち」

				「へ？」

				「荷物持ちしろって言ってんの」

				　買い物でもする気だろうか。

				「それぐらい別に構わないですけど」

				　媚を売るわけではないが、なにもしないよりはましだと思った。なにより今の手持ち無沙汰な状態をどうにかしたかった。

				　そんな軽い気持ちで承諾したのだが……。

				「覚悟してなさい」

				　口の端をわずかに吊り上げたリンカを見て、ひどく嫌な予感がした。

			  

				　　　　　　　

				

				　ベルリオットは約束を交わしたことを早々に後悔した。

				　王都内でも特に人気の飲食店や服飾店が並ぶ王都西方の上層。そこでリンカが片っ端から店に入っては大量の品を購入して出てくる、という作業にも似た買い物を始めたのだ。

				　今もまた彼女から新たな荷物を手渡され、ついに両手がふさがった。

				「そろそろやめたほうが」

				　こちらの忠告など意に介した様子もなく、リンカは別の店に入っていく。

				　そして追加。

				「いや、あの」

				　さらに追加。

				「ま、まだ買うのか」

				　リンカは止まらない。

				「いい加減に──」

				　話を聞いてくれない。

				「ぐっ」

				　ついにベルリオットは抵抗することを諦めた。結果、両手だけでなく両腕、肩まで荷物をかけるはめになった。重い、重すぎる。

				　たまらずベンチに荷物を置き、自身も座った。

				「てか持って帰れるのかこれ……」

				「近くに運び屋があるから、そこまで運んで」

				　運び屋は大陸間の運送を生業にしている。ただ、高価な物ほど盗難の恐れがあるため、利用する際には細心の注意を払わなければならない。

				　国家指定の運び屋であれば保証はつくが、その分料金が高い。ただ、リンカは王城騎士だ。金に不自由はしていないはずだから、おそらく指定の運び屋を利用するだろう。

				　とりあえずもうひと踏ん張りするか、と思いながらベルリオットが立ち上がった、その瞬間。リンカが「あっ」と思い出したように声をあげた。

				　何事かと思いきや彼女は近くの店へと入っていった。……まだ買うつもりなのだろうか。

				　ベルリオットが呆れていると、間もなくして中から店員を連れたリンカが出てきた。その手には二着の衣服が握られている。

				　どちらも上衣とスカートが繋がったものだ。一方は白色基調で胸元や腰周りに取りつけられた青い花の装飾が、もう一方は明るめの赤色基調で裾に施された簡素な刺繍が特徴的だった。

				　リンカが無表情で訊いてくる。

				「どっちが良いか選んで」

				「お、俺が？」

				　嫌っている相手に選んでもらうとはどういう心境の変化だろうか。

				「いいから」

				　ためらっていると催促された。

				　とりあえずリンカに抱く印象通り、ベルリオットは赤色のほうを指差した。

				　すると──。

				「じゃ、こっち」

				「なっ」

				　選んだのとは別のほうを掲げられた。それを近くまで来ていた店員に手渡し、彼女は再び店内へと戻っていく。

				　……どんな嫌がらせだ。

				　彼女に負い目を感じていなければ、とっくに怒りが爆発していたことだろう。実際、今も憤りは感じているが、もうそれを通り越して呆れたというのが本音だ。

				　ベルリオットはため息をつきながら、立ち上がろうとした体をまた椅子に預けた。

				　楽な体勢で寄りかかっていると、視界の端で気になる店を見つけた。他の店と同じく正面が硝子張りだが、売られている物が違う。

				　飛空船だ。

				　しかも展示された物は見たことがない形状をしている。

				　一人乗り用で縦に長い。船体は極限まで削られ、翼もやや短めだ。座席も従来通りの腰を下ろす形ではなく、どうやらまたいで乗る形らしい。

				　飛空船の前に置かれた小さな板になにか書かれている。

				　目を細めて凝視する。

				『あのラヴィエーナが新たな飛空船を発明！』

				　その名前から飛空船を発明したベッチェ・ラヴィエーナを思い出すが、彼女は遠い昔の存在だ。さすがに生きているはずがない。

				　おそらく当代のラヴィエーナのことだろう。

				　どうやら飛空船はまだ試作段階らしく、実際に売られているわけではないようだった。だが、無駄な肉を削いだようなその洗練された形状に、ベルリオットは思わず心惹かれてしまった。

				　時間も忘れ、じっと見つめ続けていると近くから物音が聞こえてきた。

				　リンカだ。

				　いつの間にやら戻っていたらしく、先ほど購入した服をベルリオットのそばに置いた。

				「乗れない癖に」

				　そう言い残して、リンカが背を向け歩き出した。

				　どうやら飛空船に熱い視線を送っていたのを見られていたらしい。

				「……」

				　──帰ったら絶対に乗れるようになってやる。

				　リンカの後ろ姿を睨みながら、ベルリオットはそう決意した。

			  

				　　　　　　　

				

				　外がすっかり暗くなった頃。

				　荷物持ちという名の嫌がらせを受けたベルリオットはリンカと共に王宮に戻ると、政務官に勧められるがまま入浴と食事をすませた。

				　浴室はとても広くて心地よく、また料理はとても美味かった。満足としか言いようがない。

				　その後、寝室に案内された。踏めばわずかに沈み込む絨毯、傷一つない壁、光沢のある木材の調度品、と良質な物が取りそろえられている

				　そこまでは良い。というより最高だが……。

				　なんと二人部屋だった。しかも並んだベッドは密着こそしていないものの、手を伸ばせば届く程度の距離しか空いていない。

				　思わず絶句した。

				　ちなみに二人してすでに寝衣姿でいつでも寝られる状態だった。

				　ベルリオットは気持ちを切り替えて提案する。

				「別の部屋を用意してもらいます。こんだけ広い王宮なんだし、部屋の一つや二つぐらいどうにか──」

				「逆に王宮だから遠慮するでしょ」

				　まったくもってその通りだった。

				　とはいえ、どうしたものか。

				　別にどうこうするつもりはないが、リンカは女性だ。

				　男女が同室で寝るのはあまりよろしくない。そんなこともわからないラグには色んな意味で驚いたが、あの体格と性格を思い出すと妙に納得してしまった。

				「あたしはあんたを意識しない。あんたもあたしを意識しない。あたしたちはそういう関係」

				　リンカが奥側のベッドに寝転んだ。こちらに背を向けながら毛布の中にもぞもぞと潜り込む。

				　あまりに淡白なその態度に、ベルリオットは先ほどまで頭を悩ませていたのが馬鹿らしくなった。

				「早く灯消して。眠い」

				　今朝、リンカは夜間の王城警護からそのまま来たと言っていたから相当な眠気に襲われているのだろう。そんな中、買い物を優先したのは女の性だろうか。

				　ベルリオットはあまり眠くなかったが、彼女を労うためにも合わせようと思った。

				　灯を消す。

				　と、すぐにリンカからすぅーと静かな寝息が聞こえてきた。

				　……寝るの早すぎだろ。

				　部屋を用意するしないの件(くだり)も、もしかすると早く寝たくてどうでも良かっただけなのでは、と思ってしまった。

				　ベルリオットもベッドの中に潜り込んだ。

				　リンカのほうを向くのはなんだか抵抗があったので背を向けることにした。

				　目を瞑る。

				　今、外縁部ではディザイドリウムの騎士たちが必死にシグルと戦っていることだろう。そんな中、自分はこんなにもゆったりとした時間を過ごしていていいのだろうか。

				　そんな思いが芽生えたが、現状では手を出すことができないのだ。

				　どうしようもない。

				　ただ、あの四騎士がいれば、よっぽどのことがない限り防衛線が破られることはないと思った。いけ好かない人たちだったが実力はたしかなはずだ。

				　それにディザイドリウム騎士団一番の強みである数の多さもある。

				　きっと大丈夫だ。

				　そう自分に言い聞かせたものの、胸のざわめきは一向に収まらない。

				　色々考えているうちにかなりの時間が経っていた。体感ではあるが、おそらくもう日付が変わっている。それでもまだ眠気はやってこない。

				「ねえ」

				　ふいにリンカから声がかかった。

				　今起きたのだろうか。それとも本当は眠っていなかったのか。

				　どちらにせよ彼女に話しかけられたのが意外で思考を中断させられた。

				「なんですか」

				　こたえる。

				　聞こえているはずなのに、なかなか返事がなかった。

				「あんたにとって騎士ってなに」

				　ようやく返ってきた言葉に、ベルリオットは全身が硬直するのを感じた。

				　俺にとっての騎士……。

				　なぜ彼女はそんなことを訊いてきたのか。考えるよりも早く頭に浮かんだ言葉があった。

				　──誰かを護ってやれる、そんな男になれ

				　亡き父ライジェルが最後に残した言葉だ。

				　どれだけ彼を恨んでいた時期があったとしても、やはりベルリオットの根底にあるのは、この言葉が意味するものだった。だが、力がなかったばかりに、いつしか貪欲に力を欲し、あげくにはどうして力を求めていたのかすら忘れてしまっていた。

				　そして目覚めた力に溺れてしまい……。

				　結果、今、そばにいる彼女を──。

				　リンカ・アシュテッドを傷つけてしまった。

				　そんな自分が、騎士は誰かを護るためにある、などと答えるのはあまりにも都合が良すぎるのではないか。

				「俺は……」

				　必死に答えを探すが、次の言葉がなかなか出てくれない。

				　そうして返事に窮していると、廊下から慌しい足音が聞こえてきた。

				　何事かと考えるよりも早く、ベルリオットはベッドから飛び起き、騎士服を着込んだ。リンカも同じだった。

				　今が深夜か早朝かはわからない。だが、一つたしかなことはこんな時間に王宮内で大きな音がたてられることは通常ありえないということだ。

				　つまり、非常事態であることを意味していた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ベルリオットはリンカと共に廊下に出る。と、慌しく行き交う政務官や騎士たちの姿が目に飛び込んできた。

				　やはりただ事ではない。

				　と、三人の政務官を引き連れたラグがこちらに向かってくるのが見えた。

				「王都中心部に避難するよう指示を。万が一に備え、大陸間の移動も考慮に入れてください」

				「閣下は？」

				「これから陛下のもとへ向かいます。進言しなければならないことがありますので」

				　てきぱきと指示を出すラグの姿からは、昼間とは別人のような凛々しさが感じられた。

				　了解の意を示した政務官たちが早々に散っていく。

				　ラグの前にリンカが歩み出る。

				「なにがあったの？」

				「……アシュテッド様」

				　一瞬目を泳がせたのち、ラグは口を開く。

				「南方防衛線にモノセロスが出現しました」

				　リンカが目を見開いた。

				　ベルリオットも同じ気持ちだったが、王宮全体に感じる慌しさからやはりという思いもあった。

				「ジャノ様がなんとか押さえてくれていますが、形勢はあまりよくないようです。今、王都常駐騎士から編成して応援を──」

				　ラグの発言中、リンカが荒々しくアウラを取り込んだ。放出と共に光翼が模(かたど)られるや、脇目も振らずに通路を翔け抜けていく。

				「お、おいっ！」

				　ベルリオットが止める間もなく彼女は去ってしまった。

				　いつも不機嫌な顔ばかりしていた彼女だが、自分よりは冷静な人だと思っていた。が、どうやら違ったようだ。

				　相手はあのモノセロス。リンカ一人で行かせるわけにはいかない。

				　彼女のあとを追いかけようとベルリオットもアウラを取り込もうとした、その時。

				「お待ちください！」

				　ラグから止められた。

				「今、あなた方がいかれてはリーヴェ、ディーザ両騎士団の関係が悪化する可能性があります！　どうかわたしが話をつけるまで今しばらくお待ちを！」

				「そういうこと、もう言ってられる場合じゃないだろ」

				「まだ南方が落ちたわけではありません。ジャノ様なら、きっと──」

				「閣下！」

				　遠くからラグを呼ぶ声が聞こえた。

				　一人の政務官がアウラを使って飛んでくる。彼は切羽詰った様子でラグのそばまで来ると、纏っていたアウラを四散させた。

				「申し上げます。南方を除いたすべての防衛線がモノセロスによって突破されたとの報告が騎士団から入りました」

				「なっ」

				「数は北が二、東が一、西が一。計四体のモノセロスが王都へ進行中とのこと……！」

				「そんな……」

				　ラグが絶句していた。

				　無理もない。ディーザが誇る《四騎士》の内三人が敗れ、残ったジャノも南方防衛線でモノセロスと交戦中だ。遠からず王都へ到達するモノセロスに対応できる騎士は今のディザイドリウムにはいない。

				　たった一人を除いて。

				　未だ放心するラグに向かって、ベルリオットは言う。

				「ラグさん……あんた言ってたよな。本当の危機に瀕した時、命を奪われるのはディーザの民だって。今が、まさにその時かもしれないんだぜ」

				　初対面だと言うのに、ラグはディザイドリウム大陸への熱い気持ちを語ってくれた。今回の──応援部隊の手違いが生まれてしまったのも、この気持ちが先行してしまったがゆえだろう。

				　ディザイドリウム内での色々なしがらみがラグの行動をしばっているのかもしれない。だが、今はそんなことを理由にしている場合ではない。

				「政のことは俺にはよくわからない。けど、今、助けられる命とどっちが大切かってことぐらいは……もう迷わずに答えられる」

				　言って、ベルリオットはラグを見据えた。

				　思うところがあったのか、ラグがうめきながら後退さる。

				　もう行くと決めた。

				　止まるつもりはない。

				　ベルリオットはアウラを静かに取り込んでいく。徐々に量を増やしていき、一気に放出する。と、アウラという名の青い光が勇壮な翼を造りだした。

				「そ、その青の光は、翼は……！」

				　ラグが瞠目する。

				「蒼翼のベルリオット……あなたが……」

				　どうやら彼は、リンカだけでなくベルリオットの二つ名も知っていたようだった。

				　本当に有名になったものだ。

				　だが、今はそれに感じるものはなにもない。他にするべきことがあるからだ。

				　ベルリオットは飛翔し、通路内を移動しはじめる。と、ラグの叫び声が後方から聞こえてきた。

				「このラグ・コルドフェンがすべての責任を持ちます！　ですから、どうかこのディーザをお救いくださいっ!!」

				　その言葉に、ベルリオットは人知れずうなずいた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ベルリオットは王宮の上空から王都全体を見回した。

				　時間的には夜が明ける前ぐらいだろうか。普段なら灯がなくてもおかしくはない時間帯だが、今の王都にはそこら中に灯が見られた。

				　騎士に誘導されるがまま民たちが王都中心部へと避難している。

				　リンカはおそらく南方防衛線に向かった。

				　彼女の左眼を傷つけてしまった負い目もあり、ベルリオットは今すぐにでも彼女のあとを追いかけたかった。だが、モノセロスが南を除いた防衛線から王都に進行中だという。

				　計四体。

				　放っておけば王都は確実に滅ぶだろう。

				　どちらを救うべきか、選ぶことはできない。

				　だから。

				　──最速で王都に迫るモノセロスを撃退し、リンカのもとへ行く。

				　これしかないと思った。

				　なにも考えなしというわけではない。あのジャノという騎士ならば、すぐにはやられないと思ったのだ。それにリンカ自身の力も相当にある。

				　大丈夫だ。

				　そう自分に言い聞かせ、ベルリオットは再び王都を見回した。

				　どこが先にくる……っ！

				　と、王都北端のほうで轟音が鳴った。

				　ベルリオットは弾かれるようにして音の出所へと翔けだした。眼下では、アウラの燐光を散らしながら人々が中心部へと向かっている。あまりに数が多いため、一見すれば光の川のようにも思えた。

				　ようやく王都北端の上空に辿りついた。まだ完全には民が避難しきれていないようだったが、数は内周に比べれば少ない。

				　それも騎士に誘導されてどんどん減っているため、無人になるのは時間の問題だろう。

				　どこからか地鳴りのような音が響いた。

				　すぐさま視線を巡らせる。と、右斜め前方に一体のモノセロスを見つけた。中層に敷かれた固定船の軌条を破壊しながら、王都中心部へ向かって走っている。

				　モノセロスの周囲で激しく動き回る光が幾つも見えた。ディザイドリウムの騎士だ。

				　彼らは果敢にモノセロスの体へと斬りかかっているが、ろくに傷をつけられていない。それどころか多くの者が弾かれ、さらに振り回された一本の極太角に軽々と突き飛ばされている。

				　下位のシグルは見当たらない。防衛線を突破したのはモノセロスだけなのだろうか。

				　報告では北から進行するモノセロスは二体だったはずだが、今のところ一体しか見当たらなかった。まだ王都に辿りついていないのか、もしくは別の場所を襲撃しているのか。

				　疑問は残るが、今は目の前の敵を倒すしかない。

				　ベルリオットは身の丈ほどの剣を造りだした。斬るために特化した鋭い青の刃が王都ディザイドリウムの灯を受けて煌く。

				　自身を一条の光とし、黒の獣へと──。

				　翔ぶ。

				　視界の中、モノセロスがこれまでにないほど激しく角を振り回していた。距離をとりそこねた一人の騎士が肩に直撃を受ける。突き飛ばされ、鮮血を散らしながら軌条の上を跳ね転がっていく。

				　勢いが収まるや、その騎士は肩を押さえながら半身を起こした。直後、間近に迫ったモノセロスを前に恐怖し、その顔を歪ませた。

				「う、うぁああああっ!!」

				　モノセロスの突進がついにその騎士に到達する、直前──。

				　ベルリオットはモノセロスを捉え、肉迫の瞬間に薙ぎの二撃を加えた。モノセロスの前足、角が音もなく本体から切り離され、弾けるように消滅していく。

				　勢い余ったベルリオットはモノセロスだけでなく中層を通過し、下層の地面に激突した。地面を削りながら勢いを殺し、止まるやいなや軌条のほうへと再び飛び上がる。

				　モノセロスの慟哭が響いた。

				　前足を失ったからか、モノセロスは体勢を崩している。だが、こちらの存在を視認するや軌条上から飛び下り、向かってきた。

				　迎え撃たんとベルリオットはさらに速度を上げる。敵との距離が一瞬で縮まる。交差の瞬間、軌道をゆらりと左へずらした。右脇から後ろへ流すように構えた剣をモノセロスの口へ添える。

				　かすかな抵抗を感じたが、重くはない。振り切ることなく、そのまま翔け抜ける。

				　交差が終わった時、モノセロスの口から臀部に一本の線が引かれていた。やがてモノセロスの身体が上下真っ二つに割れ、下層に到達する前に無数の黒点となって四散した。

				　ベルリオットが軌条上に一旦足を置くと、騎士たちから唖然とした表情を向けられた。

				「き、きみはいったい……」

				　答えている暇はない。

				　轟音が下層から聞こえてきたのだ。

				　音の出所を見れば、暴走するモノセロスの姿があった。象徴とも言うべきその太い一本角で近くの建物に頭突きをかましている。角が突き刺さった場所を中心に亀裂が走り、建物があっけなく倒壊していく。

				　報告にあった二体の内のもう一体だろう。

				　ベルリオットは軌条上から飛翔し、そのモノセロスのほうへと向かう。

				　モノセロスは建物への興味を失ったか、中心部へ向かって猛烈な勢いで駆け出した。下層通路上の木々や椅子、机、他にも様々な造形品を蹂躙していく。

				　この下層区域は避難が終わっているのか人は見当たらない。と思いきや、視界の端で幼い少年が倒れているのが目に入った。

				　逃げ遅れたのだろうか。だが、幸いと言っていいのかモノセロスの進行上から外れている。ベルリオットはわずかに安堵するが、前足を持ち上げたモノセロスを見て心臓がどくんと跳ねた。

				　あれは何度も見た。

				　衝撃波の構えだ。

				「くっ！」

				　ベルリオットはモノセロスへと向けていた軌道をとっさに変更した。持っていた剣を放って霧散させる。少年の前に荒々しく着地するや、身を覆う大きな盾を造り出した。ほぼ同時、モノセロスから衝撃波が放たれる。

				　ベルリオットは全身を強く叩かれたような感覚に襲われるが、しかと両足を地につけて踏ん張った。みしり、と軋んだ盾も壊れる様子はない。

				　衝撃波が止んだ。

				　その瞬間を見計らい、ベルリオットはすぐさま盾を消滅させた。両手に一本ずつ造りだした《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》を放つ。青色に輝く二本の刃は真っ直ぐに進み、モノセロスの右眼と右頬に鋭い音をたてて突き刺さった。

				　モノセロスが慟哭を上げながら暴れ狂う中、ベルリオットは肩越しに少年の様子を窺う。

				「大丈夫か？」

				「う、うん」

				「誰かこの子を頼む！」

				　そう叫ぶと、先ほど中層で戦っていた騎士が翔けつけてくれた。その騎士に連れられて少年が安全な場所まで避難したのを確認してから、ベルリオットは再びモノセロスに向き直った。

				「お兄ちゃん、ありがとう！」

				　後ろから少年の声が聞こえてきた。

				　ベルリオットは頭が真っ白になった。途端、温かいものが胸に押し寄せてきた。それはじわりじわりと全身に広がり、気づけば穏やかな気持ちで心が満たされていた。

				　ああ、クティが言っていたのはこれか……。

				　──相手を幸せにして、自分も幸せになる。

				　ようやく感じることができた。

				　戦いの中において、それを感じることは簡単ではないかもしれない。だが、それを可能にするだけの力を自分は持っている。

				　だからこそ、俺がやらなくちゃいけない……っ！

				　ベルリオットは前方のモノセロスへと翔けた。

				　敵はたたらを踏んでその場で暴れている。幸い周囲に人はいない。遠慮する必要は……ない。

				　右手に極太の槍を造り出し、勢いそのままにモノセロスの口へとぶち込む。

				「ぉおおおおおおお──ッ!!」

				　剣ごと押し飛ばした。

				　モノセロスが不恰好な体勢のまま地面の上を何度も跳ね、回転しながら遥か後方へと吹き飛んでいく。やがて勢いが止まろうかという直前、その黒の塊は弾け飛んだ。黒い粒がゆらゆらと舞いながら空気へと還っていく。

				「……はぁはぁ」

				　少し息が荒れたが、休んでいる暇はない。

				　ベルリオットは再び飛翔する。

				　あと二体……っ！

			  

				　　　　　　　

				

				　緑のない荒れ果てた平野ばかりが続く。

				　目につく建物はなく、また人も見当たらなかった。

				　リンカ・アシュテッドは翔けていた。向かう先は南方防衛線だ。そこに、ある意味では自分の騎士としての始まりを作り、そして壊した存在がいる。

				　モノセロス。

				　ラグから奴がいることを知らされた瞬間、リンカは王都を飛び出した。頭でなにかを考えるよりも早く体が勝手に動いたのだ。

				　ただ、考えたところでおそらく結果は同じだっただろう。だから、引き返す気は起こらなかった。

				　周りは静かだ。

				　聞こえるのは自身が風を切る音のみ。それがまた自分の心を浮き彫りにさせる。おかげでどれだけ感情が昂ぶっていたのかを自覚させてくれた。

				　今は冷静だ、と思う。だが、胸の奥底からはなおもどす黒いなにかが込み上げてくる。

				　胸糞が悪い。

				　その感情から連想して、王都に置いてきたベルリオットのことを思い出した。

				　ディザイドリウム大陸には任務で来ているため、彼とは嫌でも一緒にいなければならなかった。

				　こちらが嫌っていることはもう充分に伝わっているはずだ。しかし彼は距離を置いてはいるものの、どうにか縮めようとしているようだった。もしかすると左眼の傷についてなんとかして償おうと考えているのかもしれない。

				　だが、なにをしたって無駄だ。

				　端から許す気なんてない。

				　リズアート誕生祭での出来事が脳裏に蘇る。映るベルリオットの背中。その脇を通り過ぎ、迫ってくる一角獣。視界が黒で覆い尽くされ──。

				　また、左眼がうずいたような気がした。

				　彼も南方防衛線に来るだろうか。わからないが、来たところで一緒に戦うつもりはなかった。

				　……あんな奴と一緒に戦ってたら命が幾つあっても足りない。

				　モノセロスは自分の手で倒してみせる。

				　そう、リンカは強く決意する。

				　気づけば、前方の景色に変化が表れていた。外縁部の少し手前、弧を描くように築かれた防壁はリヴェティアのそれとは比べ物にならないほど高い。少なくとも二倍近くはあるだろうか。

				　平均高度がもっとも低い大陸ゆえ、現れるシグルも多い。そのための防衛策というわけだ。

				　その防壁の外側でうごめく無数の光が見えた。おそらくディザイドリウムの騎士たちだ。

				　死力を尽くし、外縁部に湧き続けるシグルと戦っているのだろう。

				　と、防壁のある区画から、まるであふれ出る水のように光が手前側へとなだれ込んでいた。その光は防衛線全域の中でもとくに紫色が多い。

				　きっとあそこに奴が……モノセロスがいる！

				　リンカは、そのあふれ出た光の中心部へと向かった。

			  

				　　　　　　　

				

				　近づくにつれ、状況が掴めてくる。

				　光の中心部で巨大な黒の塊──モノセロスが暴れていた。

				　それを囲むように五十ほどの騎士の姿。見る限りでは《紫光階級(ヴァイオラ・クラス)》ばかりだ。それほどの猛者が集まる中でモノセロスの真正面には一人の騎士しか立っていない。

				「くっ、この化け物がっ！」

				　四騎士の長兄、ジャノ・シャディンだ。

				　誰よりも濃い紫の光を纏い、モノセロスと死闘を繰り広げている。

				　リンカは地上に下り立たず、少し離れた所の空で様子を窺うことにした。むやみに加勢すれば邪魔をしてしまいかねないと思ったのだ。

				　ジャノが手にする結晶武器は刃が幅広で長く厚い。大鉈のようだ。

				　その大鉈をもって突進をしかけてきたモノセロスの角をジャノが受け止めた。だが、衝撃はなくならず、彼は足を地にめりこませながら後方へと追いやられていく。

				「ぐっ……これを《剣聖》は一人でやったというのかッ!?　敵わん、な……っ」

				　長時間戦い続けているからだろう。

				　ジャノの表情には余裕がない。

				「だがッ！　わたしもディーザ騎士団の頭！　部下にみっともない姿はさらせんのだッ！」

				　歯を食いしばりながら、ジャノが雄叫びと共に大鉈を横に払った。モノセロスは後方へ勢いよく弾き飛ばされる。が、その体勢は崩れていない。

				　双方はほとんど間を置かずに再び衝突し、轟音を鳴らしながら撃ち合いをはじめる。

				　ジャノは接近の瞬間を最小限にとどめながら戦っている。その技量はさすがとしか言いようがないが、決め手がないといった様子だ。

				「ジャノ様！」

				「お前たち、絶対にこいつの前には出るな！」

				　たまらず加勢に入ろうとした騎士たちをジャノが一喝して止めた。

				　なにもいっさい手を出すな、というわけではないらしい。機を見て、ということだろう。

				　距離をとったモノセロスがみたび突進を繰り出す。正面から撃ち合うつもりか、ジャノも自ら前へと出た。モノセロスの口にジャノの大鉈が横向きに食い込む。

				「ぬぉおおおおおおおお!!」

				　とてつもないほど大きな衝突音が響き、双方を中心に砂塵が荒々しく巻き上がった。

				　限界を超えているのか、ジャノの血管という血管が浮き出る。歯を食いしばり、血走るまなこでモノセロスをねめつけながら、ジャノが声を張り上げる。

				「今だ！　でっかいケツにぶっ刺してやれぇええ！」

				　途端、周囲の騎士たちがモノセロスの臀部目掛けて翔けだした。様々な得物を構え、突撃していく。

				「「うぉおおおおおおッ!!」」

				　幾条もの光がモノセロスの臀部に激突しては横にそれていく。

				　モノセロスが四足をばたつかせながら重い悲鳴をあげる。

				　さすがにモノセロスといえど、あれだけの集中攻撃を食らえばたたではすまなかったらしい。臀部の中心がわずかに抉れていた。

				　だが──。

				　モノセロスが咆哮と共にジャノを突き飛ばすと、即座に前足を上げた。

				　衝撃波の構えだ。

				　それを見たディザイドリウムの騎士全員が武器を放った。すぐさま盾を生成し、両手で構える。

				　一角獣の前足が振り下ろされると、周囲に衝撃波が放たれた。襲いくる衝撃に騎士たちは苦悶していたが、なんとか堪えきり、その表情に安堵の色を浮かばせる。と、休む間もなくモノセロスから衝撃波が続けて放たれた。

				　すでに限界が近かったのだろう、ジャノを除いた騎士たちがあっけなく盾を破壊された。さらに吹き飛ばされ、不恰好な体勢で地面に転がる。大半の者が動かなくなり、また意識ある者もその場から起き上がれないようだった。

				　それらを嘲るようにモノセロスが咆哮する。

				「よくも、やってくれたな……！」

				　膝をついていたジャノが盾を放り、新たに生成した大鉈を支えに立ち上がる。だが、その体はとても戦える状態ではない。

				　静観するのはここまでだと判断し、リンカはジャノの前に下り立った。だらりと下げた両の手に使い慣れた剣を一本ずつ造り出し、モノセロスを見据える。

				　背後からジャノの低い声が聞こえてくる。

				「他国の手助けなど必要ないと言ったはずだ」

				「その体でなにができるの。あと周りを見てから言って」

				　見ずとも当然知っているだろう。それ以上、加勢に対して文句を言われることはなかった。

				「……だが、我らでこの有様だ。それに──」

				　ジャノが一拍間を置いてから、継ぐ。

				「その震える脚でなにができると言うのだ」

				　言われ、リンカははっとなった。

				　自分の体を見下ろすと、そこには小刻みに揺れる脚があった。いや、脚だけではない。手も、口も震えていた。

				　なに……これ。

				　モノセロスとは何度か対峙したことがあるのに、こんな感覚は初めてだった。まさか恐怖しているというのか。

				　自覚した瞬間、心までも震えはじめる。

				　こんな状態ではまともに戦えない。

				　下唇を思いきり噛んだ。鉄にも似た独特の味が口の中に広がっていく。

				　幼き日に見た騎士という存在。

				　そこに、このモノセロスという強大な敵を斃すことで手が届くかもしれないのだ。

				　ただ、奴を斃すことが目的ではない。

				　……あたしは、あいつとは違う。

				「大丈夫。あなたたちはあたしが護る。だから離れてて」

				　ぎゅっと目を瞑る。

				　太く息を吸い込み、瞬時に吐き出した。

				　目を見開き、あらためてモノセロスを視界の中心に収める。

				　気をしっかり持て。あたしは……やれるっ！

				　けたたましい咆哮をあげながら、モノセロスが突進を仕掛けてきた。

				　すぐ後ろにはジャノがいる。流すことはできない。

				　リンカは自らモノセロスとの距離を詰めた。彼我の距離は大股十歩程度か。敵の力量を考えればかなり短い。だが、わざとその距離を保つことで気を引こうと思った。

				　緩やかな弧を描きながら敵の周囲を駆ける。と、上手く標的がこちらに固定されたか、地鳴りのような足音を鳴らしながらモノセロスが追いかけてくる。

				　この足によって描かれる円が闘技場だ。ここから外へは絶対に出さない。そう決意しながら、リンカはモノセロスとの距離を一定に保ち続ける。

				　ただ、違和感を覚えていた。

				　モノセロスの脚力はこんなものではないはずだ。もしかすると攻撃の機会を窺っているのかもしれない。そう考えてリンカが警戒を強めた、瞬間。モノセロスが前足を強く踏み込むのを捉えた。

				　くるっ！

				　その巨体に似つかわしくない跳躍で上空に弧を描いて飛び込んできた。一瞬で距離が縮まる。

				　まだ早い。

				　リンカは逆手に持った双剣を両脇後ろへ流した。

				　手を伸ばせば届く距離──。

				　まだだ。

				　左手の剣は敵の額そばへ、右手の剣は敵の腹前へ向ける。

				　視界が黒で埋め尽くされる──。

				　まだ……。

				　体の中心線を敵と寸分の狂いなく合わせる。

				　巨大な角が鼻先に迫る──。

				　今っ！

				　リンカは瞬時に姿勢を低くし、左手の剣を敵の顎下に添えた。そのまま敵の下に潜り込むと、全力をもって前へと翔けた。腕が軋むのを堪えながら添えた剣で敵の腹肉を斬り裂いていく。

				　途中で体を横回転させ、その勢いと共に左手の剣を敵から放した。流れるように次は右の剣を添え、再び翔ける。

				　耳をつんざくような音が響く中、全身に伝わる凄まじい振動にリンカは思わず顔を歪めてしまう。だが、その苦痛の時間は長くなく、気づいた時にはモノセロスとの交差は終わっていた。

				　リンカは地に足裏を押しつけ、無理やりに勢いを止めた。ずきりと四肢に痛みが走る。攻撃を受けたわけではないのに、かなりの痛手を負ってしまった。

				　だが、それに見合った感触は得た。

				　ゆっくりと振り返る。視界の中、モノセロスが横倒れになってもがいていた。その腹には深い傷跡が刻まれている。まぎれもなく先ほどの攻撃によるものだ。

				　いける……！

				　モノセロスが起き上がると、哮りながら突進してきた。

				　迎え撃たんとリンカも翔けた。限界まで両腕の力を抜き、だらりと下げる。

				　眼前に紫の眼を光らせた黒の獣が迫る。激突寸前、リンカは自身の体を右側へとずらし、爆発的な加速と共に飛んだ。敵の左側面につくと、体を横回転させながら剣を振り、敵の肉を裂いていく。

				　交差を終え、即座に振り返る。

				　敵もすでにこちらに向き直っていた。大して堪えていないようだが、確実に傷は負わしている。このまま攻撃を続ければ、敵は必ず沈黙するはずだ。

				　再び互いの距離が詰まる。今度は敵の眉間に剣を突きつけると、背をなぞりながら抉った。

				　モノセロスの慟哭が響く中、リンカは休むことなく攻撃を繰り出していく。

				「ば、馬鹿な……！　我らが束になってもまともに傷をつけられなかったのだぞ！」

				　信じられないとばかりにジャノが驚きの声をあげていた。

				　自分に力技が向いていないことをリンカは充分に知っていた。つい先刻、ジャノが見せたような真っ向から受け止めるなんてもってのほかだ。

				　間違いなくこちらの体が潰れる。

				　もともと一人で戦うことは多かったが、なにも性に合っているからではない。戦い方が一対一の戦闘に特化しているからだ。

				　受けの技術を極限まで高めること。

				　それこそが小柄な体でも強さを得られる唯一の方法だと信じ、リンカは技を磨き続けてきた。

				　先日のリズアート誕生祭でモノセロスが襲撃してきた時は一緒に戦う仲間がいたため、受けの技を使う機会がなかったが、今は一人だ。気遣う必要はない。

				　こと一対一においてならば、あのエリアスやオルバにも負けない自信があった。序列が低いのは集団戦闘に向いていないからだと言われたことがある。

				　今更戦い方を変えるつもりはないし、変えられるとは思えないので序列についてはもう諦めている。それに序列だけが騎士を示す証ではない。

				　誰かを護るため、剣を振ることこそが騎士にとって重要であり証なのだ。

				　と、モノセロスが突進を止め、前足を上げた。

				　衝撃波の構えだ。

				　それを視認するやいなや、リンカは地面の上を軽やかに跳ねながら後退する。

				「なにをしている!?　盾を出さねば直撃を食らうぞ！」

				　ジャノの忠告ははっきりと聞こえたが、気にせずに流した。

				　モノセロスの前足が振り下ろされると同時、大気を震わさんばかりの凄まじい衝撃波が放たれる。

				　リンカは盾を作らずに下がり続けた。一定の距離で足を止めると、突風が全身に吹きつけた。右腕と左太腿に一箇所ずつ、小さな切り傷が入る。

				　もう少し後ろか……。

				　あの衝撃波は、ある一定の距離までしか影響を及ぼさない。

				　これは以前に王城で戦った時と今回のジャノたちの戦闘を照らし合わせ、気づいたことだった。

				　以前、衝撃波を盾でまともに受けた時、その一撃だけでリンカは吹き飛ばされてしまった。そのため、多少手間であっても衝撃を受けない所まで後退する手段を選んだのだ。

				　衝撃波が止むなり、モノセロスとの距離を一気に詰める。再び肉薄したリンカはすれ違いざまに黒の塊を削った。

				　無駄な力は入れない。入れたが最後、こちらの体が潰れる。その微妙な力加減が何度も接触を繰り返すたびに正確になっていく。

			

	








			
				　モノセロスという強大な敵を前にしてか、ありとあらゆる感覚が研ぎ澄まされていた。誇張でもなんでもなく、周囲の状況が手に取るようにわかる。

				「《紅炎の踊り手》……まさかこれほどとは」

				　いつしか周囲の騎士たちが見とれ、呆けていた。

				　暴れ狂うモノセロスをリンカの纏う紫の光が線となって取り囲んでいく。赤の髪、服をなびかせながら夜の闇の中を舞いつづける。交差するたびに攻撃を効率化し、さらに加速していく。

				　身体の至る場所が悲鳴をあげている気がした。

				　だが脳が、本能がそれらを感じることを拒否する。

				　あたしは負けない……っ！

				　唐突にモノセロスが左右に首を振りはじめたかと思うや、前足を無造作に持ち上げた。

				「なっ！」

				　衝撃波の構えに間違いない。だが、今までよりも段違いに動作が速い。

				　退避して間に合うだろうか。

				　いや。

				　無理だ。

				　間に合わない。

				　なら──。

				　前に、出るっ！

				　一瞬の逡巡を経て、リンカは地を這うように翔けて敵の懐に潜り込んだ。頭上から落ちてくる敵の前足へと交差させた双剣を勢いよくかち合わせる。凄まじい衝撃に押しつぶされそうになるが、渾身の力をもってなんとか弾き飛ばした。

				　敵に損傷はない。

				　対して、こちらの結晶武器は完全に砕け、使い物にならなくなってしまった。

				　リンカは即座に新たな結晶武器を生成しはじめる。今までに使っていた双剣の長さ、厚さ、幅のすべてにおいて二倍の剣を左手に造り出し、逆手に持った。剣身の背に右の掌を添えながら構える。

				　幼き日。

				　騎士という存在を初めて目にした、あの時。

				　ライジェルが見せた振り上げの一撃は今もなお網膜に焼きついて離れない。彼の見せた攻撃とは少し違うが、これから放つ一撃は、あの攻撃をもとに編み出した受け技術だ。

				　体勢を立て直したモノセロスがみたび猛然と迫りくる。

				　こいつはあたしが斃す。

				　斃す。斃す。斃す……。

				　斃すんだ！

				　モノセロスが肉迫した、その瞬間──。

				　リンカは自身の限界までアウラを取り込み、放出と共に真上へと飛んだ。モノセロスの顎に剣の刃先が触れ、すっとめり込んでいく。抵抗がなかったのは最初だけだった。とてつもない衝撃に全身の骨という骨が軋みはじめる。押し戻されそうになる。奥歯を噛みしめ、必死に堪える。

				「っぁぁああああああああああ──！」

				　生まれて初めて自分の意思で叫んだ。

				　恥もためらいもなく喉の奥から声を張り上げる。

				　と、全身に感じていた重みが消え失せた。自然と剣を振り切れた。そこでようやく自分がモノセロスの顎を破壊し、空へと突き抜けたのだとわかった。

				　けたたましい咆哮が聞こえた直後、モノセロスの頭部が弾けとんだ。ずしん、と重い音と共に黒の一角獣が力なく横たわる。その体が音もなく燐光となり、空へと還っていく。

				　リンカは地に下り立つなり、纏っていたアウラを四散させた。

				　呆然としながら、その場にへたり込む。

				「や、やったの……？」

				　先ほどまでモノセロスがいた場所を見つめながら目を瞬かせる。

				　間違いなく斃したはずだ。なのに、なかなか信じられなかった。

				　周囲にいた騎士たちから歓声が沸き起こる。

				「我々が束になっても勝てなかった奴をまさか一人で斃してしまうとは……」

				「《紅炎の踊り手》、まさにその名に相応しい戦いだった！」

				「これは《剣聖》の再来か……！」

				　騎士たちの声でリンカはようやく勝利を信じることができた。

				　集中が切れたからか、全身がいきなり重くなった。焼けつくような痛みにも襲われる。どうやら体の限界を超えて動き続けていたらしい。

				　ただ、今はそんなことなどどうでも良かった。

				　あのライジェル・トレスティングが《剣聖》と謳われるに至った最大の材料。モノセロスを斃すことができたのだ。

				　これで、あの人と肩を並べることができる。

				　……あたしも、騎士になれたんだ。

				　リンカは顔をうつむかせると、自然と口元が緩んでしまった。

				「お、おい見ろよ！　なんだあれ！」

				　突然、どこからか聞こえてきた声にリンカは顔を上げる。

				　騎士たちが一様に防壁側のほうを向いていた。

				　リンカもつられてそちらを見やる。防壁の外側──外縁部の上空に黒点が浮いていた。黒点として認識できるのは防壁上に置かれた篝火や、騎士たちが纏うアウラの光のおかげで明るいためだ。

				　この《災厄日》にあって黒点自体は珍しくない。

				　あの黒点からガリオンやアビス、またはギガントなどが生成されるからだ。しかし、今、見ている黒点は見たこともないほど巨大で、しかも渦巻くように周りから黒のアウラをかき集めている。

				　徐々に大きくなり、黒点だったものが変貌していく。

				　モノセロスと同じぐらい巨大な体躯だ。

				　長い首に尖った頭部、そこから突き出された口は細い。だが、何物も砕いてしまいそうな鋭い歯が覗いている。巨躯からは短めの前足、太くたくましい後ろ足が伸び、刃物の如く鋭利な三本の爪を生やしている。

				　臀部からも尻尾と思しき細長いものが伸び、中空を遊ぶように踊る。

				　そして、それらすべてを包み込むほどの巨大な翼。

				　その翼が今まさに、ばさりと大きく横に広げられた。途端、そのシグルを中心に突風が巻き起こった。白色に染まった風のようなものがシグルの体を避け、激しく巡りはじめる。それはまるで風の鎧を纏っているかのようだった。

			  

				　　　　　　　

				

				「なんなのあれ……？」

				　リンカは目を見開いた。

				　見たことのないシグルだ。いや、そもそもあれはシグルなのだろうか。他の種に比べてあまりにも体の造りが精緻を極めている。

				　その未知のシグルが咆哮と共に空を飛び回りはじめた。身に纏った風の鎧で防壁を刻み、吹き飛ばしていく。

				　あの風の鎧は《運命の輪》が纏った風の如く激しい気流を生み出しているのか、そのものが攻撃手段と成り得るようだ。

				　破壊された防壁周辺にいた騎士たちが未知のシグルに上空から襲いかかっていく。が、防壁と同じく触れることすらかなわず、風の鎧に切り刻まれたうえに弾き飛ばされてしまう。

				　未知のシグルは再び咆哮を上げると、防壁の外側へと向かった。その巨体からは想像できないほどの速さで外縁部の地表をなぞりながら翔けていく。

				　幾人もの騎士たちが砂塵と共に巻き上げられ、まるで人形の如く落ちていく。そこにはガリオンやアビス、ギガントなどのシグルも含まれている。

				　なんなのあれは……!?

				　見境なく行われる破壊を前に、リンカは思わず絶句してしまう。

				　と、ジャノが視界に割り込んできた。大鉈の結晶武器を杖代わりにしながら、彼は辛うじてその場に立っている。

				「モノセロスごときわたし一人でもどうにかなると思っていた。だが、それは大きな驕りだったようだ。《紅炎の踊り手》よ、先刻の無礼を詫びよう。そしてモノセロスを斃してくれたこと、深く感謝する」

				　初対面の態度が態度なだけに、その真摯な言葉にリンカは思わず面食らってしまった。

				　ジャノには団長として自国の騎士団が低く見られるわけにはいかないという思いが強くあった。それゆえの、リンカたちへの対応だったのだろう。

				　だからと言ってライジェルを蔑ろにされたことを許すのはまた別問題だが、今はそれを蒸し返している場合ではなかった。

				　ジャノが「だが」と話を継ぐ。

				「ここからはわたし一人に任せてもらおう」

				　立っているだけでも限界のはずだ。

				　しかし、その瞳には揺るがぬ決意が宿っていた。

				　リンカは悪寒が走り、とっさに異を唱える。

				「なに言ってんの。これまで見たことがない形体ってだけじゃない。今の大陸の下降具合からして、あれが相当な力を持っているのは明白でしょ。あたしも──」

				「だからこそだ！」

				　空気を震わすほどの大声に言葉を遮られる。

				「もとはと言えば、わたしの下らぬ意地が招いた事態だ。それに他の者を付き合わせるわけにはいかぬ。……もう、取り返しはつかぬかもしれんがな」

				　リヴェティアの手助けを断ったことを言っているのだろう。

				　だが、あの未知のシグルが出現したことは大陸の下降が原因だ。どちらにせよ、この状況が覆ることはなかった。移住に踏み切っていたら、という話であったとしても、それこそ騎士団だけの問題ではなくディザイドリウム王国全体の問題だ。

				　ジャノがすべての責任を負うことはない。

				　だが彼は、それでは納得がいかないようだった。

				　周りを見回しながら、ジャノが叫ぶ。

				「お前たち、今すぐに防衛線を放棄し、王都まで撤退しろ！　そして騎士団の指揮権はこれよりコルドフェン宰相が持つものとする！　彼の手となり足となり、彼を支え、ディーザの民を守るのだ！」

				「ジャノ・シャディン。あなた……」

				　彼は死ぬ気だ。

				　いや、正確には死を引き替えにして、あの未知のシグルを止めようとしている。

				「みなが撤退する時間ぐらい、なんとか稼いでみせよう。貴公も早々に撤退することだ」

				　言って、ジャノが杖代わりにしていた大鉈を構え、二の足でしかと立った。直後、周囲からぽつぽつと光が生まれ、やがて線となってジャノの周りに集まっていく。

				　その光の正体はディザイドリウムの騎士たちだった。彼らはジャノのそばに来るなり得物を生成し、構える。

				「ジャノ様！」

				「……お前たち、なにをしている？　わたしは逃げろと言ったはずだが」

				「我らも共に戦います。ジャノ様お一人を置いて逃げるなどできません」

				　その言葉にジャノは驚愕していたが、やがて嬉しそうな笑みを浮かべた。

				　騎士だ。

				　まさしくリンカの思い描いた騎士たちが、そこに立っている。

				　だが、彼らの体には無数の傷が刻まれていた。中には多量の血を流し、立っているのがやっとの者までいる。まともに戦えるとはとても思えない。

				　彼らを死なせたくない。

				　そうリンカは強く思った。

				　あの人だって今この場にいたら、きっと同じことを思うはずだ。

				　あたしはまだ……戦える。

				　リンカはゆっくりと立ち上がり、再び濃紫のアウラを纏った。

				「あれはあたしがやる。だから、あなたたちはさっさと撤退して」

				「なにを言っている！　あれはわたしがやると言ったはずだ！」

				「そんな体で言われてもね。ただ死にに行くようなものでしょ」

				「ぐっ……ならば、共に──」

				「さっきの見てたでしょ。あたしは一人のほうが戦いやすいの。それに今のあなたたちをかばいながらあれと戦うのはさすがに無理」

				　リンカは自身の手を見つめた。モノセロスを斃した感覚がまだ残っている。今なら、あの未知のシグルが相手でも負ける気がしなかった。

				　ジャノからの返答を待たずに、リンカは外縁部で暴れる未知のシグルへと飛翔した。

				　と、敵の顔がこちらに向いた。

				　かなりの距離があるというのにこちらの動きを把握していたのだろうか。ただ目が良いだけなのか、あるいは周囲のアウラを感知する能力でも持っているのか。そんな思考を巡らせはじめた瞬間、敵が弾かれるようにしてこちらに向かってきた。

				　一瞬で間合いを詰められ、気づいた時には敵の顔面が間近にあった。

				　速すぎる……っ！

				　敵の体をなぞるように巡る風が、しゅるしゅると音をたてている。

				　前髪が荒々しく踊る。これ以上近づくと間違いなく切り刻まれる。本能でそれを感じ取ったリンカはとっさに距離をとるが、一瞬で間合いを詰められてしまう。

				「くっ！」

				　こちらを噛み砕かんと尖った口が突き出される。それを左方へ躱すと、休む間もなく今度は鋭い爪を持った右前足が頭上から襲ってきた。すかさず敵の真下へと潜り込み、回避する。

				　敵がその巨体を後方へと縦回転させた。連動して細く長い尻尾がしなりながら迫ってくる。軌道の読みやすい攻撃だ。リンカは自身の体を弾くようにして右方向へと移動させる。

				　眼前を尻尾が通り過ぎた直後、凄まじい風圧が押し寄せてきた。

				　背筋が凍るような感覚に見舞われる。

				　はっきり言って余裕はないが、敵の動きについていくだけなら問題なさそうだ。

				　攻撃手段は未だ思いつかない。だが、少なくともジャノたちディザイドリウム騎士を逃がす時間は稼げる。

				　そんな確信を抱いた、直後。こちらに向き直った敵が顎を外したとしか思えないほど大口を開けた。耳をつんざかんばかりの奇声が放たれ、リンカは思わず顔を歪めてしまう。

				　敵の口内に小さな黒球が現れた。それは瞬時に巨大化し、敵の肉体と同様に風の鎧を纏いはじめる。

				　ぞくり、と悪寒がした。

				　今すぐにでも退避しなければ──。

				　その判断をリンカが終えるよりも早く、黒球がシグルの口から吐き出された。一瞬にして視界が黒で埋め尽くされる。

				　判断が遅れた。

				　いや、速くても逃げ切れなかった。それほどまでに黒球は巨大でおそろしく速い。

				　リンカは即座に回避の思考を捨て、自身を覆う盾を作り出した。間を置かずして盾に黒球が激突する。両手だけでなく肩で押すようにして受け止める。

				　ぐいぐいと後方へ押されていく。

				　なにかが荒々しく削られる音が聞こえてくる。見れば、盾にはすでに亀裂が入っていた。

				　これ以上は無理だ。

				　壊れる。

				　盾が弾け飛んだ。待っていたとばかりに風の激流が襲ってきた。肌という肌が切り刻まれる。さらに黒球が衝突し、全身を叩かれたような感覚に見舞われた。視界がぶれる。凄まじい速さで流れていく世界は幾本もの糸ととしか認識できない。

				　不恰好な体勢のままリンカは中空を飛んだ。地面に落ち、跳ね、転がり、ようやく勢いが止まる。

				　脳が揺れたせいか、なにが起こったかわからなかった。だが、全身を襲う焼けつくような痛みに否応なく意識が引き戻される。

				　どうやら今は地面に頬をつけ、無様な格好で横たわっているようだ。

				「く……ぁ……」

				　やられた。

				　食らったのは一撃だ。そのたった一撃で勝負を決められてしまった。

				　四肢がまともに動かない。立ち上がるのは難しい。

				　後ろで結い上げていた髪がほどけたのか。自身の長い髪が視界に割り込んでいた。その限定的に遮られた視界の中、敵が上空から向かってくるのが見えた。

				　逃げようにも体に上手く力が入らない。

				　終わりだ。

				　殺される。

				　ついに、リンカが諦めた、その時──、

				「「うぉおおおおおおお!!」」

				　視界に幾つもの光が入り込んできた。ディザイドリウムの騎士たちだ。

				　撤退してって言ったのに……どうして!?

				「なにしてるの！　早く逃げて！」

				　リンカは口が痛むのを我慢し、叫んだ。

				　だが、騎士たちは止まらない。

				　敵は迫りくる騎士たちに意識を向けているようだったが、その場に浮いたまま動かない。

				「この大陸はディザイドリウム！　我らが守らずして誰が守る！　臆するなディーザの騎士よ！　わたしに続けええええええええ！」

				　ジャノを筆頭に騎士たちが敵へと飛びかかっていく。が、すべての者が風の鎧によって阻まれ、敵の体に触れることすらできていなかった。

				　あの激流の前では《紫光階級(ヴァイオラ・クラス)》の結晶であってもあっけなく削られ、破壊されてしまうようだ。敵がなにをするでもなく、激流に接触した騎士たちがあちこちに吹き飛ばされ、無惨に散っていく。

				「ぁ……あぁ……」

				　横たわったまま、リンカはその光景を眺めていることしかできなかった。

				　やがて、ジャノを含むディザイドリウム騎士が周囲の地に力なく倒れた。

				　なによこれ……なんなのこれ。

				　空中に浮いていた敵が地上に下り立った。地面を抉りながら、ゆっくりと近づいてくる。その余裕は、まるでこちらの恐怖を楽しんでいるとしか思えない。

				　シグルが奇声と共に大口を開けた。巨大な黒球が造り出され、風の激流を纏う。

				　次にあれが放たれれば命はない。

				　どうして、とリンカは思う。

				　せっかくモノセロスを斃せたのに。

				　あの人に並べたと思っていたのに。

				　こんなのってあんまりだ……。

				　死の恐怖なんて感じなかった。ただただ悔しさだけが心の中を支配していた。

				　無情にも黒球が放たれた。地面を削り、土を巻き上げながらこちらに向かってくる。視界から敵が消える。浩々とした大地や無数の星で彩られた夜空が消える。

				　そしてついに、黒球による闇色が視界のすべてを埋め尽くした、瞬間。

				　視界の上方から巨大な結晶塊が落ちてきた。

				　リンカは思わず目を瞑ってしまった。とてつもない地響きが鳴り、体が大きく揺れる。

				　いったいなにが……？

				　揺れが収まってからおそるおそるまぶたを上げた。

				　直後、目を見開く。

				　先ほどまで黒に埋め尽くされていたはずの視界が、今や鮮やかな青色に埋め尽くされていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　王都に侵攻してきたモノセロスは報告にあった数よりも二体多かったが、ベルリオットはそれらを難なく斃した。それから急いで南方防衛線に向かい、到着したのだが……。

				　待っていた状況は最悪だった。

				　モノセロスの姿はなかったが、ディザイドリウムの騎士があちこちで倒れていたのだ。

				　そしてその中心にいるシグルと思しき黒い影。モノセロスほどの巨躯に全身を包み込むほどの大きな翼が特徴的なそれは、メルザリッテより聞いていたドリアークの形状と合致する。見たこともない形状から考えても、おそらく間違いないだろう。

				　まさか本当に現れているとは思いもしなかった。

				　だが、今はそんなことに驚いている場合ではない。ドリアークの視線の先に傷だらけのリンカが倒れているのだ。しかも奴は、なにやら口の中に黒球のようなものを造り出していた。

				　状況からみても、あれが攻撃手段であることは明白だ。

				　リンカを護るために手っ取り早い方法──ベルリオットは《神の種子(メテオ・リーテース)》をリンカとドリアークの間に生成し、即座に思考から空中維持を切り離した。

				　時間がなかったため、以前に造った時よりもかなり小さい。だが、効果はあった。ドリアークの放った黒球が《神の種子(メテオ・リーテース)》に押しつぶされ、弾け飛ぶ。

				　その間にもベルリオットは猛烈な勢いでドリアークへと向かっていた。

				　相手は巨大だ。身の丈ほどの刃を持った剣を造り出す。切れ味は気にしない。おそらく気にしても無意味だ、と本能で感じ取っていた。

				　ベルリオットは剣を縦に構えながらドリアークの左翼へと激突した。地表を抉りながらドリアークを押しやる。

				　風の鎧に阻まれ、剣は敵の体に届いていない。徐々にめり込んではいるが、これ以上接近しつづければ吹きつける風の激流にこちらの全身が切り刻まれそうだ。

				　ベルリオットはたまらずドリアークを弾き飛ばし、距離をとった。

				　青の光をもって突っ込めばどうにかなると思っていたが浅はかな考えだった。

				　あの風の鎧は無理にこじ開けられるようなものではない。また、風の鎧自体が攻撃手段となっているため、一瞬しか接近できない。ドリアークには遠隔攻撃が効果的だとメルザリッテが言っていたが、まさにその通りのようだ。

				　紫の瞳をぎらつかせながら、ドリアークが猛烈な勢いで迫ってくる。その巨体からは想像できないほどの速さだ。

				　接近が無理なら……！

				　ベルリオットは自身の持つ剣を《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》とし、放とうとし──たところで止めた。向かってくるドリアークの輪郭がぶれるほどの速さで真横へとずれたのだ。

				　速いっ！

				　高い俊敏性を持つとも聞いていたが、予想以上だ。あれに《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》を当てるには今の自分の制御能力では不可能に近い。

				　勝ち誇るように哮ったドリアークが突撃を仕掛けてくる。

				　ただの突撃でも必殺の一撃だ。接触すれば、あの身に纏われた風の激流に全身を切り刻まれる。

				　ベルリオットはとっさに上方への回避を選択した。眼下を通り過ぎたドリアークが再びこちらを向くと、造りだした黒球を吐き出してくる。

				　その黒球もまたおそろしいほどの速度を持っていた。まともに受けてはこちらの身がもたない。瞬時に生成した盾で右方へと受け流す。

				　その際、予想以上の衝撃に全身を襲われ、思わず顔を歪めてしまう。

				　冗談じゃない、ぞ……っ！

				　この強さ、モノセロスの比ではない。

				　遭遇したら逃げてください、とメルザリッテが言っていたのもうなずける。だが、今はリンカやディザイドリウム騎士たちが近くで倒れているのだ。逃げるわけにはいかない。

				　とはいえ、どう戦えばいいのか。風の鎧を攻略できない限り勝機はない。

				　こちらに向かってくるドリアークを見つめながら、ベルリオットは奥歯を強く噛んだ、その時。覚えたての技が脳裏を過ぎった。

				　メルザリッテから教わった、剣撃をアウラの塊として飛ばす技──《飛閃》。

				　あの技なら放ったあとの制御は考えなくてもいい。敵の動きを予測し、そこへ上手く放てれば当てられる。

				　こちらと同じ高さまで達したドリアークがまるで値踏みするかのように周囲を旋回しはじめる。裏を取られないようにベルリオットも旋回し、位置取りを直す。

				　翻弄しているつもりか、ドリアークが嘲り笑うように奇声をあげる。ベルリオットは一瞬苛立ちを覚えたが、すぐに熱を抑えた。剣の刃先にアウラを収束させることだけに集中する。

				　線を引くように刃先がほの白く光りはじめた時、旋回するドリアークの動きがほんのわずかに緩まった。

				　くるッ!!

				　読み通りドリアークが旋回を止め、突撃せんとこちらに正面を向けた。すかさずベルリオットは剣を振り下ろし、《飛閃》を放つ。収束されたアウラが光の刃となって飛んでいく。

				　ドリアークの頭部に《飛閃》が触れる寸前──また輪郭がぶれるほどの速さでドリアークが左方へと移動した。が、完全回避とはいかなかったのか。

				《飛閃》が左翼周辺の風の鎧に衝突。その域のみ白い激流を風に吹かれた靄のごとく消滅させた。が、周囲の風が伸びていき、空いた穴は瞬時に修復されてしまう。

				　どうやらドリアークは速いだけでなく、危機察知能力が異様に高いようだ。《飛閃》を当てるのも難しい。それに、やはり未完成の《飛閃》では風の鎧を貫けないようだった。

				　だが、今のままでも当てられれば風の鎧に穴を開けられることはわかった。

				　──《飛閃》を直撃させ、風の鎧に開いた穴を縫って本体に攻撃する。

				　現状ではこれしか打開策が思いつかなかった。とはいえ、実践できるかどうかは別問題だ。《飛閃》を瞬時に二度放てれば解決するのだが、収束までに時間がかかってしまうため、現状ではとてもできる気がしない。

				　あと一手が足りない。

				　どうする……!?

				　そう思考を巡らせはじめた、直後。

				「う、うぁあああ！」

				　叫び声が聞こえた。

				　ベルリオットはすかさず声のほうへ視線を向けると、ディザイドリウム騎士がガリオンに襲いかかられていた。騎士は負傷しているらしく、動けないまま地上で横たわっている。

				「くっ！」

				　ベルリオットは間近まで迫ったドリアークを躱しつつ、地上のガリオンへと《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》を放った。地面に縫いつけられたガリオンは慟哭をあげたのち、間もなく消滅する。

				　飛行するアビスや、のろのろと動くギガントの姿も視界に映った。アビスには《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》を放ち、ギガントには小さめの《神の種子(メテオ・リーテース)》を落としてすぐさま対処する。

				　くそっ、どこから!?

				　急いで辺りを見回すと、破壊された防壁からあふれでてくる大量のシグルが目に入った。防壁外側で戦う騎士たちの姿がかすかに見えるが、先のドリアークの攻撃による被害もあってか、押さえるのに苦労しているようだった。

				　とにもかくにも押し寄せてくるシグルたちをどうにかしなければならない。放置すればそこかしこで倒れている騎士たちの命が危うい。

				　だが、目の前にはドリアークがいる。今も哮りながら突進を仕掛けてくるドリアークからベルリオットは接触寸前の所で距離をとった。

				　ドリアークと戦いながら、あふれてきたシグルすべてを迎撃するのは至難の業だ。かと言ってドリアークを放置することは絶対にできない。

				　放置すれば最後、それこそ破壊の限りを尽くされてしまう。

				　現状、ドリアークの相手ができる者は他にいない。

				　ならば他のシグルを放置するのか。より強大な危険があるからと、今、目の前にある命を切り捨てるのか。いや──。

				　護ると決めた。たとえ何十、何百のシグルがやってこようとも。このドリアークという強大な敵を相手にしながらでも。

				　関係ない。

				　やってやる……！

				　そう覚悟した途端、ベルリオットは全身に力が漲った。

				　翼を大きくはためかせながら迫りくるドリアークに、生成しなおした剣で右からの薙ぎを見舞う。接触と同時、全身に切りつけるような風が襲いくる。がりがりと荒々しい音をたてながら青の剣が風の鎧に削られていく。

				　これ以上はもたない。

				　その瞬間を見計らって全力で剣を振り切り、ドリアークを弾き飛ばした。

				　当然の如く敵の身に傷はない。それどころか体勢も崩れていない。

				　だが、距離は離れた。

				　再びドリアークと接触するまでのほんのわずかな間、ベルリオットは素早く頭を振り、防壁からあふれ出てきたシグルの位置を把握していく。

				　迷いがなくなったからか、頭の中がすっきりしていた。思考力も増している気さえする。

				　今、一度に制御できる《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》は二本のみだ。狙い撃ちが可能なため、騎士に近いガリオンやアビスに限定。《神の種子(メテオ・リーテース)》は発動までに時間がかかるうえに速度がないため、使うのは鈍足なギガントに限定。

				　ドリアーク相手では当てるのが難しく、また未完成で切れ味も不十分な《飛閃》だが、下位のシグル相手ならば充分に威力を発揮するはずだ。よって騎士から遠いシグルの群れには《飛閃》を。

				　そこまで一瞬で脳内で整理したベルリオットはシグルたちの動きを予測し、《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》、《神の種子(メテオ・リーテース)》、《飛閃》を放った。

				　空中、地上のあちこちで青の光が飛び交い、鋭い刺突音、鈍い轟音が鳴り響く。

				　ドリアークが接近してくるなり、ベルリオットはまた造り出した剣をもって遠方へと突き飛ばした。服だけでなく肌にも切り傷が刻まれていく。焼けるような痛みが襲ってくるが、これぐらいの傷で倒れる気はしなかった。

				　再び他のシグルへと視線を巡らせた時、こちらを眺めながら多くの騎士たちが呆然としているのが目に入った。

				　驚くのも無理はない。

				　未知のアウラで、未知の攻撃を使ってベルリオットは戦っているのだ。彼らからしてみれば、今、なにが起こっているのかすらわからないだろう。

				　だが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

				　彼らが避難することで護る対象が減れば、状況は好転するかもしれないのだ。

				　ベルリオットは生成した刃を《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》として地上のガリオンへと飛ばしながら、叫ぶ。

				「少しでも動ける奴は今すぐにここから逃げろ！　防衛線のことは気にするな！　ドリアークも、他のシグルも、まとめて俺が──斃すっ！」

				　叫んでいる間も空中を飛び回り、シグルたちへと攻撃を放ち続ける。

				　こちらの足かせになっていることに気づいたのか、辛うじて動ける者たちが動けない者を抱えて戦場から退避していく。

				　ふと視界の端で勢いよく地上を駆ける二体のガリオンが映った。その行き先には力なく倒れる小柄な騎士が一人。

				　リンカだ。

				　全員を護ると決めた。

				　だが、その中でも彼女だけは誰よりも傷つけたくなかった。

				　二体のガリオンへと一本ずつ《神の矢(フィーリウス・サジッタ)》を放つ。鋭い刺突音と共に地上に縫いつけられたガリオンが音もなく霧散していく。

				　と、ベルリオットの背後から風を切る音が近づいてきた。ドリアークだ。ベルリオットは振り返りざまに剣を造り出し、迎え撃つ。体勢が悪かったせいか、一撃で弾き飛ばすことはできなかった。わずかな間、接近状態が続く。

				　誰かの声が聞こえたような気がしたが、激しい風の音にかき消されて上手く聞き取れなかった。今度こそ、と思いながらベルリオットは渾身の一撃を繰り出し、ドリアークを弾き飛ばす。

				「やめて！」

				　リンカの声がしかと耳に届いた。

				　その言葉だけではなにをやめればいいのかわからない。だが、これまで過ごした彼女との時間を振り返り、その意味することがベルリオットには一瞬でわかってしまった。

				　助けるな、と彼女は言っているのだ。

				　リンカの甲高い声が続けて飛んでくる。

				「あんたに助けられるぐらいなら死んだほうがましって言ったでしょ！　あたしのことは放っておいてっ！」

				　死んだほうがましだなんて言うな。

				　少し前ならそう怒鳴り返していただろう。だが、今はその言葉を口にすることはできなかった。

				　ベルリオットはリンカの憧れる騎士という存在を壊してしまった。歪めてしまった。そんな存在に助けられたところで彼女が迷惑に感じるのも無理はないと思ったからだ。

				　だが、だからといって彼女に従うかは別だ。

				　彼女を護るのを止めるつもりはない。死なせるつもりもない。

				　自己満足かもしれない。

				　彼女を護り切ることで楽になろうとしているのかもしれない。だが、それでもいいと思った。

				「違う……違うでしょ！　あんたはそんなんじゃない！　好き勝手に戦うだけで誰かを助けるような奴じゃない！　なに今更取りつくろってんの！　ふざけんなっ！」

				　それは喉を痛めることをまるで気にしていない叫びだった。

				　心が痛かった。

				　今、肌に負っている傷の痛みよりもずっと痛かった。

				「俺は取り返しはつかないことをした！　自分勝手に戦って隊長を傷つけた！　今更なにをしたって許されないことぐらいわかってる！　それでも……それでも俺はっ!!」

				　力がある。

				　化け物と恐れられるほどの力がある。

				　だから──。

				「やれることをやるって決めたんだ！」

				　再びドリアークを弾き飛ばしては、他のシグルへと攻撃を繰り出していく。

				　息つく暇も、瞬きをする暇もほとんどないからか、呼吸は荒れ、眼球は乾いてきた。

				　苦しいし、痛い。

				　だが、動きを止めるつもりはない。

				　俺には護らなきゃいけないものがある……！

				　自身を奮い立たせんがため、ベルリオットは雄叫びを上げながらドリアークへと向かう。

			  

				　　　　　　　

				

				　リンカは地面の上に横たえた身体を震わせていた。

				　見つめる先、夜空には幾つもの青い光の線が様々な軌道で引かれては消え、また引かれている。

				　青の線を引いているのはベルリオットだ。

				　未知のシグル──ドリアークと戦いながら、青の光を流星の如くあちこちに放ち続け、防壁からあふれ出たシグルを斃している。

				　その強さは、とても人とは思えない。

				　本物の化け物と言っても過言ではない。

				　なのに。

				　どうしてそんなに必死な顔をしてるの……。

				　一匹足りとも見逃がさんとばかりに彼は止まることなく頭を振り続けていた。血走った眼で周囲に視線を巡らせるその姿は、ぞっとするほどおそろしく、また異様なまでの執着を覚えさせられる。

				　それだけではない。

				　どうしてそんなにぼろぼろになってるの……。

				　彼の騎士服はドリアークの風の鎧によってあちこちが切り刻まれていた。そこから覗く肌からは鮮血が飛び散りつづけ、残った騎士服を赤に染めている。

				　どうしてそこまでして戦えるの……。

				　あれだけの傷を負っているのだ。とっくに動けなくなってもおかしくない。

				　なのに……なのにどうして……っ！

				　リンカはぎゅっと目を瞑り、下唇を思いきり噛んだ。本当は全部わかっている。ベルリオットは辺りに倒れた騎士たちを護るために戦っているのだ。

				　彼らを見捨てればもっと楽に戦えるだろう。

				　だが、ベルリオットはそれをしない。しようとしない。

				　どれだけ厳しい戦いになったとしても、きっとしない。

				　先ほどの彼の叫びから、それだけの覚悟と意志をリンカは本能的に感じ取っていた。

				「なんなの……最悪な奴のままでいてよ……中途半端なのよ……あんたがそんなんじゃ恨めないじゃんか……」

				　本当は自分のほうが勝手なことを言ってるのはわかっていた。

				　今の彼は周りの騎士を護ってくれているのだ。なのに心ないことを言ってしまうのは、どうしてもあの時の──リズアート誕生祭での出来事が脳裏に映像となって浮かび上がり、邪魔するからだった。

				　命の恩人であり、憧れの存在であり、騎士を目指すきっかけを作った人。

				　ライジェル・トレスティング。

				　その息子であるというのにベルリオットが見せた戦いはまったく周囲を顧みない自分勝手なものだった。あの姿を見た時、本当に腹が立った。親の反対を押し切ってまで騎士の道を歩んできた自分の人生をすべて否定されたような気がしたのだ。

				　ただ──。

				　本当に許せなかったのは自分の弱さだ。

				　誰かを護るためにとがむしゃらに剣を振りつづけてきたのに、今回も含めて結局いつもなにもできなかった。

				　それが悔しくて。

				　自分の無力さにいらついて。

				　それを彼に……ベルリオットにぶつけていただけだ。

				　そう自覚した途端、涙があふれて視界がぼやけた。

				　辺りのシグルはベルリオットの攻撃によって一掃されていた。しばらくすればまた防壁から出てくるかもしれないが、今はドリアークだけだ。

				　ドリアークの動きが緩やかになった。旋回しながら、まるで品定めするかの如くベルリオットを注視している。

				　と、その尖った特徴的な顔がこちらに向けられた。無造作に大口を開け、黒球を放ってくる。

				　おそらくドリアークは、ベルリオットが周囲の騎士を護りながら戦っていることに気づいたのだろう。なかなか攻撃を当てられない彼に攻撃するよりも動けない騎士──リンカを狙ったほうが効果的だと判断したのだ。

				　そうすればきっとベルリオットがかばうだろう、と。

				　ベルリオットが弾かれるようにして持っていた剣を投げ、黒球へとぶつけて破壊した。それからすぐにリンカとドリアークの間に割って入ってくる。

				　敵の狙いがリンカであることに彼も気づいたのだろう。

				　ドリアークがここぞとばかりに黒球を連続して放ってくる。ベルリオットはすぐさま生成した厚く巨大な盾に手と肩を押し当てて支えた。盾に激突した黒球が凄まじい音を鳴らしては派手に散っていく。

				「く……っ！」

				　これまで上空で戦っていた時、彼はすべての黒球を受け流していた。まともに受ければただではすまないことを感じとっていたのだろう。だが、今の状態では下手に流せばリンカに当たる可能性がある。だから、彼はすべてを受け止めているのだ。

				　とてつもない衝撃音が何度も何度も辺りに響く。そのたびにベルリオットの背中がこちらへと近づいてくる。後ろからではわからないが、彼の顔はきっと苦痛に歪んでいることだろう。

				　リンカは視界がさらにぼやけ、なにがなんだかわからなくなってきた。

				　悔し涙だ。

				　悔しい。なにもできないことが悔しかった。

				「もういい！　もういいから！　あんたが違うってわかったから！　化け物なんかじゃないってわかったから！　だからもういいの！　そんなに頑張らなくていいの！　だからっ！」

				　もう助けてもらうのが嫌だからではない。

				　ただただ、彼の足手まといになりたくなかった。

				　誰かを護るどころか、護られるばかりで……。

				　それならいっそ、切り捨ててもらったほうが楽になれると思ったのだ。

				　ドリアークが自身の放った黒球のあとに続いて突撃を開始した。

				　黒球を受けたばかりのベルリオットの盾に、ドリアークの鋭い口が激突する。黒球とは比べ物にならないほどの轟音が鳴り響く。

				　周囲の空気を切り裂く音に交じり、がりがりと荒々しい音が耳を刺激してくる。

				　風の鎧を前にしては青の結晶ですら長くもたないのか、盾の中心に入った亀裂が徐々に外へ広がっていく。猛烈な風の流れによって周囲の土が巻き上がる。

				　ドリアークが勝利を確信したかのように咆哮をあげた。さらにベルリオットが押し込まれ、リンカの間近にまで迫ってくる。

				　これ以上受け続ければ盾は破壊されるだろう。そうなればベルリオットの体はあの風の鎧によって切り刻まれ──。

				　想像した途端、リンカは張り裂けそうなほど胸が痛くなった。

				　自分がこんな所で倒れているばかりに彼までも命を奪われるなんて耐えられない。

				「お願いだから……やめてよ。あたしのせいで誰かが死ぬとか嫌なの……もう、覚悟はできてるから。だから……だから──もう、あたしを死なせて……！」

				　彼から返ってきたのは大気を震わさんばかりの雄叫びだった。

				　ついに盾が破壊される。

				　きらきらと煌く無数の青の燐光。それらを散らしながらドリアークの獰猛な顔が現れる。

				　風の鎧に身を切り裂かれていながら、ベルリオットに臆した様子はいっさいなかった。彼は生成した大剣をすぐさま横に構えると、咆哮と共に振り切り、ドリアークを遥か後方──防壁まで弾き飛ばした。

				　その戦いぶりにリンカは圧倒され、思わず呆然としてしまう。

				　先ほどまで荒れ狂っていた周囲の風が徐々に落ちついていく。やがてすべてが収まった時、今が戦闘中であることを忘れさせられるほど静かな空気が辺りに満ちた。

				　蒼翼を背負いし騎士がゆっくりと地上に下り立つ。

				　後ろからかすかに窺えたベルリオットの横顔には揺るがぬ意志を宿した瞳があった。

				　肩越しに告げられる。

				「大丈夫。あなたは俺が護る」

				　瞬間、時が止まったような感覚にリンカは陥った。

				　にじんだ視界の中、色あせた映像が割り込んでくる。

				　忘れもしない。それは幼き日、ライジェルに助けてもらった時の映像だ。

				　どうして、あの時の光景が……。

				　ついに自分の命が尽きようとしているのかとリンカは思った。だから、もっとも印象深かった光景が脳裏に蘇り、幻覚を見せているのかもしれない、と。

				　だが、違った。

				　視界に現れたライジェルの背中がベルリオットの背中へと緩やかに移動していき、

				　──もう大丈夫だ、嬢ちゃん。お前は俺が護ってやる。

				　ぴたりと重なった。

				　あの人とは違ってベルリオットの背中はぼろぼろだ。服はあちこち破けているし、血だってたくさん流している。体だってあの人に比べれば小さい。

				　けれど。

				　なにも違わない。

				　あの時の背中となにも違わない。

				　昔も今も、この背中はまたあたしを護ってくれてるんだ。

				　胸の中が温かいもので満たされていく。訪れた安らぎが全身に感じていた痛みを取り払っていく。

				　今、眠れと言われればすぐに眠れるのではないか。

				　そう思えるほどの安堵が押し寄せてくる。

				　護って……くれてる？

				　ふと安堵で満たされていた心の中に、ぽつりと疑問が生まれた。

				　初めは小さかったそれが段々と大きさを増していく。やがて安堵という感情を超えた大きさを持ったその時、リンカの視界は現実のものへと切り替わった。

				　……違う。これじゃない。

				　あの背中に憧れて、自分も誰かを護れるような騎士になりたいって……そう思って騎士を目指したんだ。

				　あの頃とは違う。

				　今のあたしには力がある。

				　誰かに護られるだけなんて、そんなのは嫌だ。

				　あたしの憧れた騎士はこんなのじゃない。

				　もう背中を眺めている側じゃない。

				　もう護られる側じゃない。

				　体が動かない？

				　嘘だ。口が、指の先が動いてる。

				　意識だってはっきりしてる。

				　やれる。

				　まだやれる。

				　どうして倒れていたんだ。

				　地に体を預けて、なにを休んでいたんだ。

				　リンカは両腕を伸ばした。開いた手の平の先、すべての指に力を入れた。指先が土にめり込んでいく。切り傷があったのか、ひりつく痛みに脳が刺激される。気にせず、さらに力を入れる。

				　全身が小刻みに揺れる中、わずかに腕の関節が上がった。上半身を地面から離し、ゆっくりと持ち上げていく。

				「あたしはまだ、やれる……」

				「お、おい。なにを……？」

				　ベルリオットの動揺する声が耳に届く。

				　リンカは構わずに震える体を動かしつづける。土をこするのもいとわずに右膝を腹のほうへと運ぶ。左膝も同じように持っていくと腰が持ち上がった。両肘、両膝を地につけた格好になる。

				　地面を見つめながら、自身の心へと檄を飛ばす。

				　あと少しだ。

				　立て……立て、リンカ！

				　立って、並ぶんだ。

				　あの背中に──。

				　あの騎士の隣に並ぶんだ！

				　アウラを取り込みながら、リンカは一気に立ち上がった。砂が巻き上がる中、二の足でしかと立つ。

				　ふいに外縁部側から光が漏れた。暗闇に支配されていた周囲が一気に明るみを増していく。

				　夜が明けたのだ。

				　正直、今も身体中が痛い。口の中は血でいっぱいだし、視界は少しかすんでいる。脚だってがくがくと震えていた。一瞬でも気を抜けば、きっと途端にくずおれてしまうだろう。

				　それでも立っていられるのはきっと──。

				　自分が思い描いた憧れの騎士が隣に立っているからだ。

				　その騎士は顔をしかめながらまばたきを繰り返している。

				「だ、大丈夫なんですか？」

				「大丈夫じゃない」

				　迷わずに答えたからか、彼は戸惑っていた。

				「じゃあ無理しなくても」

				「でも……護られるだけなんて、いや、だから……あたしも、戦う…………！」

				　全身から感じる痛みがなめらかに話すことを許してくれない。

				　だが、意志は伝わったようだ。

				　戸惑ってはいるものの、ベルリオットは一緒に戦うことを反対してこなかった。

				「……隊長」

				「リンカ」

				「は？」

				「リンカでいいって、言ってんの……っ！　あと、もう敬語使わないで。下手すぎにも……ほどがあるでしょ」

				　今の状況下で呼び方を変えさせるなどという話は明らかに場違いだ。だが、今のリンカにとってはなによりも重要なことだった。

				　ベルリオットがふぅと息をついた後(のち)、口の端を吊り上げる。

				「正直、面倒だったから助かる」

				「やっぱ生意気」

				「今更戻すってのはなしだぜ」

				　言われて一瞬で口調を変えられるのもどうかと思うが、それでもやはり荒々しいほうが彼には似合っている気がした。

				　先ほど防壁まで飛ばされたドリアークが哮った。その雄大な翼をはためかせながら、空高くへと飛び上がっていく。

				　その姿を見ながら、リンカは騎士服の右腕部分を紐状になるようちぎった。両端を両手で持ち、皺を伸ばしてからぼさぼさになった髪を後ろで簡単に結い直していく。肘が軋んだが、顔に出ないようぐっと堪えた。

				「あれのこと、知ってるみたいだったけど」

				「ドリアークか。人から聞いただけから、俺もそこまで詳しくは」

				「本体の硬度は？」

				「ギガント程度らしい。だから、本体に攻撃が届きさえすればどうにかなるんだが……」

				　風の鎧が邪魔、か。

				　ふと先ほどの戦いの中、ベルリオットの放った攻撃が一瞬だが風の鎧に穴を開けていたのを思い出した。

				「あんた、さっきあれに穴開けてたでしょ。なんか剣撃をそのまま飛ばしたようなの」

				「ああ、《飛閃》のことか。でも、あれ当てるの難しいんだよ。それに当たったところで穴がなくなるまでの時間もほとんどないからな」

				「あたしがあいつの動きを限定させるから狙い撃って。それで穴が空いたらあたしが突っ込む」

				「は？　なに考えて──」

				「できる」

				　彼の言葉を遮りながら、リンカは両手に一本ずつ剣を生成した。昇った陽の光を反射し、刃先の根元から切っ先までがきらりと輝く。

				　ベルリオットも剣を造り直し、二人してドリアークへと体を向ける。

				「やっぱ逃げてくれってのはなし？」

				「なし」

				「正直、さっきの作戦だと危なすぎる」

				「シグルと戦う限り、それはいつもでしょ」

				　ふと彼の視線がこちらの左眼に向けられていることに気づいた。そこには長めの前髪に隠れた大きな傷跡がある。

				　彼は今も負い目を感じているのだろう。

				　だが、この傷を負ったのは彼のせいではなく、今では自身の弱さが原因だとリンカは言い切れた。

				　それを示すために。

				「だから、こんな傷の一つぐらい──」

				　左側だけ長めに伸ばしていた前髪を剣で切った。はらりと舞いながら髪が落ちていく。

				「どうってことない」

				　彼は目を瞬いていた。

				　無理もない。いきなり目の前でこんなことをされたら誰だって驚くだろう。

				　実はリンカも少しばかり自分の行動に驚いていた。気に入っていた髪をあっさりと切ってしまったからだ。ただ、後悔はしていない。むしろ清々しいと思うぐらいだ。

				　ふと空のほうから奇声が聞こえた。見れば、大口を開けたドリアークが目に入る。

				「くる！」

				　ベルリオットと共にリンカは弾かれるようにして飛翔した。直後、先ほどまで立っていた場所にドリアークの放った黒球が激突し、大穴が開けられる。

				「いい？　あたしがあいつの動きを一点に止めるから、それまでにあんたは──ベルはさっきの技の準備をしておいて！」

				　リンカは空中を舞いながら言い放った。

				　ドリアークへと翔ける。敵もこちらに狙いを定めているようだ。

				　予想通りだった。奴はベルリオットよりもこちらのほうが弱いと判断している。

				　実際、その通りだろう。負傷していることを抜きにしても、おそらくベルリオットに戦いで勝つことはできない。それほどの差がある。

				　だが、彼に勝てなくとも別にどうでも良かった。

				　なぜなら彼は戦う相手ではなく、共に戦う仲間だからだ。

				　そう意識すると心が軽くなった。

				　気のせいか体も軽くなった気がした。

				　アウラが体内を駆け巡る感覚が、こんなにも鮮明に感じ取れるなんて初めてのことだった。

				　体はまだ痛む。正直、自分でも動いているのが不思議なくらいだ。けれど、戦っているのが一人ではないという事実が力を何倍にもしてくれる。

				　間近に迫ったドリアークが頭からの突進をしかけてくるが、リンカは動じることなく上方へと躱した。真下を通り過ぎたドリアークがすぐさま反転し、再び飛びかかってくる。

				　先ほどよりも遅い。突進ではなく連撃に繋げてくるか。その予測通りドリアークが寸前で急停止したのちに右前足を、次いで左前足を振り下ろしてきた。

				　リンカは身を躍らせ、難なく回避する。すかさず左方からの尻尾薙ぎ払いも襲いくるが、素早く後退して躱した。

				　その直後、敵の口がわずかに開きかけていたのが見えた。黒球を放つ時の挙動だ。

				　リンカは瞬時に前へ出ると、敵の背後へと回り込んだ。先ほどまで自身がいた場所を貫いていく黒球を目にしながら、両手に持った剣をぐっと握りしめる。

				　上手く回避できているが、これではだめだ。

				　もっと近づかなければドリアークの位置を固定できない。だが、風の鎧がこれ以上近づくことを許してくれない。

				　新たな傷が肌に刻まれていた。

				　すでにあった切り傷も含めて焼けつくような痛みを絶え間なく与えてくる。奥歯を噛みしめ、悲鳴をあげそうになるのを必死に堪える。

				　接近し続けていたからか、風の鎧にも流れがあるのを見つけた。この流れに沿って躱せれば傷を負うのを最小限に抑え、尚且つもっと近づけるかもしれない。

				　だが、風の流れはかなり速いうえに変則的だ。自分にできるだろうか。そんな考えが脳裏に一瞬だけ過ぎったが、軽く頭を振って隅へと追いやった。

				　……あの親子に並ぶんだって決めたでしょ。だったら──！

				　前に出るしかない。

				　そう決意し、リンカはドリアークとの距離をさらに縮めた。風の激流によって髪や服が荒々しく踊る中、肌に小さな切り傷が刻まれていく。

				　これまでリンカは敵の攻撃を見極めてから躱し、隙をついて反撃するといった受けに特化した戦い方をしてきた。そんな芸当ができたのは人並みはずれた動体視力をもっていたからだ。

				　もっと集中しろ。

				　風の流れも読んでみせろ。

				　そしてもっと速く、風のように翔けろ！

				　風の激流に身を任せながら、リンカはドリアークの周囲を飛び回る。自身の翔けた軌跡が光の線となって敵を取り囲んでいく。やがて、動きについてこれなくなったドリアークが頭を振り回すだけになった。

				　その身が空中に固定される。

				　今しかない──。

				「ベルッ!!」

				　視界の端、巨大な青の剣を振り上げたベルリオットの姿が映った。彼の剣が振り下ろされると同時、青白く光る刃先から極太の縦線が放たれる。

				　風を切り裂きながら、その青白い光の線がこちらに向かって飛んでくる。

				　リンカは《飛閃》が近づくまでドリアークに接近したままでいるつもりだった。

				　まだ、まだだ。あと少し。

				　そう自分に言い聞かせながら、リンカは限界まで敵の周りを翔け回りつづける。

				　と、ドリアークの視線が《飛閃》に向いた。

				　気づかれたッ!?

				　ドリアークが飛閃から遠ざからんと背を向け、回避行動をとった、その直後。尻尾周辺の風の鎧に飛閃が衝突する。風の激流が乱れ、わずかだが穴が開いた。

				「リンカッ!!」

				　ベルリオットが叫ぶよりも早く、リンカは開いた穴目掛けて突撃していた。が、穴の修復は思った以上に早かった。周囲の風が流れ込み、みるみるうちに穴が小さくなっていく。

				　絶対に間に合わせる──！

				　リンカは哮りながら穴を抜け、風の鎧を突破した。眼前に黒の尻尾が迫る。

				　ドリアークの肉体硬度はギガント程度と言っていた。ならば受けなど気にせず力任せに砕ける。

				　両手に握った剣を敵の尻尾に突き刺した。尻尾から背中、頭部を抉りながら翔け抜けていく。ドリアークの慟哭が辺りに響きわたる。

				　接触を終えたリンカはすぐに振り返った。ドリアークがもがき苦しんでいるようだったが、まだ消滅してはいない。思わず下唇を噛んでしまう。

				　一撃で斃せなかった。だが、風の鎧は消えている。

				　ベルリオットが雄叫びをあげながらドリアークに向かっていくのが見えた。

				　この絶好機を逃すわけにはいかない。

				　その思いからリンカも半ば反射的に動きだしていた。ベルリオットと共に腹の底から叫び、再びドリアークへと翔ける。

				「うぉおおおおおおおおおお!!」

				「はぁああああああああああ!!」

				　青と紫の二つの光が空に線を引きながら黒の塊を斬り裂き、交差する。ドリアークのけたたましい声がわずかな間だけ響いたのち、一気に小さくなっていく。

				　リンカは即座に振り返った。

				　そこには斬り刻まれたドリアークの体があった。大きく広げられた翼がだらりと下がり、力なく落ちていく。その最中、刻まれた斬り傷をもとに体が分離し、弾け飛んだ。

				　黒の破片が空中に四散し、粒となってちろちろと舞いはじめる。陽の光を受けているからか、それらはきらきらと輝いていてとても綺麗だった。

				「やったんだ……」

				　すべての黒の破片が消えた時、リンカはそう呟いた。

				　長い戦いだった。

				　自然と全身から力が抜け、だらりと両腕が下がる。

				　今すぐにでも休みたい。

				　だが、なにより先にこの勝利をベルリオットと分かち合いたいと思った。

				　リンカは少しばかり浮かれた気分で視線を巡らせ、彼の姿を見つける。と、思わず眉をひそめてしまった。こちらに背を向けて、どこかへ行こうとしていたのだ。

				　すかさず彼のもとに翔け寄る。

				「……どこ行くの」

				「いや、他の防衛線にもドリアークやモノセロスが湧いてるかもしれないだろ。だから、大陸にアウラが注がれるまでは全部回ろうと思ってさ。まあ、とりあえずはそこの防衛線にたまってるのをさくっと」

				「さ、さくっとって……」

				　たしかに彼なら大量のシグルを相手にしても簡単に斃してしまうかもしれない。だが、ドリアークとの激戦を終えたばかりで、こんな思考をするなんてどうかしている。

				　いや、騎士としては正しいのかもしれないが、だからといって一時も休むつもりがないのはいかがなものか。リンカはなんだか腹が立ってきて、思わずむっとしてしまう。

				　とりあえず……。

				「あたしも行く」

				　リンカは言った。

				「さすがにもう休んだほうが──」

				「あんたに言われたくない」

				「俺はそこまで疲れてないし傷も大したことないって」

				「そんな血だらけになって、よく言えたものね」

				「いや、でもな……」

				「色々痛むけど、もうなんかそういうの通り越した」

				　戦闘の興奮が抜け切っていないからか、負った傷の痛みをあまり感じなかった。

				　ベルリオットが顔を引きつらせる。

				「それって逆にやばい気がするんだが……」

				「大体、さっきの奴とまた遭遇したらどうするの。それこそあたしが居たほうがいいでしょ」

				「そうは言ってもな──」

				「ほら、さっさと行く」

				　ベルリオットを置いて、リンカは近場の防衛線へと向かっていく。後ろから慌てたように彼が追いついてくる。

				「そういや、いつの間にか呼び方変わってんだけど」

				「そっちが呼び捨てなんだから、こっちも呼び捨てで問題ないでしょ」

				「まあ、俺は別にいいんだけど」

				　呼び方を変えたのは心境の変化だ。

				　もちろん、それを彼にわざわざ教えるつもりはなかった。

				「なあ」

				「なに？」

				「リンカの戦い方って、ほんとに踊りみたいでさ。なんていうか見てて飽きないな」

				「いきなりなに言い出すの」

				「いや、あの戦い方、結構好きだなって」

				　ここでそんなことを言うなんて。

				「……ほんと生意気」

				　激戦をくぐり抜けたあとなのに。

				　このすぐあとにも新たな敵が待っているかもしれないのに。

				　彼と肩を並べていると、不思議と不安な気持ちが生まれなかった。

				　そればかりか、これまで生きてきた中で一番心地良い飛行だった。

			

	








			
				　十月七日（ディーザの日）

				

				　ベルリオットはディザイドリウム王宮内を歩いていた。

				　すれ違う政務官や騎士から大仰な挨拶をされ、答礼していく。

                

				　ここまで厚遇されているのは約一週間前──ドリアークが初めて現れたその時よりディザイドリウム大陸に留まり、シグル討伐に貢献しているからだった。

				　ただ、感謝されることに慣れていないため、ベルリオットは少しばかり居心地の悪さを感じていた。今は単独で行動していることもそう感じる理由の一つかもしれない。

				　すでにリンカはディザイドリウム大陸を発っていた。

				　本人は残って一緒に戦うことを望んでいたが、あまりに怪我がひどかったため、ベルリオットがリヴェティア大陸で静養するよう頼み込んだのだ。それでも素直に聞いてくれたわけではなかったが、完全に習得した《飛閃》を見せることでなんとか折れてくれた。

				　とにもかくにもドリアーク対策は万全。いつでも迎え撃てる状態だったが、実はあの時から一度も出現していなかった。ただ運が良かったからではなく、単純にドリアークが現れた《災厄日》よりも大陸が下降していないからだった。

				　なぜ大陸の下降が緩和されているのか。

				　それについては宰相ラグ・コルドフェンが国王に進言したある案が機能したからだった。

				　その案とは、《運命の輪》から《飛翔核》にアウラを注ぐ時間を大幅に前倒しすることで大陸の最低高度を上げる、というものだ。

				　だが、これも長くは続かない。なぜなら、アウラを注入できる期間は《運命の輪》が大陸に近づいた時であり、まだ近づいていない状態──ディザイドリウム大陸の前にアウラを注がれるファルール大陸の範囲内に《運命の輪》がある間はアウラを《飛翔核》に注入できないからだ。

				　つまり前倒しという誤魔化しが利くのも限られた期間内だけであり、また大陸の平均高度低下を打開したわけではなかった。

				　近いうちに大陸が落ちるのは避けられない。

				　その近いうちが来る前に大陸の過剰下降によって強大なシグルが押し寄せ、大陸が滅びてしまうかもしれない。ならば誤魔化しであったとしても実行し、速やかに移住するべきである。

				　そうして大陸の下降緩和案に加えて、移住計画の催促までも盛り込んだここまでがラグの意見した案の全容だ。

				　先日のドリアークが現れた《災厄日》の一件があるため、ディザイドリウム国王も、また騎士団や高官たちもラグの案に首を縦に振らざるを得なかった。

				　そしていち早く移住の受け入れ先に手を挙げたのがリヴェティアであり、またディザイドリウムもそれを受けた、というのが一連の流れだ。

				　これを機に《運命の輪》から《飛翔核》へのアウラ注入が人為的にされていることが多くの者に知れ渡ることになったのだが、「大陸が落下するかもしれない」という恐怖の話題の前ではかすみ、あまり騒がれることはなかった。

				　ふと前方から小柄な政務官が歩いてくるのが見えた。大きな帽子を被り、緑基調の法衣を纏った彼はディザイドリウムの宰相を務めるラグ・コルドフェンだ。

				　なにやら資料片手に難しい顔をしている。

				　と、あちらも気づいたようだ。

				「トレスティング様！」

				　ぱたぱたと小走りで駆け寄ってきたラグが目の前で足を止めた。

				　この子どもとしか思えない風貌で一つの大陸を引っ張っているというのだから人は見かけによらないな、と強く思わされる。

				「ラグさん……様はやめてくれって言ったろ。ベルでいいって」

				「そうでした、つい癖で」

				　あはは、と苦笑したあと、ラグは顔を引きしめなおしてぺこりと頭を下げた。

				「ベルさん、今回もありがとうございました。おかげで滞りなく計画を進められています」

				　言いながら、ラグが廊下の外側、硝子張りの壁へと視線を向ける。

				　そちらには慌しさを感じさせる街の姿が映っていた。

				　すでに移住計画が始まっており、あちこちで大型の輸送船が飛び交っていた。

				　みなが必要な物をリヴェティア大陸へと運んでいる。中には商売のためにと不必要な物を運ぶ者もいるようだが。

				　国として食料を優先するのは当然だが、次に優先されているのは建築資材だった。

				　王都リヴェティアはかなり狭いため、ディザイドリウムすべての民を受け入れられない。大陸内に幾つかの村はあれど、とても補えるほどではない。

				　それらの問題を解消するため、簡単ではあるが王都リヴェティアの近くにディザイドリウム民用の仮設住宅を設けることになったのだ。

				「ディーザの騎士団が頑張ってくれてるのもあるけどな。さすがに俺だけじゃ、とっくに王都に侵攻されてるよ」

				　大陸の外縁部すべてを一人で護りきることはできないため、ある程度はディザイドリウム騎士団に防衛線で耐えてもらうしかないのが現状だった。

				　ちなみに先日の戦いで倒れた四騎士は、ジャノを含め全員が生存していた。すぐには戦線に復帰できなかったようだが、今ではすっかり元気になって防衛線で戦っている。

				「騎士団の皆様にはもちろん感謝しています。ただ、ベルさんは他大陸であるディーザの問題に力を貸してくれているわけですから」

				「もう、他国とかそういうの関係ないだろ？」

				「ベルさん……」

				　ラグが目を潤ませて感動していた。

				　大したことを言ったつもりはなかったのだが、彼の大げさな反応を前にしてベルリオットは思わず照れくさくなった。

				「そうだ。これから少しだけ休憩をとるつもりなのですが、一緒に食事でもどうですか？　今日で閉まってしまうお店があるんです。そこ、すごく美味しいんですよ」

				　ラグが目をきらきらと輝かせながらにじり寄ってくる。

				　その純真過ぎる態度に圧倒され、ベルリオットは後ずさった。こういうところは本当に外見相応だな、と心の中で笑ってしまう。

				　ラグからの誘いは悪い気がしなかった。

				　なにしろ彼は今やディザイドリウムの中で唯一気楽に話せる相手だ。今日でなければ、きっと誘いを受けていたことだろう。

				「あ〜……悪いんだけどちょっと用事が」

				　断られるとは思ってなかったのか、ラグがしゅんと肩を落とした。かと思うや、すぐになにかを思い出したように声をあげる。

				「あ、ああ！　そういえば今日でしたね。それにしても驚きでしたよ。ベルさんがまだ──」

			  

				　　　　　　　

				

				　ある用事のため、ベルリオットはリヴェティア大陸に帰還した。自宅には戻らず、その足で王城へと向かう。

				　第二階層の回廊を歩いていると、壁に背を預ける騎士を見つけた。

				　リンカ・アシュテッドだ。

				　こちらを見つけるや、リンカは相変わらずの無愛想な面を向けてくる。

				　ふと彼女の髪型が目についた。先日、彼女が左眼にかかった長めの前髪を切ったことは間近で見ていたので知っている。だが、前髪だけでなく長かった後ろ髪も背中にかかる程度まで短くなっていたのだ。

				「その髪……」

				　ベルリオットは彼女の前で足を止めるなり、そう口にした。

				　前髪をいじりながら、リンカが答える。

				「中途半端に切ったから綺麗に揃わなくて。それでちょっとだけ」

				「無理に切らなきゃ良かったのに」

				　言った直後、ぎろりと睨まれる。

				　リンカが前髪を切ったのは〝眼の傷はベルリオットのせいではない〟と示すためであることは明白だった。だから、いましがたの発言は彼女の気遣いを蔑ろにするものだ。

				　つまり思い切り失言だった。

				　自分の浅はかな口に悪態をつきながら、ベルリオットは言葉を付け加える。

				「その、似合ってる」

				　ため息をつかれてしまった。

				　さすがにあからさま過ぎただろうか。ただ、今日の彼女を見て最初に思った感想なので嘘ではない。

				　リンカがこちらに背を向けると、

				「……がと」

				　ぼそりとなにかを呟いた。

				「え？」

				「なんでもない。……それより覚悟しておいたほうがいいかも」

				　歩き出した彼女が口の端を吊り上げながら肩越しに言った。

				「覚悟するってなにを？」

				「すぐにわかる」

				　去っていくリンカの後ろ姿を眺めながら、ベルリオットは首を傾げた。

			  

				　　　　　　　

				

				　本日、ベルリオットが王城を訪れたのは自身の騎士叙任式が行われるからだった。リンカに加え、複数の王城騎士からの後押しを受け、晴れて王城騎士となることを認められたのだ。

				　一般騎士の叙任式は騎士団内で簡単にすまされるが、王城騎士だけは特別に謁見の間で国王直々に執り行われることになっている。

				　正式な王城騎士の制服を受け取るため、ベルリオットは王城のある一室を訪れた。途端、思わず目を見張ってしまう。リヴェティア騎士団の団長であるユング・フォーリングスが待っていたのだ。

			

	








			
				　部屋には他に二人の侍女がいる。

				「団長？　どうしてここに」

				「いえ、少しあなたに用事がありましてね。とりあえずあなたの騎士服をお渡ししましょう」

				　ユングからの目配せを受け、一人の侍女が前に歩み出てくると、手に持った騎士服を差し出してきた。その服を見て、ベルリオットは目を瞬かせる。

				「これって……？」

				　差し出された騎士服は、どうみても王城騎士の基本色である白色ではなかった。金糸で模様付けされた青基調の騎士服だ。

				「格好良いとは思いませんか？」

				「そりゃ格好良いですけど……って、そうじゃなくて。どうして白服じゃ？」

				「これから行われる叙任式に伴い、あなたの序列は九位となります」

				「は？」

				　思わず素で聞き返してしまった。

				　たしかに序列一桁ならば独自の騎士服を着ても構わない決まりだ。それには納得できる。だが、問題はそこではない。なぜ序列一桁として数えられることになっているのか。

				「いや、なったばかりでさすがにそれはまずいんじゃ」

				「力に見合わない格ほど無用なものはありませんが、逆もまた然りです」

				　つまり、ただの王城騎士ではベルリオットの力に見合っていない、とそうユングは言いたいのだろう。たしかに力を基準にすれば序列一桁であってもおかしくはないかもしれないが──。

				「でもいきなりこんな」

				「これから肩書きが必要になることも沢山あるでしょう。その時のためと思ってください。まあ正直に言ってしまうと、ディザイドリウム移住計画の一端を担うあなたが一介の騎士でないほうがなにかと都合がいいのですよ」

				　よくわからないが、とりあえずユングに異を唱えても意味がないことだけは理解した。

				　覚悟しておいたほうがいい、というリンカの忠告はこのことだったのか。そう思いながらベルリオットがためらいがちに騎士服を受け取ると、今度はもう片方の侍女が歩み出てきた。

				「それと、これを」

				　差し出されたのは鞘に収められたなんの変哲もない剣だ。しかし、よく見てみるとベルリオットが長年使っていた長剣にそっくりだった。柄を握ってみると懐かしい感覚が蘇ってくる。

				「これって俺の……」

				　剣身まではわからないが、少なくとも柄や鍔は以前に使っていた剣と同一の物だった。

				　鞘から抜いてみる。

				　傷も曇りもない。新品としか思えない見栄えだ。

				　訓練校に入った時よりずっと持ち歩いていた剣は、前騎士団長グラトリオとの戦いの際に折れてしまった。戦いが終わったあとに直そうかとも思ったが、アウラが使えるようになったこともあり、もう必要ないだろうと放置していたのだ。

				　それなのに、どうして──。

				「陛下が用意してくださったそうですよ。誓いの剣に、と」

				　あいつ……。

				　リズアートの気遣いはくすぐったかったが、同時に嬉しいとも感じた。ベルリオットはあらためて柄を握りしめてみると、思わず口元が緩んだ。

				　この剣は自分が《帯剣の騎士》と蔑まれるに至った最大の材料であり、またこれまでの自分を支えてきてくれた最高の友でもある。

				　アウラを使えるようになったから必要がなくて手放した。

				　そう思っていた。

				　だが、あらためて手にしてみてわかったが、実際は強大な力を得たことから生まれた驕りが、この剣という弱い力を切り捨てさせただけだった。

				　だめだな、俺も……。

				　この剣を持ったところで強くなるわけでもない。

				　むしろ邪魔になるだけだろう。

				　だが、驕りを戒めるためにも、この剣をまた持っていようと思った。

				　また一緒に戦ってくれるか？

				　そう心の中で問いかけながら剣を掲げると、呼応するように刃がきらりと煌いたような気がした。

			  

				　　　　　　　

				

				　騎士服はごわごわして違和感があった。高めの襟はいかにも偉そうな雰囲気をかもし出していて落ちつかない。だが、そんなことに文句を言っていられなくなった。

				　時間が来た。

				　謁見の間を訪れるのは何度目だろうか。

				　そんなことを考えながら、ベルリオットは荘厳な場へと足を踏み出した。

				　相変わらず広い場所だった。

				　玉座へ向かって敷かれた赤絨毯の両脇には政務官や騎士たちが中央側を向いて並んでいた。

				　おおよそ二十人ほどか。内、五人は序列一桁の王城騎士でユングを初め、エリアス、リンカ、ホリィ、オルバと全員が見知った顔だった。

				　……下手な真似は出来ないな。

				　そう意識した途端、自然と緊張が高まった。おかげで全身ががちがちだった。

				　赤絨毯を辿っていくと、玉座に立つ女王リズアート・ニール・リヴェティアの姿が目に入る。

				　彼女と目が合った。

				　こちらの緊張具合を見てか、一瞬だけ彼女の口元がぴくりと動いた。直感だが、笑いを堪えているのだと思った。

				　途端、恥ずかしさや悔しさといった感情が一気に押し寄せてきて緊張が吹き飛んだ。

				　もともとこういう場には不釣合いな生き方をしてきたのだ。今更取り繕っても格好よくはならない。ならば、これまで通りの姿で臨めばいい。

				　ベルリオットは軽く深呼吸をして気持ちを入れ替えた。

				　最奥部の階段前までゆっくりと進んだのち、片膝をついて面を下げた。左腰から抜いた剣を女王リズアートのほうへと差し出す。

				　玉座から下りてきたリズアートが剣を受け取った。左肩に剣の腹がそっと当てられる。

				「ベルリオット・トレスティング。汝は、ここに騎士としての誓約を立て、リヴェティアの騎士として戦うことを誓うか」

				「誓います」

				「汝、騎士となり、なにを望むか」

				「自らの正義のもと、護ると決めたすべての命の盾となり剣となることを」

				　──望みます。

				　どよめきが起こった。

				　通常、騎士は自国の民を護ることを誓うものである。だが、ベルリオットがいましがた口にした誓いは、リヴェティア以外の民を護ることにも当てはまるものだ。

				　無責任と思われるかもしれない。それでも世界が直面している問題を前にしては自国の大陸がどうだとかくだらないことだと思ったのだ。

			

	








			
				「まったく、あなたらしいわね」

				　リズアートのつぶやく声が頭上から降ってきた。

				　左肩に当てられた剣が裏返され、次は右肩に当てられ、また裏の腹も当てられる。

				「我、リズアート・ニール・リヴェティアが、汝ベルリオット・トレスティングを騎士として認めます」

				　剣が離されると、ベルリオットは面を上げた。

				　女王から差し出された剣を受け取り、鞘に収め、立ち上がる。

				　一瞬、リズアートと向き合う形になった。

				　凛々しい顔立ちの中に柔らかさを感じられたのは、きっと気のせいではないだろう。

				　リズアートが払った手にあわせ、ベルリオットは振り返る。

				　未だ戸惑っている者が多かった。そんな中でリンカは相変わらずの無愛想な顔を貫き、エリアスは呆れ顔、ユングにいたってはなぜか嬉しそうにうなずいていた。

				　アウラも使えず《帯剣の騎士》と呼ばれていた頃は、この場に立つことになるとは思いもしなかった。それが今や王城騎士となり、エリアスやリンカたちと肩を並べている。

				　誇るべきことなのだろう。

				　だが、この場に辿りつけたのは、すべては自分がアムールだったからだ。そう思うと、素直に喜ぶことはできなかった。

				　それでも──。

				　アムールの強大な力がなければ護れなかった命があった。

				　きっとディザイドリウム大陸が落ちていた。

				　もう、いいのではないか。

				　いい加減、この力を認めてもいいのではないか。

				　忌避したところで自分がアムールである事実は覆らない。ならば、この力と共に生き、護れるものを護るべきなのではないか。

				　今、王城騎士として《蒼翼》を背負い、前へと進む時なのではないか。

				　これから人は大陸落下という大きな問題に立ち向かわなければならない。

				　自分がどこまでできるかはわからない。

				　ただ、力を持つ者として。

				　誰かに決められたわけではない。

				　他の誰でもない自分自身の意思でやれることをやろうと思った。

				　ベルリオットは一歩を踏み出した。

				　この一歩が自分の。

				　そして人の未来に繋がると信じて。

				

				《了》

			

	








			
				　天井や壁、床だけではない。

				　家具すらも見慣れた物ばかり映っているというのにまったく落ちつかなかった。

				　今すぐにでも外に出たい。空を飛びたい。剣を振りたい。そんな衝動が押し寄せてくるが、軋む四肢やひりつく肌のせいで歩くことすらままならない。

				　アシュテッド邸の自室にて、リンカはベッドで横になっていた。

				　ゆったりとした長衣を羽織っているが、下にはなにも着ていない。その必要がないほど包帯が巻かれ、肌が隠れているのだ。

				　のそのそと半身を起こす。たったそれだけの動きでも全身に激痛が走り、思わず顔を歪めてしまう。

				　リンカは自身の胸元にそっと右手を当てた。

				　包帯の下には多くの切り傷が刻まれている。すべては数日前、ディザイドリウム大陸に応援部隊として赴いた際に負ったものだ。

				　胸元から離した右手をじっと見つめる。

				　この手でモノセロスを倒した。

				　憧れの騎士である、ライジェル・トレスティングが《剣聖》と呼ばれるに至った最大の要因である、あのモノセロスを。

				　未だに信じられない気持ちが胸の中にあるが、まぎれもない事実だ。モノセロスを倒した際の感覚がはっきりと手に残っている。それなのに──。

				　達成感がないのはなぜだろうか。……いや、それは間違いなく心の中にある。ただ、それ以上の感情が上から塗りつぶしてしまっているのだ。

				　モノセロスを倒したあとに現れた新種のシグル──ドリアークになすすべなく破れてしまった。あの時の無力感が今でも悔しさとして胸中に渦巻いている。

				　その後、ベルリオットと共にドリアークを倒したものの、胸中の靄が晴れることはなかった。

				　別に彼の手を借りたのが気に食わなかったから、というわけではない。単純に一人で勝てなかったことが問題なのだ。

				　再び一人で対峙した時、「力及ばずに負けてしまった」では済まされない。それでは護るべきものを護れない。

				　もっと強くならないと……。

				　そう決意しながら、リンカが手をぐっと握りしめた時──。

				　階下から呼び鐘の鳴る音がした。

				　アシュテッド家では一人のメイドを雇っている。彼女が応対していると思われるが、壁を隔てているせいで来訪者の声はほとんど聞こえなかった。

				　いったい誰だろうか。

				　足音が階段を上り、やがてリンカの部屋の前で止まった。こんこんと扉が控えめに叩かれる。

				　メイドが通したということは来訪者は自分がよく知っている人物だろう。そう思ったリンカは相手の名を問い詰めることなく「どうぞ」と入るよう促した。

				「こんにちは。様子を見に来ました」

				　部屋に入ってきたのは一人の女性だった。

				　前は眉に軽くかかる程度、後ろは肩にかかる程度で切り揃えられた髪。柔和という印象を貼りつけたような顔、ほっそりとした体つき。と、いかにも戦いに向いていなさそうな姿をしている彼女の名はホリィ・ヴィリッシュ。序列六位のリヴェティア王城騎士だ。

				「……ホリィさん。笑いに来たの間違いじゃないの」

				「ひどいですね、わたしのことをなんだと思ってるんですか」

				「腹黒優等生」

				「うぐ……この後輩は本当に可愛くないですね」

				　リンカにとってホリィは一つ歳上の先輩だ。ただ、その関係は王城騎士に入ってからのものではなく、訓練生時代からのものだった。

				　ホリィが大きなため息をつきながら肩をすくめた。

				「まったく、こちらはあなたを心配して来たというのに……思ったより元気そうですね」

				「それなりには。あ、そこ座って」

				　言いながら、リンカはベッド脇の椅子に目線を送った。ホリィが「失礼します」と丁寧に断ってから椅子に座る。

				「ディーザでのこと、聞きましたよ。あのモノセロスに勝ったそうじゃないですか」

				「まあ」

				「あれ、あんまり嬉しそうじゃないですね」

				「モノセロスは倒したけど、そのあとに現れたドリアークって新種のシグルにやられたから」

				　そう口にしてから、リンカは毛布をぎゅっと握った。

				「でも、報告ではあなたが倒したとありましたが」

				「ベルと一緒に、ね。彼がいなければ勝てなかった」

				「ふむ、そういうことですか。って、ベル？」

				　ホリィが頬を持ち上げたかと思うや、にやにやと嫌らしい笑みを向けてくる。

				「あれあれ〜、いつの間にそんな親しい仲になったんですか？　ついこの間までは『あんな奴、あたしは絶対に認めないから』な〜んて言ってたのに」

				「う、うるさい。ホリィさんには関係ないでしょ」

				「いえいえ、あなたはわたしの可愛い後輩ですから関係なくなんかないですよー」

				　少しでも弱みを見せれば、ホリィはいつもこうして執拗に責めてくる。わかっていたことなのに失敗したな、とリンカは思いながら顔をそらした。

				　この形勢を変えられる話題はないだろうか。そう思いながら記憶を漁った時、すぐにあることが頭に浮かんだ。

				「そういえば、ベルに言ったでしょ」

				「なんのことですか？」

				「眼の傷のこととか。その……あたしが騎士を目指すきっかけとか」

				「あ、あ〜。そんなことを言ったような気もしますが、言ってないような気も」

				「やっぱり」

				　そう言ってリンカが睨みつけると、ホリィが目を泳がしながら苦笑した。

				　左眼の傷についてはともかく、騎士を目指すきっかけとなった理由については数人にしか話したことがないため、情報を漏らした人物を特定するのは簡単だった。

				「必要だと思ったから、ですよ」

				　ホリィが穏やかな笑みを浮かべながら言った。

				「お節介でしたか？」

				「別にいいけど」

				　リンカはなんだか照れくさくて目をそらしてしまった。こちらのためを思ってしてくれたという気持ちが充分すぎるほど伝わってきたからだ。

				　と、ホリィが指先で前髪をそっと撫でてくる。

				「髪切ったんですね」

				「戦ってる時、邪魔になったから」

				　本当の理由を言わずに、そう濁した。

				　ホリィは理由を察しているようにも思えたが、意外にも問い詰めてはこなかった。

				「う〜ん、でも少し後ろの髪と合ってないかもですね」

				「やっぱり切ったほうがいいか……でも似合うかな」

				　リンカは後ろに流した髪を前に持ってきて指の腹でさすった。

				「昔は短かったじゃないですか」

				　ホリィの言う〝昔〟とは訓練生時代のことだ。

				　たしかにあの頃は髪を短くしていた。長い髪はきっと戦闘で邪魔になる。その考えのもと、親の反対を押し切って入学前にばっさりと切ったのだ。

				「リンカがわたしに泣きついてきた時のこと、覚えてますか？」

				「覚えてない。っていうか、そんなことしてないし」

				「たしかに泣いてはいませんでしたけど、でも、それに近い感じだったじゃないですか」

				　ホリィから意地の悪い笑みを向けられ、リンカは思わずむっとしてしまう。その話を持ち出されては強く出られないからだ。

				　あの時のことは今でも鮮明に思い出すことができる。

				　たしか訓練校に入ってから四年目だったろうか。

				　あたしはエリアスと戦って……。

			  

				　　　　　　　

				

				　がきんと甲高い音が訓練区に響いた。

				　無数の結晶破片が舞う中、リンカは青々とした芝の上に勢いよく倒れた。衝撃が体の中まで届き、思わずむせ返ってしまう。だが、痛みはほとんど感じない。まだ立ち上がる力は残っている。

				「も、もう一回……！」

				「やめましょう」

				　頭上から冷めた声が降ってきた。

				　リンカは頬に芝をくっつけながら首をひねり、声のほうへと顔を向ける。

				　一人の女生徒がこちらを見下ろしていた。すらりとした長めの手足に相応しい高めの身長。それを彩るように長い黄金の髪が靡(なび)いている。

				　彼女はエリアス・ログナート。同期の訓練生だ。

				　リンカは土ごと芝を握りながら上半身を起こす。

				「どうして……あたしはまだやれるっ！」

				「あなたでは訓練になりません」

				　エリアスがその手に持っていた結晶剣を放り、霧散させた。そのままこちらに背を向けて離れていくと、教師に新たな相手を用意してもらうよう話しはじめる。

				　リンカは絶句しながらエリアスの背中を目で追っていた。

				　エリアスの家は優秀な騎士を多く輩出している名門だ。彼女もまた例に漏れず、四年目にして訓練校の序列一位の座を獲得するという傑物ぶりを見せている。

				　エリアスに実力で劣っているのは承知のうえで模擬戦の相手に申し出た。が、まさかあれほどの差があるとは思いもしなかった。攻撃を当てるどころか、かすらせることすらできなかった。

				　同期だというのに、どうしてここまで違うのか。胸を圧迫するような気持ちがあふれてくる。それを吐き出すようにリンカは地面を強く叩いた。

				「もしかしてあれって悔しがってるの？」

				「あのログナートに勝てるわけないってのにな」

				「そもそも、ただのお嬢様がこんな所にいるのが間違ってるのよね」

				　訓練生の蔑む声がそこかしこから聞こえてくる。

				　彼らの言う通りリンカはお嬢様──貴族の娘だ。そして貴族の娘が訓練校に来ることは極めて異例だった。訓練生から騎士になれば手に入れられる金と名誉。それを貴族はすでに持っているからだ。

				　一代で成り上がろうと考えている者たちにとって貴族の存在は面白くないのだろう。いましがたのように陰口を叩かれることは少なくなかった。

				　だが、リンカにとってそんなことなどどうでもよかった。

				　求めているのは金でも名誉でもない。

			  

				　　　　　　　

				

				　その日の放課後、リンカは訓練区の奥側を占める森林地帯でひとり訓練を行なっていた。

				　立ち並ぶ巨木を避けながら両手に持った短剣を一心不乱に振り回す。日の光が樹冠に遮られていることもあり辺りは薄暗い。そのため、全力で駆けていると気づかぬうちに迫っていた巨木と衝突しそうになるなんてことは少なくなかった。

				　だめだ。こんなんじゃエリアスに勝てない。もっと速く動いてもっと速く剣を振らないと……！

				　心の中で理想の動きを追いつづけるが、一向に近づく気配がない。それどころかどんどん動きが粗くなっている気さえする。

				　おそらく体が疲れているのだろう。そのことに気づいていながら、リンカは休もうとしなかった。休めば、その分だけエリアスとの差が広がるように思えたのだ。

				「精が出ますね」

				　ふと聞こえた声にリンカは足を止めた。

				　警戒しながら声のほうを見やる。と、巨木の陰から一人の女生徒が歩み出てきた。

				「……ホリィ・ヴィリッシュ」

				「わたしのこと知ってるんですね」

				　女生徒──ホリィが目をぱちくりとさせていた。

				　そんな白々しい態度に嫌気を感じながら、リンカは吐き捨てる。

				「一応成績上位者だし」

				「一応って、これでも序列二位なんだけどなぁ」

				　ログナート家ほどではないが、彼女の家もまた騎士の名門だ。成績上位者だから、というのは建前で本当は彼女について入学前から知っていた。

				「それで、どうしてここに？」

				「偶然ですよ」

				「偶然で通りかかるような場所じゃない」

				「まあ、たしかにそうですねー」

				　そう言いながら、ホリィは辺りを見回しはじめる。

				　とぼけた彼女の言動に苛立ったリンカは鋭い目を向ける。と、それに気づいたホリィが少し困ったような顔をした。

				「……ある人に頼まれてちょっとあなたの様子を見に来たんですよ」

				「ある人？　誰？」

				「それは秘密です」

				　言って、ホリィは人差し指を口もとにあてながら片目を瞑った。

				「別にいいけど。用がないならさっさとどこかへ行って。あたしは訓練で忙しいの」

				「今のあなたではエリアスに一生敵わないと思いますよ」

				　大抵のことなら無視できる自信があった。だが、本日の模擬戦中にエリアスから同じようなことを言われたこともあり、思わずホリィを睨んでしまう。

				　こちらの威嚇など意に介した様子もなく、ホリィが淡々と言う。

				「聞いてますよ、彼女を目の敵にしてるとか」

				「あなたに関係ないでしょ」

				「まあそうなんですけど。でも、無駄な努力を見過ごすのもどうかと思いますし」

				　その言葉にいっさいの嫌味を感じなかったため、より心に響いた。

				「無駄って……どうしてあなたにそんなこと言われなくちゃ──」

				　いつの間にか煌く結晶が首元に突きつけられていた。湾曲した刃を辿った先、棒状の長い柄がホリィの両手に握られている。

				　初動をまったく捉えられなかった。不意をつかれたのはたしかだが、ホリィの姿は視界に入っていた。これがもし決闘だったなら──。

				「わたしの勝ちですね」

				　ホリィが結晶武器を手放した。形をなす意思を失った結晶が崩れ、ぱらぱらと散っていく。その様を見つめながら、リンカは下唇を噛んだ。両手に持った短剣の柄をぐっと握りしめる。

				　本当に負けてばかりだ。どうしてこんなにも自分は弱いのか。

				　まだまだ訓練が足りないのかもしれない。だったら、もっと訓練をするだけだ。

				「どうしてそんなに焦っているのですか」

				「……別に焦ってなんか」

				「いいえ、焦っています」

				　ホリィの言葉が心の奥底に突き刺さる。淀みなく放たれ、身構える間がなかったこともある。ただ、それ以上に焦りを自覚していたことが大きかった。

				　言い返したいのに言い返せない。息苦しい。

				「エリアスに勝つことがそんなに重要ですか？」

				「別にエリアスを目の敵にしてるわけじゃない。ただ、目指す場所に行くために彼女は超えないといけない相手ってだけ」

				「目指す場所……？　良ければ教えてもらえますか？」

				　ホリィになら話してもいいのではないか、と思った。いや、本当は心のどこかで誰かに聞いてもらいたいと思っていたのかもしれない。

				「小さい頃、モノセロスに襲われたことがあって──」

				「ちょ、ちょっと待って下さい！　モノセロスって……昔、多くの騎士を屠ったという、あの最凶最悪のモノセロスですか!?」

				　こくりとリンカがうなずくと、ホリィが目を瞬かせた。

				「よ、よく生きてましたね」

				「実際、死にかけたし死ぬかと思った。けど、あの人が助けてくれたから」

				「あの人…………って、まさか」

				「そう。モノセロスをたった一人で倒した、《剣聖》ライジェル・トレスティング」

				　その名を出した途端、ホリィがぽかんと口を開けたまま動かなくなった。騎士を志す者にとって《剣聖》の存在はそれほどまでに大きいのだ。

				　モノセロスから救ってくれたライジェルの姿は目を瞑れば今でも鮮明に思い出すことができる。

				「あの時、あの人の背中を見てあたしは思った。この人みたいになりたい。この人みたいに誰かを護ってあげられる騎士になりたいって」

				　リンカは顔を上げ、胸を張りながら言った。

				　彼のようになるには力が必要だ。しかし、いきなり彼の域まで辿りつくことはできない。だから、その域に上がるための通過点として訓練校で一番になることを目標に定めた。エリアスに勝つことを目標としているのはそれが理由だ。

				「なるほど、そういうことですか……」

				　こちらがすべてを語らずとも、ホリィはすべてを察しているようだった。神妙にうなずいている。

				　真面目に話を聞いてくれるのは嬉しいが、リンカには彼女の態度が不思議でならなかった。

				「笑わないの」

				「どうしてですか？」

				「だって、あの《剣聖》に並びたいって大それたこと」

				「騎士として強さを求めるのは当然のことです。相手より弱かったら死ぬことだってありますし」

				　ホリィが当然とばかりに言った。

				　彼女の纏う空気感は他の多くの訓練生とは違う。

				　これが騎士の名家に生まれた者の考え方か。いや、もしかすると生まれながらにして騎士としてのありようを理解しているのかもしれない。そう思うほど揺るぎない意志を感じとれた。

				　そんな相手を前にしてリンカは薄ら寒く感じたが、不思議と嫌だとは思わなかった。上を目指さずに、ただへらへらと剣を振る者たちよりよっぽどいい。

				「それにしても……なるほどなるほど。彼女が気にかけるのもわかる気がしました。訓練、わたしで良ければお付き合いしますよ」

				「え……？」

				　予想外の申し出にリンカは戸惑いを隠せなかった。

				　ホリィは訓練校の序列二位であるだけでなく騎士の名門の子だ。そんな相手が訓練に付き合ってくれれば間違いなく力を伸ばすことができる。

				　だが、ホリィもまた超えなければならない相手だ。本当にいいのだろうか。

				　そうリンカは逡巡するが、すでに心は傾いていた。

				　今のままでは訓練校で一位になるどころか、十位以内に入ることだって難しい。《剣聖》に……エリアスに追いつくためにはホリィを頼るしかないと思った。

				「放っておいたらがむしゃらに剣を振って、そのまま潰れてしまいそうですしね」

				「いいの？」

				「ええ。ただし、わたしはこう見えて厳しいですからね。弱音を吐いたら容赦なく切り捨てます」

				「望むところ」

				　リンカが両手に持った短剣を構えると、ホリィが満足したようにうなずいた。生成した大鎌を振り回したのち、刃を向けてくる。

				「いい返事です。リンカ、あなたには素質があります。どうか、それを大事にしてください」

			  

				　　　　　　　

				

				「あの頃のリンカは本当に可愛かったなあ」

				　過去を思い出していたリンカは、そばから聞こえてきたホリィの声によって意識を引き戻された。なにやら彼女は悦に入ったようにだらしなく口元を緩めている。

				「まあ、あの頃と言っても身長は今も小さいままですし、あんまり変わっていない気もしますが」

				「ほっといて」

				　身長が伸びていないのは事実だ。それに比べてホリィやエリアスは訓練生の頃から間違いなく伸びている。理不尽だ、とリンカは思う。

				「それにしても訓練に付き合うようになった当初は、まさかわたしより強くなるまで成長するとは思いませんでしたよ」

				　あの時を境にリンカは実力だけでなく序列も上がりはじめた。一年目で訓練校の序列一桁に食い込み、二年目には非公式ではあるが、ホリィとの決闘にも勝利した。自分で言うのもなんだが、まさに駆け抜けたという成長ぶりだった。ただ──。

				「それでもエリアスには勝てなかった」

				「まあ、あの頃のエリアスは別格でしたから。とはいえ、もう大差ないんじゃないですか。いえ、モノセロスを倒した今なら」

				「どうだろ」

				　たしかにモノセロスを倒したという成果だけを見れば、こちらが上と言えるかもしれない。だが、エリアスもまた成長しているのだ。実際に対峙してみなければはっきりとはわからない。

				「そういえばあの時、あたしの様子を見るようホリィさんに頼んだっていう、ある人って誰のこと？」

				「あれ、まだ気づいてなかったんですか。てっきりもう気づいているものだと」

				　ホリィが目をぱちくりとさせた。そんな風に驚かれてもリンカには思い当たる節はなかった。そもそもあの頃は訓練校に友人と呼べる者すらいなかったのだ。

				「もったいぶらないで教えて」

				　そうリンカが頼み込むと、ホリィが眉尻を下げながらうーんと唸りはじめた。口止めされているようだったので無理を言っているのはわかっている。だが、すでに長い時が経っている。

				　ホリィも同じ考えに至ったか、やがておもむろに口を開いた。

				「仕方ありませんね……」

			  

				　　　　　　　

				

				　ホリィが退室してから間もなく新たな客が訪れた。

				　扉越しに聞こえた、凛とした声からすでに来客の正体には予想がついていた。扉が開けられ、部屋に入ってきたのはエリアス・ログナートだった。

				　扉を静かに閉めた彼女に、リンカは疑問を投げかける。

				「陛下の護衛は？」

				「クノクス卿が引き受けてくれています。それに今は団長も一緒ですから」

				「……そう」

				　序列一桁の騎士が二人もついているなら問題ないだろう。

				　ただ、気になるのはそれだけではない。なぜエリアスは見舞いに来たのか。王の護衛任務をわざわざ外れてまで来るほどのことではないはずだ。

				　エリアスが扉から離れ、ベッド脇までやってくる。

				「具合はどうですか？」

				「まあ」

				「まあ、ではわかりませんよ」

				　エリアスは少しばかり眉根を寄せたものの、表情そのものは穏やかだった。

				　昔に比べて彼女から鋭さがなくなっているような気がした。いや、彼女はもとからこうだったのかもしれない。こんな考えが生まれたのは間違いなくホリィから聞いた話が原因だとリンカは思った。

				「……余計なお世話」

				「はい？」

				「余計なお世話だって言ってんの」

				「もしかしてあなたの様子を見に来たことですか？」

				「そうじゃない」

				「……意味がわからないのですが」

				　要領を得ない話し方をしているのだからエリアスが困惑するのも無理はなかった。

				　話すかどうか一瞬だけ迷った末、リンカは喉から押し出すように言葉をつむぐ。

				「訓練生の時のこと……ホリィさんから聞いた」

				　放課後、リンカが一人でがむしゃらになって訓練していた時、ホリィがある人に頼まれたと言って様子を見に来たことがあった。そのある人の正体というのが訓練生の頃、リンカが目標にしていたエリアスだったのだ。

				「あの頃のあたしなんかエリアスにとって取るに足らない存在だったはずなのに、どうしてあんなことしたの」

				　返答によっては軽蔑するかもしれない。そんな思いを込めながらリンカは尋ねた。

				「そのことでしたか。随分と昔のことを」

				　初めこそ戸惑っていたエリアスだが、すぐに平静を取り戻すと過去をしのぶように目を細めた。

				「あの頃、わたしに真っ向から挑んでくる者はいませんでした。仮に挑んできたとしても二度目を望むことはなく……今だからこそ言えますが、実は心の中で少しつまらないと思っていたんです。訓練校に入る意味はあったのか、と」

				　エリアスに挑むことは無謀だという風潮が、あの頃の訓練生の中には流れていた。それほどまでに彼女の実力は頭抜けていたのだ。

				「ですが、そんな中でもただ一人、何度負けてもわたしに勝負を挑んでくる者がいたんです。リンカ、あなたのことです」

				「まあ、あの頃のあたしじゃあんたの相手にもならなかっただろうけど」

				「そうですね。正直に言って訓練にもなりませんでした」

				　自分から言い出したこととはいえ、あまりにもはっきりと肯定され、リンカは思わず小さく唸ってしまった。

				　エリアスが「ですが」と話を続ける。

				「日を追うごとに成長していくあなたを見て危機感を覚えていました。このまま成長し続ければ、わたしに追いつくかもしれない、と。その可能性をあなたに見た時、わたしは訓練校に入ってから初めて楽しいと感じたのです」

				　世話を焼いてきたのもそれが理由というわけか。

				「わたしはあなたに助けられていたのですよ。あなたの真っ直ぐな目と、剣に」

				　エリアスが柔らかくも強い眼差しを向けてくる。

				　きっとあの頃の彼女は最強であったがゆえに孤独だったのだ。

				　リンカにとってエリアスが超えなければならない壁であったように。

				　エリアスにとってのリンカもなんらかの特別な存在であったようだ。

				　その点だけを見れば、研鑽(けんさん)し合える仲だったと言えるかもしれない。ただ、リンカは与えられるばかりだったという思いしかなかった。とはいえ、今さらなにかを返そうにも成熟したエリアスに返せるものなんてなにもない。

				　だから──。

				「もう後ろなんて見なくていいから」

				　そう伝えることにした。

				　王城騎士になってからも、心のどこかでエリアスという存在は追いつかなければならない相手だという思いがあった。

				　すでに実力では追いついていたのかもしれないのに──。

				　だが、モノセロスを倒したことでようやく彼女に並んだと自信を持てるようになった。これは訓練生の頃、リンカが望み、エリアスが望んだ結果だ。

				　少し遅くなってしまったかもしれないが、ようやく始まりの舞台に立てたことをリンカは誇らしく、そして嬉しく思った。

				　こちらの意図を理解したのか、エリアスが勝ち気な笑みで応じた。

				「それでこそわたしの知る、リンカ・アシュテッドです」

				

				《孤独の騎士とお嬢様・了》

			

	
			
				◆あとがき

				

				　夜々里です。一巻に引き続いてお読み下さりありがとうございます。

				　どこに魅力を感じてまた手に取っていただけたのか。ぜひともお聞かせ願えればと思いますが、残念ながらこちらは紙と文字。懸命に叫んでいただいても聞き取ることができません。

				　とはいえ、遠いところに辛うじて人として存在しておりますのでなにかしらの形でご感想をいただければ幸いです。きっと泣いて喜びます。

				　では開幕おねだりをさせていただいたところで……二巻の内容に少し触れたいと思います。

				　今回は初登場となるリンカ・アシュテッドの巻といっても過言ではありません。彼女との出会いがきっかけでベルリオットは過去と向き合い、大きな一歩を踏み出しました。それにあわせて物語も大きく動いたので今後の展開が漠然と浮かんだのではないかと思います。

				　前巻のあとがきでもお話ししましたが、この「天と地と狭間の世界イェラティアム」は「小説家になろう」という小説投稿サイトで連載していた作品を加筆、修正したものです。

				　連載当時、ありがたいことに多くの読者様からメッセージをいただけたのですが、リンカはメルザと並んで多くの支持を得られた登場人物でもありました。ですので書籍版のみを読んで下さっている方がどのように感じられたのか、個人的にとても気になっています。

				　とはいえ、今回はリンカの過去も含めて加筆しましたのでウェブ版を読んで下さった方も印象が変わったのではないかと思います。

				　また裏話というほどではないのですが、実は今回の舞台となる王都ディザイドリウムでは飛空船レースが行なわれているという裏設定がありました。物語から大きく外れていたので封印しましたが、もしこの話を組み込んでいたらどうなっていたのか。

				　徹夜明けの不機嫌リンカが操縦することになるわけですから……きっと無事ではすまなかったでしょう。もしかすると最後の戦いにも勝てなかったかもしれません。

				　と、妄想話を繰り出しているうちにページの端が近づいてきていました。き、切り上げます。

				

				　村上ゆいち様、今回も美麗なイラストをありがとうございます。どれも素敵でしたが、ラグが個人的にツボでした。帽子、触りたい。また担当のＥ様、並びに出版に至るまで関わって下さった皆様、いつも本当にありがとうございます。この本をまた世に送り出せたのも皆様のおかげです。

				　そして最後にこの本を手にとって下さったあなたにも心よりの感謝を。

				　さて、ここまで書き終えてからなにか良い締めの言葉はないかなと考えたのですが、ちょうどよく発売日が新年一月であることを思い出しました。少々ずるいですが、これいただきます。

				　それでは……。

				

				　皆様、あけましておめでとうございます。

				　二○一六年も「天と地と狭間の世界イェラティアム」をどうぞよろしくお願い致します。

				夜々里春

				

	



夜々里 春

 

　なぜ筆をとったのかわからないぐらい根っからのスポーツマン。読むのはもっぱら海外ファンタジー小説。中でもダンディ主人公ものが大好き。いつか自分もあんな風になれたらと思っていますがまったく違う方向へ歳を重ねています。どなたか私にお髭と筋肉を。
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